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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するための方法であって、
　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、第１
の主要コンテンツを生成することであって、前記第１の部分は、ユーザの第１の視野の前
景面積に対応する、ことと、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツを生成することであって、前記第２の
部分は、前記ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する、ことと、
　前記ユーザの視線の中心の移動を検出することと、
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定することであって、前記
視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定することは、前記視線の中心の
移動に基づいて、新しい視線の中心を判定することと、前記新しい視線の中心の左右に対
して第１の度数内、前記新しい視線の中心の上方に第２の度数内、および前記新しい視線
の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定することとを含む、ことと、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定することであって、
前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定することは、前記第２
の視野の前景面積を判定することを含み、前記第２の視野の前景面積を判定することは、
前記新しい視線の中心の左右に対して第４の度数内、前記新しい視線の上方に第５の度数
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内、および前記新しい視線の下方に第６の度数内の面積を判定することを含み、前記第４
の度数は、前記第１の度数より小さく、前記第５の度数は、前記第２の度数より小さく、
前記第６の度数は、前記第３の度数より小さい、ことと、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することの判定に応答して、表示の
ために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実環境の第３の部分に生成することであって
、前記第３の部分は、前記第２の視野の周辺面積に対応する、ことと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ユーザの視線の中心を検出することは、
　光を前記ユーザの各眼に伝送することと、
　前記ユーザの各眼の画像を収集することと、
　各画像内において、前記ユーザの眼の中の反射の場所を検出することと、
　前記ユーザの各瞳孔の場所を判定することと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所を比較することと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所の比較に基づいて、前記ユーザの各眼の視線点を判定する
ことと、
　前記ユーザの各眼の視線点間の中央点を判定することによって、前記視線の中心を判定
することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの視
線の中心の移動を検出することは、前記加速度計によって、前記ユーザの頭部の加速を検
出することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成することは、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを生成す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成することは、表示のために、前記付加的コ
ンテンツをピクチャインピクチャとして生成することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　入力を前記ユーザから受信することと、
　前記入力に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記第２の視野の前景面
積に対応する前記仮想現実環境の部分に生成することと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成することは、
　その間に前記ユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった前記ユーザの視線の中心
の移動後の期間を測定することと、
　前記期間が閾値期間を上回ることを判定することと、
　前記期間が前記閾値期間を上回ることの判定に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを生成することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するためのシステムであって、前記
システムは、請求項１～７のいずれかに記載の方法を実行するように構成されている制御
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回路を備える、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１６年４月２７日に出願された米国特許出願第Ｕ．Ｓ．Ｓ．Ｎ．１５／１
４０，２４９号（本開示は、参照することによってその全体として本明細書に組み込まれ
る）の優先権および利益を請求するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のシステムでは、主要コンテンツ（例えば、映画、テレビ番組、ビデオゲーム、仮
想現実世界、メディアガイド画面）に加え、付加的コンテンツ（例えば、株価情報、スポ
ーツスコア情報、ニュース情報、気象情報、時計、イベントのスケジュール）をディスプ
レイ上に表示することが望ましくあり得る。残念ながら、付加的コンテンツの表示は、付
加的コンテンツが曖昧になる、または別様に、主要コンテンツの表示を干渉する、リスク
に曝す。本問題は、特に、システムが没入体験に強調を置く、仮想現実環境において関連
し得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　故に、仮想現実環境内のユーザの必要性に基づいて、付加的情報（例えば、株価情報、
スポーツスコア情報、ニュース情報、気象情報、時計、イベントのスケジュール）を主要
コンテンツ（例えば、映画、テレビ番組、ビデオゲーム、仮想現実世界、メディアガイド
画面）の周囲に再位置付けする、方法およびシステムが、本明細書に説明される。例えば
、本明細書に説明されるような制御回路は、付加的情報をユーザの視野の周辺面積に限定
してもよく、ユーザが仮想現実環境内へのその没入から抜け出ることを所望することの判
定に応答して、付加的情報のみ再位置付けしてもよい。具体的には、制御回路は、視線の
中心の移動に基づくユーザの視野を判定する。制御回路が、付加的コンテンツが表示のた
めに生成される、仮想現実環境の部分が、ユーザの視野の前景面積に対応することを判定
する場合、制御回路は、表示のために、付加的コンテンツをユーザの視野の周辺面積に対
応する仮想現実環境の部分に生成する。制御回路が、表示のために、付加的コンテンツを
ユーザの視野の周辺面積に対応する仮想現実環境の部分に生成することを確実にすること
によって、付加的コンテンツがユーザの視野の前景面積に対応する主要コンテンツのユー
ザの視認に干渉しないことを確実にすることが可能である。
【０００４】
　具体的には、全身移動の検出に応答して、制御回路は、表示のために、付加的コンテン
ツをユーザの視野の前景面積に対応する仮想現実環境の部分に生成する。付加的コンテン
ツは、ユーザが全身移動を行うことを補助する。表示のために、付加的コンテンツをユー
ザの視野の前景面積に対応する仮想現実環境の部分に生成することによって、ユーザに付
加的コンテンツが容易に見えることを確実にすることが可能である。付加的コンテンツは
、ヘッドアップディスプレイ上の主要コンテンツのユーザの視認に干渉せずに、ユーザが
全身移動を行うことを補助するように構成される。例えば、ユーザが歩行している場合、
付加的コンテンツは、ユーザが、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツを視認するこ
とを停止する必要なく、例えば、物理的周囲内の障害物を回避することを補助することが
できる、ユーザの物理的周囲のビデオであってもよい。したがって、表示のために、付加
的コンテンツを前景面積内に生成することは、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツ
のユーザの視認に干渉せずに、ユーザが全身移動を行うことを可能にする。
【０００５】
　いくつかの側面では、主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示
すヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するための方
法およびシステムが、本明細書に提供される。
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【０００６】
　主要コンテンツは、ユーザの主焦点のオブジェクトであることが意図される、任意のコ
ンテンツであってもよい。例えば、主要コンテンツは、映画、テレビ番組、ビデオゲーム
、または仮想現実世界等のメディアアセットであってもよい。別の実施例として、主要コ
ンテンツは、メディアガイド画面であってもよい。
【０００７】
　付加的コンテンツは、主要コンテンツではない、任意のコンテンツであってもよい。付
加的コンテンツは、主要コンテンツに関連しない、または主要コンテンツに関連してもよ
い。例えば、付加的コンテンツは、ユーザの物理的周囲のビデオ、株価情報、スポーツス
コア情報、ニュース情報、気象情報、時計、またはイベントのスケジュールであってもよ
い。
【０００８】
　仮想現実環境は、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザに現れるよう
に、ユーザに表示される任意の非物理的コンテンツであってもよい。例えば、仮想現実環
境は、ユーザが位置する世界であるようにユーザに現れる、仮想世界（例えば、ゲーム内
の仮想世界）であってもよい。別の実施例として、仮想現実環境は、物理的世界上に重畳
されるようにユーザに現れる、非物理的コンテンツであってもよい。例えば、仮想現実環
境は、ユーザに自身の車のフロントガラス（または任意の他の透明表面）を通して見える
ものの上に重畳される、スピードメータディスプレイ（または任意の他のディスプレイ）
であってもよい。別の実施例として、仮想現実環境は、メディアアセットのディスプレイ
がユーザの視野を完全に包含するようにユーザに提示される、メディアアセット（例えば
、テレビ番組または映画）であってもよい。
【０００９】
　ヘッドアップディスプレイは、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザ
に現れるように、非物理的コンテンツをユーザに表示することが可能な任意のディスプレ
イであってもよい。例えば、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの眼を完全に被覆する
、頭部搭載型ディスプレイであってもよい。頭部搭載型ディスプレイは、眼鏡、双眼鏡、
ヘルメット等として構成されてもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは
、ユーザにヘッドアップディスプレイを通して見える物理的世界のビュー上に非物理的コ
ンテンツを重畳する、ディスプレイ（例えば、フロントガラスまたは眼鏡と統合されるデ
ィスプレイ）であってもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは、ユーザ
が位置する部屋であってもよく、部屋の壁は、ディスプレイ画面内に被覆される。
【００１０】
　方法およびシステムは、ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分にお
ける表示のために、第１の主要コンテンツを生成するように構成される、制御回路を含み
、第１の部分は、ユーザの第１の視野の前景面積に対応する。
【００１１】
　制御回路は、１つまたはそれを上回るマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デ
ジタル信号プロセッサ、プログラマブル論理デバイス、フィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等に基づく回路等の任意の好適
な処理回路に基づいてもよく、マルチコアプロセッサ（例えば、デュアルコア、クアドコ
ア、ヘクサコア、または任意の好適な数のコア）またはスーパーコンピュータを含んでも
よい。処理回路は、複数の別個のプロセッサまたは処理ユニット、例えば、複数の同一タ
イプの処理ユニット（例えば、２つのＩｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ７プロセッサ）または複
数の異なるプロセッサ（例えば、Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ５プロセッサおよびＩｎｔｅ
ｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ７プロセッサ）のわたって分散されてもよい。
【００１２】
　第１の主要コンテンツは、主要コンテンツの任意の部分であってもよい。第１の主要コ
ンテンツは、主要コンテンツのサブセットであってもよい。例えば、第１の主要コンテン
ツは、メディアアセット内の１つまたはそれを上回るオブジェクトまたは文字であっても
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よい。別の実施例として、第１の主要コンテンツは、仮想世界内の特定の面積であっても
よい。別の実施例として、第１の主要コンテンツは、メディアガイド画面の特定の部分で
あってもよい。
【００１３】
　仮想現実環境の第１の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第１の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の上、下、
右、または左部分であってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近
似的小部分であってもよい。
【００１４】
　ユーザの視野は、ユーザが特定の位置に居るときにユーザに見える任意のものであって
もよい。例えば、視野は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施
例として、視野は、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、
ユーザの視野は、ユーザの視線の中心の左右に対して第１の度数内、視線の中心の上方に
第２の度数内、および視線の中心の下方に第３の度数内の面積を包含してもよい。例えば
、第１の度数は、９５度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、９５度、１０
０度、１０５度、１１０度、１１５度、１２０度、＞１２０度、または任意の好適な度数
であってもよい。代替として、第１の度数は、９５度未満であってもよく、例えば、９０
度、８５度、８０度、７５度、７０度、＜７０度、または任意の好適な度数であってもよ
い。例えば、第２の度数は、６０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、６
５度、７０度、７５度、８０度、８５度、＞８５度、または任意の好適な度数であっても
よい。代替として、第２の度数は、６０度未満であってもよく、例えば、５５度、５０度
、４５度、４０度、＜４０度、または任意の好適な度数であってもよい。例えば、第３の
度数は、７０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、７５度、８０度、８５
度、９０度、＞９０度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第３の度
数は、７０度未満であってもよく、例えば、６５度、６０度、５５度、＜５５度、または
任意の好適な度数であってもよい。視野は、ユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画
面の部分であってもよい。視野は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力障害に依
存し得る。
【００１５】
　ユーザの視野の前景面積は、正視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であって
もよい。前景面積は、視野のサブセットを包含してもよい。前景面積は、実質的にユーザ
の視野の中心にある視野の面積を包含してもよい。前景面積は、ユーザの頭部の移動に基
づいて、判定されてもよい。別の実施例として、前景面積は、ユーザの視線の中心の移動
に基づいて、判定されてもよい。例えば、前景面積は、ユーザの視線の中心の左右に対し
て第４の度数内、ユーザの視線の中心の上方に第５の度数内、およびユーザの視線の中心
の下方に第６の度数内にあってもよい。例えば、第４、第５、および第６の度数は、１８
度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、２０度、２５度、３０度、３５度、
＞３５度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第４、第５、および第
６の度数は、１８度未満であってもよく、例えば、１５度、１０度、５度、＜５度、また
は任意の好適な度数であってもよい。第４、第５、および第６の度数は、異なってもよい
。前景面積は、主視でユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画面の部分であってもよ
い。前景面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力障害に依存し得る。
【００１６】
　制御回路はさらに、ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第２の部分における
表示のために、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツを生成するように構成され
、第２の部分は、ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する。
【００１７】
　仮想現実環境の第２の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第２の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第２の部分は、第１の部分と異なっても
よい。第２の部分は、仮想現実環境の上、下、右、または左部分であってもよい。第２の



(6) JP 6968800 B2 2021.11.17

10

20

30

40

50

部分は、仮想現実環境の境界または角の近傍にあってもよいかまたはそこにあってもよい
。第２の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近似的小部分であってもよい。
【００１８】
　第２の主要コンテンツは、主要コンテンツの任意の部分であってもよい。第２の主要コ
ンテンツは、主要コンテンツのサブセットであってもよい。例えば、第２の主要コンテン
ツは、メディアアセット内の１つまたはそれを上回るオブジェクトまたは文字であっても
よい。別の実施例として、第２の主要コンテンツは、仮想世界内の特定の面積であっても
よい。別の実施例として、第２の主要コンテンツは、メディアガイド画面の特定の部分で
あってもよい。
【００１９】
　ユーザの視野の周辺面積は、周辺視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であっ
てもよい。周辺面積は、実質的にユーザの視野の縁にある面積であってもよい。周辺面積
は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施例として、周辺視野は
、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、周辺面積は、前景
面積ではない視野の任意の部分であってもよい。例えば、周辺面積は、視野の外側境界の
ある度数内の視野の面積を包含してもよい。周辺面積は、周辺視でユーザに見える頭部搭
載型ディスプレイの画面の部分であってもよい。周辺面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユ
ーザに特有の視力障害に依存し得る。
【００２０】
　制御回路はさらに、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、ユーザの第２の視野を判定
するように構成される。例えば、制御回路は、新しい視線の中心を判定することによって
、第２の視野を判定してもよい。例えば、制御回路は、ユーザの頭部の移動を検出するこ
とによって、第２の視野を判定してもよい。
【００２１】
　制御回路はさらに、第２の部分が第２の視野の前景面積に対応することを判定するよう
に構成される。例えば、第２の部分は、第１の視野の角に対応するが、第２の視野の中心
に対応してもよい。
【００２２】
　制御回路はさらに、第２の部分が第２の視野の前景面積に対応することの判定に応答し
て、表示のために、付加的コンテンツを仮想現実環境の第３の部分に生成するように構成
され、第３の部分は、第２の視野の周辺面積に対応する。
【００２３】
　仮想現実環境の第３の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第３の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第３の部分は、第１および第２の部分と
異なってもよい。第３の部分は、仮想現実環境の上、下、右、または左部分であってもよ
い。第３の部分は、仮想現実環境の境界または角の近傍にあってもよいかまたはそこにあ
ってもよい。第３の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近似的小部分であっても
よい。
【００２４】
　本方法およびシステムはさらに、ユーザの視線の中心の移動を検出するように構成され
る、検出モジュールを含む。例えば、検出モジュールは、光を使用して、ユーザの各眼の
視線点を検出することによって、視線の中心の移動を検出してもよい。例えば、検出モジ
ュールは、ユーザの頭部の移動を検出することによって、視線の中心の移動を検出しても
よい。例えば、検出モジュールは、ユーザに物理的に結合されるカメラを用いた捕捉に伴
うユーザの物理的周囲のビデオの変化を検出することによって、視線の中心の移動を検出
してもよい。視線の中心は、ユーザの視線が実質的に集束される、ユーザの視野の任意の
面積であってもよい。視線の中心は、ユーザに見えるものの中心部分であってもよい。視
線の中心は、ユーザの各眼の視線点間の中央点であってもよい。片眼に視力障害を伴うユ
ーザでは、視線の中心は、障害のない眼の視線点であってもよい。
【００２５】
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　いくつかの実施形態では、検出モジュールはさらに、ユーザの視線の中心を検出するこ
とによって、視線の中心の移動を検出するように構成される。ある実施形態では、検出モ
ジュールはさらに、ユーザの視線の中心を検出するとき、光をユーザの各眼に伝送し、ユ
ーザの各眼の画像を収集し、各画像内において、ユーザの眼の中の反射の場所を検出し、
ユーザの各瞳孔の場所を判定し、各瞳孔の場所と各反射の場所を比較し、各瞳孔の場所と
各反射の場所の比較に基づいて、ユーザの各眼の視線点を判定し、ユーザの各眼の視線点
間の中央点を判定することによって、視線の中心を判定するように構成される。
【００２６】
　ある実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合される
頭部搭載型ディスプレイであって、頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、検出モ
ジュールはさらに、ユーザの視線の中心の移動を検出するとき、加速度計によって、ユー
ザの頭部の加速を検出するように構成される。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合
される頭部搭載型ディスプレイであって、頭部搭載型ディスプレイは、ユーザの物理的周
囲のビデオをディスプレイにフィードするカメラを含み、制御回路はさらに、表示のため
に、付加的コンテンツを生成するとき、表示のために、ユーザの物理的周囲のビデオを生
成するように構成される。
【００２８】
　ある実施形態では、制御回路はさらに、表示のために、付加的コンテンツを生成すると
き、表示のために、付加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するように構成
される。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、制御回路はさらに、視線の中心の移動に基づくユーザの第２
の視野を判定するとき、視線の中心の移動に基づいて、新しい視線の中心を判定し、新し
い視線の中心の左右に対して第１の度数内、新しい視線の中心の上方に第２の度数内、お
よび新しい視線の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定するように構成される。
【００３０】
　ある実施形態では、制御回路はさらに、第２の部分が第２の視野の前景面積に対応する
ことを判定するとき、第２の視野の前景面積を判定するように構成され、制御回路はさら
に、第２の視野の前景面積を判定するとき、新しい視線の中心の左右に対して第４の度数
内、新しい視線の上方に第５の度数内、および新しい視線の下方に第６の度数内の面積を
判定するように構成され、第４の数は、第１の数より小さく、第５の数は、第２の数より
小さく、第６の数は、第３の数より小さい。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、本システムおよび方法はさらに、入力をユーザから受信する
ように構成される、ユーザインターフェースを含み、制御回路はさらに、入力に応答して
、表示のために、付加的コンテンツを第２の視野の前景面積に対応する仮想現実環境の部
分に生成するように構成される。
【００３２】
　ある実施形態では、制御回路はさらに、表示のために、付加的コンテンツを生成すると
き、その間にユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった、ユーザの視線の中心の移
動後の期間を測定し、期間が閾値期間を上回ることを判定し、期間が閾値期間を上回るこ
との判定に応答して、表示のために、付加的コンテンツを生成するように構成される。
【００３３】
　いくつかの側面では、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユ
ーザがヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うこと
を可能にするための方法およびシステムが、本明細書に提供される。
【００３４】
　仮想現実環境は、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザに現れるよう
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に、ユーザに表示される任意の非物理的コンテンツであってもよい。例えば、仮想現実環
境は、ユーザが位置する世界であるようにユーザに現れる、仮想世界（例えば、ゲーム内
の仮想世界）であってもよい。別の実施例として、仮想現実環境は、物理的世界上に重畳
されるようにユーザに現れる、非物理的コンテンツであってもよい。例えば、仮想現実環
境は、ユーザに自身の車のフロントガラス（または任意の他の透明表面）を通して見える
ものの上に重畳される、スピードメータディスプレイ（または任意の他のディスプレイ）
であってもよい。別の実施例として、仮想現実環境は、メディアアセットのディスプレイ
がユーザの視野を完全に包含するようにユーザに提示される、メディアアセット（例えば
、テレビ番組または映画）であってもよい。
【００３５】
　ヘッドアップディスプレイは、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザ
に現れるように、非物理的コンテンツをユーザに表示することが可能な任意のディスプレ
イであってもよい。例えば、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの眼を完全に被覆する
、頭部搭載型ディスプレイであってもよい。頭部搭載型ディスプレイは、眼鏡、双眼鏡、
ヘルメット等として構成されてもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは
、ユーザにヘッドアップディスプレイを通して見える物理的世界のビュー上に非物理的コ
ンテンツを重畳する、ディスプレイ（例えば、フロントガラスまたは眼鏡と統合されるデ
ィスプレイ）であってもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは、ユーザ
が位置する部屋であってもよく、部屋の壁は、ディスプレイ画面内に被覆される。
【００３６】
　全身移動は、ユーザの身体全体の実質的部分の移動を要求する、ユーザによる任意の物
理的移動であってもよい。例えば、全身移動は、歩行、ジャンプ、起立、着座、その身体
の回転等であってもよい。
【００３７】
　本システムおよび方法は、ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分に
おける表示のために、主要コンテンツを生成するように構成される、制御回路を含み、第
１の部分は、ユーザの視野の前景面積に対応する。
【００３８】
　制御回路は、１つまたはそれを上回るマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デ
ジタル信号プロセッサ、プログラマブル論理デバイス、フィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等に基づく回路等の任意の好適
な処理回路に基づいてもよく、マルチコアプロセッサ（例えば、デュアルコア、クアドコ
ア、ヘクサコア、または任意の好適な数のコア）またはスーパーコンピュータを含んでも
よい。処理回路は、複数の別個のプロセッサまたは処理ユニット、例えば、複数の同一タ
イプの処理ユニット（例えば、２つのＩｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ７プロセッサ）または複
数の異なるプロセッサ（例えば、Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ５プロセッサおよびＩｎｔｅ
ｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ７プロセッサ）にわたって分散されてもよい。
【００３９】
　仮想現実環境の第１の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第１の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の上、下、
右、または左部分であってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近
似的小部分であってもよい。
【００４０】
　主要コンテンツは、ユーザの主焦点のオブジェクトであることが意図される、コンテン
ツであってもよい。例えば、主要コンテンツは、映画、テレビ番組、ビデオゲーム、また
は仮想現実世界等のメディアアセットであってもよい。別の実施例として、主要コンテン
ツは、メディアガイド画面であってもよい。
【００４１】
　ユーザの視野は、ユーザが特定の位置に居るときにユーザに見える任意のものであって
もよい。例えば、視野は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施
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例として、視野は、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、
ユーザの視野は、ユーザの視線の中心の左右に対して第１の度数内、視線の中心の上方に
第２の度数、および視線の中心の下方に第３の度数内の面積を包含してもよい。例えば、
第１の度数は、９５度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、９５度、１００
度、１０５度、１１０度、１１５度、１２０度、＞１２０度、または任意の好適な度数で
あってもよい。代替として、第１の度数は、９５度未満であってもよく、例えば、９０度
、８５度、８０度、７５度、７０度、＜７０度、または任意の好適な度数であってもよい
。例えば、第２の度数は、６０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、６５
度、７０度、７５度、８０度、８５度、＞８５度、または任意の好適な度数であってもよ
い。代替として、第２の度数は、６０度未満であってもよく、例えば、５５度、５０度、
４５度、４０度、＜４０度、または任意の好適な度数であってもよい。例えば、第３の度
数は、７０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、７５度、８０度、８５度
、９０度、＞９０度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第３の度数
は、７０度未満であってもよく、例えば、６５度、６０度、５５度、＜５５度、または任
意の好適な度数であってもよい。視野は、ユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画面
の部分であってもよい。視野は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力障害に依存
し得る。
【００４２】
　ユーザの視野の前景面積は、正視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であって
もよい。前景面積は、視野のサブセットを包含してもよい。前景面積は、実質的にユーザ
の視野の中心にある視野の面積を包含してもよい。前景面積は、ユーザの頭部の移動に基
づいて、判定されてもよい。別の実施例として、前景面積は、ユーザの視線の中心の移動
に基づいて、判定されてもよい。例えば、前景面積は、ユーザの視線の中心の左右に対し
て第４の度数内、ユーザの視線の中心の上方に第５の度数内、およびユーザの視線の中心
の下方に第６の度数内にあってもよい。例えば、第４、第５、および第６の度数は、１８
度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、２０度、２５度、３０度、３５度、
＞３５度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第４、第５、および第
６の度数は、１８度未満であってもよく、例えば、１５度、１０度、５度、＜５度、また
は任意の好適な度数であってもよい。前景面積は、主視でユーザに見える頭部搭載型ディ
スプレイの画面の部分であってもよい。前景面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特
有の視力障害に依存し得る。
【００４３】
　制御回路はさらに、ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第２の部分における
表示のために、付加的コンテンツを生成するように構成され、第２の部分は、ユーザの視
野の周辺面積に対応する。
【００４４】
　仮想現実環境の第２の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第２の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第２の部分は、第１の部分と異なっても
よい。第２の部分は、仮想現実環境の上、下、右、または左部分であってもよい。第２の
部分は、仮想現実環境の境界または角の近傍にあってもよいかまたはそこにあってもよい
。第２の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近似的小部分であってもよい。
【００４５】
　付加的コンテンツは、ユーザが全身移動を行うことを補助する。例えば、付加的コンテ
ンツは、ユーザの物理的周囲のビデオであってもよい。別の実施例として、付加的コンテ
ンツは、ユーザの物理的周囲のマップであってもよい。
【００４６】
　ユーザの視野の周辺面積は、周辺視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であっ
てもよい。周辺面積は、実質的にユーザの視野の縁にある面積であってもよい。周辺面積
は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施例として、周辺視野は
、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、周辺面積は、前景
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面積ではない視野の任意の部分であってもよい。例えば、周辺面積は、視野の外側境界の
ある度数内の視野の面積を包含してもよい。周辺面積は、周辺視でユーザに見える頭部搭
載型ディスプレイの画面の部分であってもよい。周辺面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユ
ーザに特有の視力障害に依存し得る。
【００４７】
　制御回路はさらに、ユーザの全身移動の検出に応答して、表示のために、付加的コンテ
ンツを仮想現実環境の第１の部分に生成するように構成される。本システムおよび方法は
さらに、ユーザの全身移動を検出するように構成される、検出モジュールを含む。例えば
、検出モジュールは、ユーザの身体の一部の加速を検出することによって、全身移動を検
出してもよい。例えば、検出モジュールは、歩みを検出してもよい。別の実施例として、
検出モジュールは、ユーザに物理的に結合されるカメラを用いて捕捉されたユーザの物理
的周囲のビデオの変化を検出することによって、全身移動を検出してもよい。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合
される頭部搭載型ディスプレイであって、頭部搭載型ディスプレイは、ユーザの物理的周
囲のビデオをディスプレイにフィードするカメラを含み、制御回路はさらに、表示のため
に、付加的コンテンツを生成するとき、表示のために、ユーザの物理的周囲のビデオを生
成するように構成される。
【００４９】
　ある実施形態では、制御回路はさらに、表示のために、付加的コンテンツを生成すると
き、表示のために、付加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するように構成
される。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合
される頭部搭載型ディスプレイであって、検出モジュールは、頭部搭載型ディスプレイ内
に含まれる加速度計を含み、検出モジュールはさらに、ユーザの全身移動を検出するとき
、加速度計を使用して、ユーザによって行われる第１の歩みを検出するように構成される
。
【００５１】
　ある実施形態では、検出モジュールはさらに、加速度計を使用して、ユーザによって行
われる第２の歩みを検出するように構成され、制御回路はさらに、第２の歩みの検出に応
答して、付加的コンテンツを拡大するように構成される。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、検出モジュールはさらに、加速度計を使用して、ユーザによ
って行われる第２の歩みを検出するように構成され、制御回路はさらに、第２の歩みの検
出に応答して、主要コンテンツの不透明度を減少させるステップおよび付加的コンテンツ
の不透明度を増加させるステップのうちの少なくとも１つを行うように構成される。
【００５３】
　ある実施形態では、ユーザインターフェースが、入力をユーザから受信するように構成
され、制御回路はさらに、入力に応答して、付加的コンテンツをヘッドアップディスプレ
イから除去するように構成される。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、検出モジュールはさらに、ユーザの全身移動を検出するとき
、ユーザの物理的周囲のビデオの変化を検出するように構成される。
【００５５】
　ある実施形態では、検出モジュールはさらに、ユーザが実質的に定常であることを検出
するように構成され、制御回路はさらに、ユーザが実質的に定常であることの検出に応答
して、表示のために、付加的コンテンツをディスプレイの第３の部分に生成するように構
成される。
【００５６】
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　いくつかの実施形態では、ユーザインターフェースは、ユーザに、主要コンテンツの再
生を停止するオプションを提示するように構成される。
【００５７】
　上記に説明されるシステムおよび／または方法は、他のシステム、方法、および／また
は装置に適用される、もしくはそれに従って使用されてもよいことに留意されたい。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するための方法であって、
　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、第１
の主要コンテンツを生成するステップであって、前記第１の部分は、ユーザの第１の視野
の前景面積に対応する、ステップと、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツを生成するステップであって、前記第
２の部分は、前記ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する、ステップと、
　前記ユーザの視線の中心の移動を検出するステップと、
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するステップと、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するステップと、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することの判定に応答して、表示の
ために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実環境の第３の部分に生成するステップであ
って、前記第３の部分は、前記第２の視野の周辺面積に対応する、ステップと、
　を含む、方法。
（項目２）
　前記視線の中心の移動を検出するステップは、前記ユーザの視線の中心を検出するステ
ップを含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記ユーザの視線の中心を検出するステップは、
　光を前記ユーザの各眼に伝送するステップと、
　前記ユーザの各眼の画像を収集するステップと、
　各画像内において、前記ユーザの眼の中の反射の場所を検出するステップと、
　前記ユーザの各瞳孔の場所を判定するステップと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所を比較するステップと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所の比較に基づいて、前記ユーザの各眼の視線点を判定する
ステップと、
　前記ユーザの各眼の視線点間の中央点を判定することによって、前記視線の中心を判定
するステップと、
　を含む、項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの視
線の中心の移動を検出するステップは、前記加速度計によって、前記ユーザの頭部の加速
を検出するステップを含む、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを生
成するステップを含む、項目１に記載の方法。
（項目６）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記付加
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的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するステップを含む、項目１に記載の方
法。
（項目７）
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するステップは、
　前記視線の中心の移動に基づいて、新しい視線の中心を判定するステップと、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第１の度数内、前記新しい視線の中心の上方に第
２の度数内、および前記新しい視線の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定するス
テップと、
　を含む、項目１に記載の方法。
（項目８）
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するステップは、前
記第２の視野の前景面積を判定するステップを含み、前記第２の視野の前景面積を判定す
るステップは、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第４の度数内、前記新しい視線の上方に第５の度
数内、および前記新しい視線の下方に第６の度数内の面積を判定するステップを含み、前
記第４の数は、前記第１の数より小さく、前記第５の数は、前記第２の数より小さく、前
記第６の数は、前記第３の数より小さい、項目７に記載の方法。
（項目９）
　入力を前記ユーザから受信するステップと、
　前記入力に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記第２の視野の前景面
積に対応する前記仮想現実環境の部分に生成するステップと、
　をさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１０）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するステップは、
　その間に前記ユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった前記ユーザの視線の中心
の移動後の期間を測定するステップと、
　前記期間が閾値期間を上回ることを判定するステップと、
　前記期間が前記閾値期間を上回ることの判定に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを生成するステップと、
　を含む、項目１に記載の方法。
（項目１１）
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するためのシステムであって、
　制御回路であって、前記制御回路は、
　　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、第
１の主要コンテンツを生成することであって、前記第１の部分は、ユーザの第１の視野の
前景面積に対応する、ことと、
　　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のた
めに、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツを生成することであって、前記第２
の部分は、前記ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する、ことと、
　　前記ユーザの視線の中心の移動に基づいて、前記ユーザの第２の視野を判定すること
と、
　　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定することと、
　　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することの判定に応答して、表示
のために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実環境の第３の部分に生成することであっ
て、前記第３の部分は、前記第２の視野の周辺面積に対応する、ことと、
　を行うように構成される、制御回路と、
　前記ユーザの視線の中心の移動を検出するように構成される検出モジュールと、
　を備える、システム。
（項目１２）
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　前記検出モジュールはさらに、前記ユーザの視線の中心を検出することによって、前記
視線の中心の移動を検出するように構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目１３）
　前記検出モジュールはさらに、前記ユーザの視線の中心を検出するとき、
　光を前記ユーザの各眼に伝送することと、
　前記ユーザの各眼の画像を収集することと、
　各画像内において、前記ユーザの眼の中の反射の場所を検出することと、
　前記ユーザの各瞳孔の場所を判定することと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所を比較することと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所の比較に基づいて、前記ユーザの各眼の視線点を判定する
ことと、
　前記ユーザの各眼の視線点間の中央点を判定することによって、前記視線の中心を判定
することと、
　を行うように構成される、項目１２に記載のシステム。
（項目１４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記検出モジュ
ールはさらに、前記ユーザの視線の中心の移動を検出するとき、前記加速度計によって、
前記ユーザの頭部の加速を検出するように構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目１５）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、前記制御回路はさらに、表
示のために、前記付加的コンテンツを生成するとき、表示のために、前記ユーザの物理的
周囲のビデオを生成するように構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目１６）
　前記制御回路はさらに、表示のために、前記付加的コンテンツを生成するとき、表示の
ために、前記付加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するように構成される
、項目１１に記載のシステム。
（項目１７）
　前記制御回路はさらに、前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定
するとき、
　前記視線の中心の移動に基づいて、新しい視線の中心を判定することと、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第１の度数内、前記新しい視線の中心の上方に第
２の度数内、および前記新しい視線の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定するこ
とと、
　を行うように構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目１８）
　前記制御回路はさらに、前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを
判定するとき、前記第２の視野の前景面積を判定するように構成され、前記制御回路はさ
らに、前記第２の視野の前景面積を判定するとき、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第４の度数内、前記新しい視線の上方に第５の度
数内、および前記新しい視線の下方に第６の度数内の面積を判定するように構成され、前
記第４の数は、前記第１の数より小さく、前記第５の数は、前記第２の数より小さく、前
記第６の数は、前記第３の数より小さい、項目１７に記載のシステム。
（項目１９）
　ユーザインターフェースが、入力を前記ユーザから受信するように構成され、前記制御
回路はさらに、前記入力に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記第２の
視野の前景面積に対応する前記仮想現実環境の部分に生成するように構成される、項目１
１に記載のシステム。
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（項目２０）
　前記制御回路はさらに、表示のために、前記付加的コンテンツを生成するとき、
　その間に前記ユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった前記ユーザの視線の中心
の移動後の期間を測定することと、
　前記期間が閾値期間を上回ることを判定することと、
　前記期間が前記閾値期間を上回ることの判定に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを生成することと、
　を行うように構成される、項目１１に記載のシステム。
（項目２１）
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するためのシステムであって、
　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、第１
の主要コンテンツを生成するための手段であって、前記第１の部分は、ユーザの第１の視
野の前景面積に対応する、手段と、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツを生成するための手段であって、前記
第２の部分は、前記ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する、手段と、
　前記ユーザの視線の中心の移動を検出するための手段と、
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するための手段と、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するための手段と、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することの判定に応答して、表示の
ために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実環境の第３の部分に生成するための手段で
あって、前記第３の部分は、前記第２の視野の周辺面積に対応する、手段と、
　を備える、システム。
（項目２２）
　前記視線の中心の移動を検出するための手段は、前記ユーザの視線の中心を検出するた
めの手段を備える、項目２１に記載のシステム。
（項目２３）
　前記ユーザの視線の中心を検出するための手段は、
　光を前記ユーザの各眼に伝送するための手段と、
　前記ユーザの各眼の画像を収集するための手段と、
　各画像内において、前記ユーザの眼の中の反射の場所を検出するための手段と、
　前記ユーザの各瞳孔の場所を判定するための手段と、
　各瞳孔の場所と各反射の場所を比較するための手段と、
　各瞳孔の場所と各反射の場所の比較に基づいて、前記ユーザの各眼の視線点を判定する
ための手段と、
　前記ユーザの各眼の視線点間の中央点を判定することによって、前記視線の中心を判定
するための手段と、
　を備える、項目２２に記載のシステム。
（項目２４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの視
線の中心の移動を検出するための手段は、前記加速度計によって、前記ユーザの頭部の加
速を検出するための手段を備える、項目２１に記載のシステム。
（項目２５）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成するための手段は、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを
生成するための手段を備える、項目２１に記載のシステム。
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（項目２６）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するための手段は、表示のために、前記付
加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するための手段を備える、項目２１に
記載のシステム。
（項目２７）
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するための手段は、
　前記視線の中心の移動に基づいて、新しい視線の中心を判定するための手段と、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第１の度数内、前記新しい視線の中心の上方に第
２の度数内、および前記新しい視線の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定するた
めの手段と、
　を備える、項目２１に記載のシステム。
（項目２８）
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するための手段は、
前記第２の視野の前景面積を判定するための手段を備え、前記第２の視野の前景面積を判
定するための手段は、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第４の度数内、前記新しい視線の上方に第５の度
数内、および前記新しい視線の下方に第６の度数内の面積を判定するための手段を備え、
前記第４の数は、前記第１の数より小さく、前記第５の数は、前記第２の数より小さく、
前記第６の数は、前記第３の数より小さい、項目２７に記載のシステム。
（項目２９）
　入力を前記ユーザから受信するための手段と、
　前記入力に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記第２の視野の前景面
積に対応する前記仮想現実環境の部分に生成するための手段と、
　をさらに備える、項目２１に記載のシステム。
（項目３０）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するための手段は、
　その間に前記ユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった、前記ユーザの視線の中
心の移動後の期間を測定するための手段と、
　前記期間が閾値期間を上回ることを判定するための手段と、
　前記期間が前記閾値期間を上回ることの判定に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを生成するための手段と、
　を備える、項目２１に記載のシステム。
（項目３１）
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するための方法であって、
　表示のために、制御回路を使用して、ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第
１の部分に、第１の主要コンテンツを生成するステップであって、前記第１の部分は、ユ
ーザの第１の視野の前景面積に対応する、ステップと、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツを生成するステップであって、前記第
２の部分は、前記ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する、ステップと、
　前記ユーザの視線の中心の移動を検出するステップと、
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するステップと、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するステップと、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することの判定に応答して、表示の
ために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実環境の第３の部分に生成するステップであ
って、前記第３の部分は、前記第２の視野の周辺面積に対応する、ステップと、
　を含む、方法。
（項目３２）
　前記視線の中心の移動を検出するステップは、前記ユーザの視線の中心を検出するステ
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ップを含む、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記ユーザの視線の中心を検出するステップは、
　光を前記ユーザの各眼に伝送するステップと、
　前記ユーザの各眼の画像を収集するステップと、
　各画像内において、前記ユーザの眼の中の反射の場所を検出するステップと、
　前記ユーザの各瞳孔の場所を判定するステップと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所を比較するステップと、
　各瞳孔の場所と各反射の場所の比較に基づいて、前記ユーザの各眼の視線点を判定する
ステップと、
　前記ユーザの各眼の視線点間の中央点を判定することによって、前記視線の中心を判定
するステップと、
　を含む、項目３２に記載の方法。
（項目３４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの視
線の中心の移動を検出するステップは、前記加速度計によって、前記ユーザの頭部の加速
を検出するステップを含む、項目３１－３３のいずれかに記載の方法。
（項目３５）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを生
成するステップを含む、項目３１－３４のいずれかに記載の方法。
（項目３６）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記付加
的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するステップを含む、項目３１－３５の
いずれかに記載の方法。
（項目３７）
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するステップは、
　前記視線の中心の移動に基づいて、新しい視線の中心を判定するステップと、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第１の度数内、前記新しい視線の中心の上方に第
２の度数内、および前記新しい視線の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定するス
テップと、
　を含む、項目３１－３６のいずれかに記載の方法。
（項目３８）
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するステップは、前
記第２の視野の前景面積を判定するステップを含み、前記第２の視野の前景面積を判定す
るステップは、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第４の度数内、前記新しい視線の上方に第５の度
数内、および前記新しい視線の下方に第６の度数内の面積を判定するステップを含み、前
記第４の数は、前記第１の数より小さく、前記第５の数は、前記第２の数より小さく、前
記第６の数は、前記第３の数より小さい、項目３７に記載の方法。
（項目３９）
　入力を前記ユーザから受信するステップと、
　前記入力に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記第２の視野の前景面
積に対応する前記仮想現実環境の部分に生成するステップと、
　をさらに含む、項目３１－３８のいずれかに記載の方法。
（項目４０）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するステップは、
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　その間に前記ユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった、前記ユーザの視線の中
心の移動後の期間を測定するステップと、
　前記期間が閾値期間を上回ることを判定するステップと、
　前記期間が前記閾値期間を上回ることの判定に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを生成するステップと、
　を含む、項目３１－３９のいずれかに記載の方法。
（項目４１）
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するためのその上にエンコードされ
た機械可読命令を備える非一過性機械可読媒体であって、前記命令は、
　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、第１
の主要コンテンツを生成するための命令であって、前記第１の部分は、ユーザの第１の視
野の前景面積に対応する、命令と、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツを生成するための命令であって、前記
第２の部分は、前記ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する、命令と、
　前記ユーザの視線の中心の移動を検出するための命令と、
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するための命令と、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するための命令と、
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することの判定に応答して、表示の
ために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実環境の第３の部分に生成するための命令で
あって、前記第３の部分は、前記第２の視野の周辺面積に対応する、命令と、
　を備える、非一過性機械可読媒体。
（項目４２）
　前記視線の中心の移動を検出するための命令は、前記ユーザの視線の中心を検出するた
めの命令を備える、項目４１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目４３）
　前記ユーザの視線の中心を検出するための命令は、
　光を前記ユーザの各眼に伝送するための命令と、
　前記ユーザの各眼の画像を収集するための命令と、
　各画像内において、前記ユーザの眼の中の反射の場所を検出するための命令と、
　前記ユーザの各瞳孔の場所を判定するための命令と、
　各瞳孔の場所と各反射の場所を比較するための命令と、
　各瞳孔の場所と各反射の場所の比較に基づいて、前記ユーザの各眼の視線点を判定する
ための命令と、
　前記ユーザの各眼の視線点間の中央点を判定することによって、前記視線の中心を判定
するための命令と、
　を備える、項目４２に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目４４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの視
線の中心の移動を検出するための命令は、前記加速度計によって、前記ユーザの頭部の加
速を検出するための命令を備える、項目４１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目４５）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成するための命令は、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを
生成するための命令を備える、項目４１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目４６）
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　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するための命令は、表示のために、前記付
加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するための命令を備える、項目４１に
記載の非一過性機械可読媒体。
（項目４７）
　前記視線の中心の移動に基づく前記ユーザの第２の視野を判定するための命令は、
　前記視線の中心の移動に基づいて、新しい視線の中心を判定するための命令と、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第１の度数内、前記新しい視線の中心の上方に第
２の度数内、および前記新しい視線の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定するた
めの命令と、
　を備える、項目４１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目４８）
　前記第２の部分が前記第２の視野の前景面積に対応することを判定するための命令は、
前記第２の視野の前景面積を判定するための命令を備え、前記第２の視野の前景面積を判
定するための命令は、
　前記新しい視線の中心の左右に対して第４の度数内、前記新しい視線の上方に第５の度
数内、および前記新しい視線の下方に第６の度数内の面積を判定するための命令を備え、
前記第４の数は、前記第１の数より小さく、前記第５の数は、前記第２の数より小さく、
前記第６の数は、前記第３の数より小さい、項目４７に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目４９）
　入力を前記ユーザから受信するための命令と、
　前記入力に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記第２の視野の前景面
積に対応する前記仮想現実環境の部分に生成するための命令と、
　をさらに備える、項目４１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目５０）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するための命令は、
　その間に前記ユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった、前記ユーザの視線の中
心の移動後の期間を測定するための命令と、
　前記期間が閾値期間を上回ることを判定するための命令と、
　前記期間が前記閾値期間を上回ることの判定に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを生成するための命令と、
　を備える、項目４１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目５１）
　ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユーザがヘッドアップデ
ィスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うことを可能にするための方
法であって、
　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、主要
コンテンツを生成するステップであって、前記第１の部分は、ユーザの視野の前景面積に
対応する、ステップと、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、付加的コンテンツを生成するステップであって、前記第２の部分は、前記ユーザの視
野の周辺面積に対応する、ステップと、
　前記ユーザの全身移動を検出するステップと、
　前記全身移動の検出に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実
環境の第１の部分に生成するステップと、
　を含み、前記付加的コンテンツは、前記ユーザが前記全身移動を行うことを補助する、
方法。
（項目５２）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
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コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを生
成するステップを含む、項目５１に記載の方法。
（項目５３）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記付加
的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するステップを含む、項目５１に記載の
方法。
（項目５４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの全
身移動を検出するステップは、前記加速度計によって、前記ユーザによって行われる第１
の歩みを検出するステップを含む、項目５１に記載の方法。
（項目５５）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するステップと、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記付加的コンテンツを拡大するステップと、
　をさらに含む、項目５４に記載の方法。
（項目５６）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するステップと、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記主要コンテンツの不透明度を減少させるステッ
プおよび前記付加的コンテンツの不透明度を増加させるステップのうちの少なくとも１つ
を行うステップと、
　をさらに含む、項目５４に記載の方法。
（項目５７）
　入力を前記ユーザから受信するステップと、
　前記入力に応答して、前記付加的コンテンツを前記ヘッドアップディスプレイから除去
するステップと、
　をさらに含む、項目５１に記載の方法。
（項目５８）
　前記ユーザの全身移動を検出するステップは、前記ユーザの物理的周囲のビデオの変化
を検出するステップを含む、項目５２に記載の方法。
（項目５９）
　前記ユーザが実質的に定常であることを検出するステップと、
　前記ユーザが実質的に定常であることの検出に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを前記ディスプレイの第３の部分に生成するステップと、
　をさらに含む、項目５１に記載の方法。
（項目６０）
　前記ユーザに、前記主要コンテンツの再生を停止するオプションを提示するステップを
さらに含む、項目５１に記載の方法。
（項目６１）
　ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユーザがヘッドアップデ
ィスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うことを可能にするためのシ
ステムであって、
　制御回路であって、前記制御回路は、
　　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、主
要コンテンツを生成することであって、前記第１の部分は、ユーザの視野の前景面積に対
応する、ことと、
　　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のた
めに、付加的コンテンツを生成することであって、前記第２の部分は、前記ユーザの視野
の周辺面積に対応する、ことと、
　　全身移動の検出に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実環
境の第１の部分に生成することと、
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　を行うように構成される、制御回路と、
　前記ユーザの全身移動を検出するように構成される検出モジュールと、
　を備え、前記付加的コンテンツは、前記ユーザが前記全身移動を行うことを補助する、
システム。
（項目６２）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、前記制御回路はさらに、表
示のために、前記付加的コンテンツを生成するとき、表示のために、前記ユーザの物理的
周囲のビデオを生成するように構成される、項目６１に記載のシステム。
（項目６３）
　前記制御回路はさらに、表示のために、前記付加的コンテンツを生成するとき、表示の
ために、前記付加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するように構成される
、項目６１に記載のシステム。
（項目６４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記検出モジュールは、前記頭部搭載型ディスプレイ内に含まれる
加速度計を含み、前記検出モジュールはさらに、前記ユーザの全身移動を検出するとき、
前記加速度計を使用して、前記ユーザによって行われる第１の歩みを検出するように構成
される、項目６１に記載のシステム。
（項目６５）
　前記検出モジュールはさらに、前記加速度計を使用して、前記ユーザによって行われる
第２の歩みを検出するように構成され、前記制御回路はさらに、前記第２の歩みの検出に
応答して、前記付加的コンテンツを拡大するように構成される、項目６４に記載のシステ
ム。
（項目６６）
　前記検出モジュールはさらに、前記加速度計を使用して、前記ユーザによって行われる
第２の歩みを検出するように構成され、前記制御回路はさらに、前記第２の歩みの検出に
応答して、前記主要コンテンツの不透明度を減少させるステップおよび前記付加的コンテ
ンツの不透明度を増加させるステップのうちの少なくとも１つを行うように構成される、
項目６４に記載のシステム。
（項目６７）
　ユーザインターフェースが、入力を前記ユーザから受信するように構成され、前記制御
回路はさらに、前記入力に応答して、前記付加的コンテンツを前記ヘッドアップディスプ
レイから除去するように構成される、項目６１に記載のシステム。
（項目６８）
　前記検出モジュールはさらに、前記ユーザの全身移動を検出するとき、前記ユーザの物
理的周囲のビデオの変化を検出するように構成される、項目６２に記載のシステム。
（項目６９）
　前記検出モジュールはさらに、前記ユーザが実質的に定常であることを検出するように
構成され、前記制御回路はさらに、前記ユーザが実質的に定常であることの検出に応答し
て、表示のために、前記付加的コンテンツを前記ディスプレイの第３の部分に生成するよ
うに構成される、項目６１に記載のシステム。
（項目７０）
　ユーザインターフェースが、前記ユーザに、前記主要コンテンツの再生を停止するオプ
ションを提示するように構成される、項目６１に記載のシステム。
（項目７１）
　ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユーザがヘッドアップデ
ィスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うことを可能にするためのシ
ステムであって、前記システムは、制御回路を備え、前記制御回路は、
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　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分に、主要コンテンツを表示さ
せるための手段であって、前記第１の部分は、ユーザの視野の前景面積に対応する、手段
と、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、付加的コンテンツを生成するための手段であって、前記第２の部分は、前記ユーザの
視野の周辺面積に対応する手段と、
　前記ユーザの全身移動を検出するための手段と、
　前記全身移動の検出に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実
環境の第１の部分に生成するための手段と、
　を備え、前記付加的コンテンツは、前記ユーザが前記全身移動を行うことを補助する、
システム。
（項目７２）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成するための手段は、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを
生成するための手段を備える、項目７１に記載のシステム。
（項目７３）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するための手段は、表示のために、前記付
加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するための手段を備える、項目７１に
記載のシステム。
（項目７４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの全
身移動を検出するための手段は、前記加速度計によって、前記ユーザによって行われる第
１の歩みを検出するための手段を備える、項目７１に記載のシステム。
（項目７５）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するための手段と、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記付加的コンテンツを拡大するための手段と、
　をさらに備える、項目７４に記載のシステム。
（項目７６）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するための手段と、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記主要コンテンツの不透明度を減少させるステッ
プおよび前記付加的コンテンツの不透明度を増加させるステップのうちの少なくとも１つ
を行うための手段と、
　をさらに備える、項目７４に記載のシステム。
（項目７７）
　入力を前記ユーザから受信するための手段と、
　前記入力に応答して、前記付加的コンテンツを前記ヘッドアップディスプレイから除去
するための手段と、
　をさらに備える、項目７１に記載のシステム。
（項目７８）
　前記ユーザの全身移動を検出するための手段は、前記ユーザの物理的周囲のビデオの変
化を検出するための手段を備える、項目７２に記載のシステム。
（項目７９）
　前記ユーザが実質的に定常であることを検出するための手段と、
　前記ユーザが実質的に定常であることの検出に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを前記ディスプレイの第３の部分に生成するための手段と、
　をさらに備える、項目７１に記載のシステム。
（項目８０）
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　前記ユーザに、前記主要コンテンツの再生を停止するオプションを提示するための手段
をさらに備える、項目７１に記載のシステム。
（項目８１）
　ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユーザがヘッドアップデ
ィスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うことを可能にするための方
法であって、
　表示のために、制御回路を使用して、ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第
１の部分に、主要コンテンツを生成するステップであって、前記第１の部分は、ユーザの
視野の前景面積に対応する、ステップと、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、付加的コンテンツを生成するステップであって、前記第２の部分は、前記ユーザの視
野の周辺面積に対応するステップと、
　前記ユーザの全身移動を検出するステップと、
　前記全身移動の検出に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実
環境の第１の部分に生成するステップと、
　を含み、前記付加的コンテンツは、前記ユーザが前記全身移動を行うことを補助する、
方法。
（項目８２）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを生
成するステップを含む、項目８１に記載の方法。
（項目８３）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するステップは、表示のために、前記付加
的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するステップを含む、項目８１または８
２に記載の方法。
（項目８４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの全
身移動を検出するステップは、前記加速度計によって、前記ユーザによって行われる第１
の歩みを検出するステップを含む、項目８１－８３のいずれかに記載の方法。
（項目８５）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するステップと、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記付加的コンテンツを拡大するステップと、
　をさらに含む、項目８４に記載の方法。
（項目８６）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するステップと、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記主要コンテンツの不透明度を減少させるステッ
プおよび前記付加的コンテンツの不透明度を増加させるステップのうちの少なくとも１つ
を行うステップと、
　をさらに含む、項目８４に記載の方法。
（項目８７）
　入力を前記ユーザから受信するステップと、
　前記入力に応答して、前記付加的コンテンツを前記ヘッドアップディスプレイから除去
するステップと、
　をさらに含む、項目８１－８６のいずれかに記載の方法。
（項目８８）
　前記ユーザの全身移動を検出するステップは、前記ユーザの物理的周囲のビデオの変化
を検出するステップを含む、項目８２に記載の方法。
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（項目８９）
　前記ユーザが実質的に定常であることを検出するステップと、
　前記ユーザが実質的に定常であることの検出に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを前記ディスプレイの第３の部分に生成するステップと、
　をさらに含む、項目８１－８８のいずれかに記載の方法。
（項目９０）
　前記ユーザに、前記主要コンテンツの再生を停止するオプションを提示するステップを
さらに含む、項目８１－８９のいずれかに記載の方法。
（項目９１）
　ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユーザがヘッドアップデ
ィスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うことを可能にするためのそ
の上にエンコードされた機械可読命令を備える非一過性機械可読媒体であって、
　ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第１の部分における表示のために、主要
コンテンツを生成するための命令であって、前記第１の部分は、ユーザの視野の前景面積
に対応する、命令と、
　前記ヘッドアップディスプレイ内の前記仮想現実環境の第２の部分における表示のため
に、付加的コンテンツを生成するための命令であって、前記第２の部分は、前記ユーザの
視野の周辺面積に対応する命令と、
　前記ユーザの全身移動を検出するための命令と、
　前記全身移動の検出に応答して、表示のために、前記付加的コンテンツを前記仮想現実
環境の第１の部分に生成するための命令と、
　を備え、前記付加的コンテンツは、前記ユーザが前記全身移動を行うことを補助する、
非一過性機械可読媒体。
（項目９２）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、前記ユーザの物理的周囲のビデオ
を前記頭部搭載型ディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、前記付加的
コンテンツを生成するための命令は、表示のために、前記ユーザの物理的周囲のビデオを
生成するための命令を備える、項目９１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目９３）
　表示のために、前記付加的コンテンツを生成するための命令は、表示のために、前記付
加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するための命令を備える、項目９１に
記載の非一過性機械可読媒体。
（項目９４）
　前記ヘッドアップディスプレイは、前記ユーザの頭部に物理的に結合される頭部搭載型
ディスプレイであり、前記頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、前記ユーザの全
身移動を検出するための命令は、前記加速度計によって、前記ユーザによって行われる第
１の歩みを検出するための命令を備える、項目９１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目９５）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するための命令と、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記付加的コンテンツを拡大するための命令と、
　をさらに備える、項目９４に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目９６）
　前記ユーザによって行われる第２の歩みを検出するための命令と、
　前記第２の歩みの検出に応答して、前記主要コンテンツの不透明度を減少させるステッ
プおよび前記付加的コンテンツの不透明度を増加させるステップのうちの少なくとも１つ
を行うための命令と、
　をさらに備える、項目９４に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目９７）
　入力を前記ユーザから受信するための命令と、
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　前記入力に応答して、前記付加的コンテンツを前記ヘッドアップディスプレイから除去
するための命令と、
　をさらに備える、項目９１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目９８）
　前記ユーザの全身移動を検出するための命令は、前記ユーザの物理的周囲のビデオの変
化を検出するための命令を備える、項目９２に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目９９）
　前記ユーザが実質的に定常であることを検出するための命令と、
　前記ユーザが実質的に定常であることの検出に応答して、表示のために、前記付加的コ
ンテンツを前記ディスプレイの第３の部分に生成するための命令と、
　をさらに備える、項目９１に記載の非一過性機械可読媒体。
（項目１００）
　前記ユーザに、前記主要コンテンツの再生を停止するオプションを提示するための命令
をさらに備える、項目９１に記載の非一過性機械可読媒体。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
　本開示の上記および他の目的ならびに利点は、類似参照文字が全体を通して類似部品を
指す、添付図面と併せて解釈される、以下の詳細な説明を考慮することによって明白とな
るであろう。
【００５９】
【図１】図１－２は、主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示す
ヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示する例証的実施
例を示す。
【図２】図１－２は、主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示す
ヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示する例証的実施
例を示す。
【図３】図３－４は、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ヘッ
ドアップディスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、ユーザが全身移動を行うことを
可能にする例証的実施例を示す。
【図４】図３－４は、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ヘッ
ドアップディスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、ユーザが全身移動を行うことを
可能にする例証的実施例を示す。
【図５】図５は、本開示のいくつかの実施形態による、ヘッドアップディスプレイとして
の使用のための例証的頭部搭載型ディスプレイを示す。
【図６】図６は、本開示のいくつかの実施形態による、例証的メディア一覧ディスプレイ
を示す。
【図７】図７は、本開示のいくつかの実施形態による、別の例証的メディア一覧ディスプ
レイを示す。
【図８】図８は、本開示のいくつかの実施形態による、例証的ユーザ機器デバイスのブロ
ック図である。
【図９】図９は、本開示のいくつかの実施形態による、例証的メディアシステムのブロッ
ク図である。
【図１０】図１０は、本開示のいくつかの実施形態による、アクセスされ得る、検出モジ
ュールの１つのコンポーネントの例証的実施例である。
【図１１】図１１は、本開示のいくつかの実施形態による、アクセスされ得る、検出モジ
ュールの１つのコンポーネントの別の例証的実施例である。
【図１２】図１２は、本開示のいくつかの実施形態による、アクセスされ得る、検出モジ
ュールの１つのコンポーネントの別の例証的実施例である。
【図１３】図１３は、主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示す
ヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するための例証
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的ステップのフローチャートである。
【図１４】図１４は、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユー
ザがヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うことを
可能にするための例証的ステップのフローチャートである。
【図１５】図１５は、本開示のいくつかの実施形態による、主要コンテンツのユーザの視
認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境内に付
加的コンテンツを提示するために制御回路上に実装されるプロセスを説明する。
【図１６】図１６は、本開示のいくつかの実施形態による、主要コンテンツのユーザの視
認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディスプレイ上の仮想現実環境内に付
加的コンテンツを提示するためのプロセスを説明する。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディス
プレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するための方法およびシステムが、
本明細書に説明される。具体的には、ユーザの視線の中心の移動が、検出される。視線の
中心の移動に基づくユーザの視野が、判定される。付加的コンテンツが表示のために生成
される、仮想現実環境の部分が、ユーザの視野の前景面積に対応することが判定される場
合、付加的コンテンツは、表示のために、ユーザの視野の周辺面積に対応する仮想現実環
境の部分に生成される。付加的コンテンツが、表示のために、ユーザの視野の周辺面積に
対応する仮想現実環境の部分に生成されることを確実にすることによって、付加的コンテ
ンツがユーザの視野の前景面積に対応する主要コンテンツのユーザの視認に干渉しないこ
とを確実にすることが可能である。
【００６１】
　加えて、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ヘッドアップデ
ィスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、ユーザが全身移動を行うことを可能にする
ための方法およびシステムが、本明細書に説明される。具体的には、ユーザの全身移動が
、検出される。全身移動の検出に応答して、付加的コンテンツが、ユーザの視野の前景面
積に対応する仮想現実環境の部分に表示のために生成される。付加的コンテンツは、ユー
ザが全身移動を行うことを補助する。表示のために、付加的コンテンツをユーザの視野の
前景面積に対応する仮想現実環境の部分に生成することによって、ユーザに付加的コンテ
ンツが容易に見えることを確実にすることが可能である。付加的コンテンツは、ヘッドア
ップディスプレイ上の主要コンテンツのユーザの視認に干渉せずに、ユーザが全身移動を
行うことを補助するように構成される。例えば、ユーザが歩行している場合、付加的コン
テンツは、ユーザが、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツを視認することを停止す
る必要なく、例えば、物理的周囲内の障害物を回避することを補助することができる、ユ
ーザの物理的周囲のビデオであってもよい。したがって、表示のために、付加的コンテン
ツを前景面積内に生成することは、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツのユーザの
視認に干渉せずに、ユーザが全身移動を行うことを可能にする。
【００６２】
　本明細書で参照されるように、用語「仮想現実環境」は、非物理的コンテンツが物質的
外観を有するようにユーザに現れるようにユーザに表示される、任意の非物理的コンテン
ツを意味するものと理解されたい。例えば、仮想現実環境は、ユーザが位置する世界であ
るようにユーザに現れる、仮想世界（例えば、ゲーム内の仮想世界）であってもよい。別
の実施例として、仮想現実環境は、物理的世界上に重畳されるようにユーザに現れる、非
物理的コンテンツであってもよい。例えば、仮想現実環境は、ユーザに自身の車のフロン
トガラス（または任意の他の透明表面）を通して見えるものの上に重畳される、スピード
メータディスプレイ（または任意の他のディスプレイ）であってもよい。別の実施例とし
て、仮想現実環境は、メディアアセットのディスプレイがユーザの視野を完全に包含する
ようにユーザに提示される、メディアアセット（例えば、テレビ番組または映画）であっ
てもよい。
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【００６３】
　本明細書で参照されるように、用語「ヘッドアップディスプレイ」は、非物理的コンテ
ンツが物質的外観を有するようにユーザに現れるように、非物理的コンテンツをユーザに
表示することが可能な任意のディスプレイを意味するものと理解されたい。例えば、ヘッ
ドアップディスプレイは、ユーザの眼を完全に被覆する、頭部搭載型ディスプレイであっ
てもよい。頭部搭載型ディスプレイは、眼鏡、双眼鏡、ヘルメット等として構成されても
よい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは、ユーザにヘッドアップディスプ
レイを通して見える物理的世界のビュー上に非物理的コンテンツを重畳する、ディスプレ
イ（例えば、フロントガラスまたは眼鏡と統合されるディスプレイ）であってもよい。別
の実施例として、ヘッドアップディスプレイは、ユーザが位置する部屋であってもよく、
部屋の壁は、ディスプレイ画面内に被覆される。
【００６４】
　本明細書で参照されるように、用語「視線の中心」は、ユーザに見えるものの中心部分
を意味するものと理解されたい。視線の中心は、ユーザの視線が実質的に集束される、ユ
ーザの視野の任意の面積であってもよい。視線の中心は、ユーザの各眼の視線点間の中央
点であってもよい。片眼に視力障害を伴うユーザでは、視線の中心は、障害のない眼の視
線点であってもよい。
【００６５】
　本明細書で参照されるように、用語「視野」は、ユーザが特定の位置に居るときにユー
ザに見える任意のものを意味するものと理解されたい。例えば、視野は、ユーザの頭部の
移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施例として、視野は、ユーザの視線の中心の
移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、ユーザの視野は、ユーザの視線の中心の左
右に対して第１の度数内、視線の中心の上方に第２の度数内、および視線の中心の下方に
第３の度数内の面積を包含してもよい。例えば、第１の度数は、９５度に等しいかまたは
それを上回ってもよく、例えば、９５度、１００度、１０５度、１１０度、１１５度、１
２０度、＞１２０度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第１の度数
は、９５度未満であってもよく、例えば、９０度、８５度、８０度、７５度、７０度、＜
７０度、または任意の好適な度数であってもよい。例えば、第２の度数は、６０度に等し
いかまたはそれを上回ってもよく、例えば、６５度、７０度、７５度、８０度、８５度、
＞８５度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第２の度数は、６０度
未満であってもよく、例えば、５５度、５０度、４５度、４０度、＜４０度、または任意
の好適な度数であってもよい。例えば、第３の度数は、７０度に等しいかまたはそれを上
回ってもよく、例えば、７５度、８０度、８５度、９０度、＞９０度、または任意の好適
な度数であってもよい。代替として、第３の度数は、７０度未満であってもよく、例えば
、６５度、６０度、５５度、＜５５度、または任意の好適な度数であってもよい。視野は
、ユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画面の部分であってもよい。ユーザの視野は
、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力障害に依存し得る。
【００６６】
　本明細書で参照されるように、用語「前景面積」は、正視でユーザに見えるユーザの視
野の任意の部分を意味するものと理解されたい。前景面積は、視野のサブセットを包含し
てもよい。前景面積は、実質的にユーザの視野の中心にある視野の面積を包含してもよい
。前景面積は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施例として、
前景面積は、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、前景面
積は、ユーザの視線の中心の左右に対して第４の度数内、ユーザの視線の中心の上方に第
５の度数内、およびユーザの視線の中心の下方に第６の度数内にあってもよい。例えば、
第４、第５、および第６の度数は、１８度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例え
ば、２０度、２５度、３０度、３５度、＞３５度、または任意の好適な度数であってもよ
い。代替として、第４、第５、および第６の度数は、１８度未満であってもよく、例えば
、１５度、１０度、５度、＜５度、または任意の好適な度数であってもよい。前景面積は
、主視でユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画面の部分であってもよい。前景面積
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は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力障害に依存し得る。
【００６７】
　本明細書で参照されるように、用語「周辺面積」は、周辺視でユーザに見えるユーザの
視野の任意の部分を意味するものと理解されたい。周辺面積は、実質的にユーザの視野の
縁にある面積であってもよい。周辺面積は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されて
もよい。別の実施例として、周辺視野は、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定さ
れてもよい。例えば、周辺面積は、前景面積ではない視野の任意の部分であってもよい。
例えば、周辺面積は、視野の外側境界のある度数内の視野の面積を包含してもよい。周辺
面積は、周辺視でユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画面の部分であってもよい。
周辺面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力障害に依存し得る。
【００６８】
　本明細書で参照されるように、用語「主要コンテンツ」は、ユーザの主焦点のオブジェ
クトであることが意図される、任意のコンテンツを意味するものと理解されたい。例えば
、主要コンテンツは、映画、テレビ番組、ビデオゲーム、または仮想現実世界等のメディ
アアセットであってもよい。別の実施例として、主要コンテンツは、メディアガイド画面
であってもよい。
【００６９】
　本明細書で参照されるように、用語「付加的コンテンツ」は、主要コンテンツではない
任意のコンテンツを意味するものと理解されたい。付加的コンテンツは、主要コンテンツ
に関連しない、または主要コンテンツに関連してもよい。例えば、付加的コンテンツは、
ユーザの物理的周囲のビデオ、株価情報、スポーツスコア情報、ニュース情報、気象情報
、時計、またはイベントのスケジュールであってもよい。
【００７０】
　本明細書で参照されるように、用語「全身移動」は、ユーザの身体全体の実質的部分の
移動を要求する、ユーザによる任意の物理的移動を意味するものと理解されたい。例えば
、全身移動は、歩行、ジャンプ、起立、着座、その身体の回転等であってもよい。
【００７１】
　任意の所与のコンテンツ配信システムでユーザに利用可能なコンテンツの量が、膨大で
あり得る。その結果、多くのユーザは、ユーザがコンテンツの選択を効率的にナビゲート
し、所望し得るコンテンツを容易に識別することを可能にする、インターフェースを通し
たメディアガイドの形態を所望している。そのようなガイドを提供するアプリケーション
は、本明細書では、双方向メディアガイドアプリケーションと称されるが、時として、メ
ディアガイドアプリケーションまたはガイドアプリケーションと称されることもある。
【００７２】
　双方向メディアガイドアプリケーションは、ガイドを提供するコンテンツに応じて、種
々の形態をとってもよい。典型的なタイプのメディアガイドアプリケーションの１つは、
双方向テレビ番組ガイドである。双方向テレビ番組ガイド（時として、電子番組ガイドと
称される場合もある）は、とりわけ、ユーザが、多くのタイプのコンテンツまたはメディ
アアセット間をナビゲートし、それを特定することが可能である、周知のガイドアプリケ
ーションである。双方向メディアガイドアプリケーションは、ユーザが、コンテンツ間を
ナビゲートし、それを特定および選択することを可能にする、グラフィカルユーザインタ
ーフェース画面を生成してもよい。本明細書で参照されるように、用語「メディアアセッ
ト」および「コンテンツ」とは、電子的に消費可能なユーザアセット、例えば、テレビ番
組、ならびに有料番組、オンデマンド番組（ビデオオンデマンド（ＶＯＤ）システムにお
けるような）、インターネットコンテンツ（例えば、ストリーミングコンテンツ、ダウン
ロード可能コンテンツ、ウェブキャスト等）、ビデオクリップ、オーディオ、コンテンツ
情報、写真、回転画像、ドキュメント、再生一覧、ウェブサイト、記事、書籍、電子書籍
、ブログ、広告、チャットセッション、ソーシャルメディア、アプリケーション、ゲーム
、および／または任意の他のメディアもしくはマルチメディア、および／またはそれらの
組み合わせを意味すると理解されたい。ガイドアプリケーションはまた、ユーザが、コン
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テンツ間をナビゲートし、それを特定することを可能にする。本明細書で参照されるよう
に、用語「マルチメディア」とは、前述の少なくとも２つの異なるコンテンツ形態、例え
ば、テキスト、オーディオ、画像、ビデオ、または双方向コンテンツ形態を利用する、コ
ンテンツを意味すると理解されたい。コンテンツは、ユーザ機器デバイスによって、録画
、再生、表示、またはアクセスされてもよいが、また、ライブパーフォーマンスの一部で
あることも可能である。
【００７３】
　本明細書で議論される実施形態のいずれかを行うためのメディアガイドアプリケーショ
ンおよび／または任意の命令は、コンピュータ可読媒体上にエンコードされてもよい。コ
ンピュータ可読媒体は、データを記憶することが可能な任意のメディアを含む。コンピュ
ータ可読媒体は、限定ではないが、電気信号または電磁信号の伝搬を含む、一過性であっ
てもよく、または限定ではないが、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、
ＵＳＢドライブ、ＤＶＤ、ＣＤ、メディアカード、レジスタメモリ、プロセッサキャッシ
ュ、ランダムアクセスメモリ（「ＲＡＭ」）等の揮発性および不揮発性コンピュータメモ
リまたは記憶デバイスを含む、非一過性であってもよい。
【００７４】
　インターネット、モバイルコンピューティング、および高速無線ネットワークの出現に
伴って、ユーザは、従来は使用しなかったユーザ機器デバイス上でメディアにアクセスす
るようになっている。本明細書で参照されるように、語句「ユーザ機器デバイス」、「ユ
ーザ機器」、「ユーザデバイス」、「電子デバイス」、「電子機器」、「メディア機器デ
バイス」、または「メディアデバイス」は、テレビ、スマートＴＶ、セットトップボック
ス、衛星テレビに対応するための統合型受信機デコーダ（ＩＲＤ）、デジタル記憶デバイ
ス、デジタルメディア受信機（ＤＭＲ）、デジタルメディアアダプタ（ＤＭＡ）、ストリ
ーミングメディアデバイス、ＤＶＤプレーヤ、ＤＶＤレコーダ、接続型ＤＶＤ、ローカル
メディアサーバ、ＢＬＵ－ＲＡＹ（登録商標）プレーヤ、ＢＬＵ－ＲＡＹ（登録商標）レ
コーダ、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、ラップトップコンピュータ、タブレットコン
ピュータ、ウェブＴＶボックス、パーソナルコンピュータテレビ（ＰＣ／ＴＶ）、ＰＣメ
ディアサーバ、ＰＣメディアセンター、ハンドヘルドコンピュータ、固定電話、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、携帯電話、ポータブルビデオプレーヤ、ポータブル音楽プレーヤ、ポー
タブルゲーム機、スマートフォン、または任意の他のテレビ機器、コンピューティング機
器、もしくは無線デバイス、および／またはそれらの組み合わせ等の前述のコンテンツに
アクセスするための任意のデバイスを意味すると理解されたい。いくつかの実施形態では
、ユーザ機器デバイスは、正面画面および裏面画面、複数の正面画面、または複数の角度
付き画面を有してもよい。いくつかの実施形態では、ユーザ機器デバイスは、正面カメラ
および／または背面カメラを有してもよい。これらのユーザ機器デバイス上で、ユーザは
、テレビを通して利用可能な同一のコンテンツ間をナビゲートし、それを特定することが
可能であってもよい。その結果として、メディアガイドは、これらのデバイス上でも利用
可能であってもよい。提供されるガイドは、テレビのみを通して利用可能なコンテンツ、
他のタイプのユーザ機器デバイスのうちの１つまたはそれを上回るもののみを通して利用
可能なコンテンツ、またはテレビおよび他のタイプのユーザ機器デバイスのうちの１つま
たはそれを上回るもの両方を通して利用可能なコンテンツのためのものであってもよい。
メディアガイドアプリケーションは、ユーザ機器デバイス上で、オンラインアプリケーシ
ョン（すなわち、ウェブサイト上で提供される）、もしくは独立型アプリケーションまた
はクライアントとして提供されてもよい。メディアガイドアプリケーションを実装し得る
、種々のデバイスおよびプラットフォームは、以下でより詳細に説明される。
【００７５】
　メディアガイドアプリケーションの機能の１つは、メディアガイドデータをユーザに提
供することである。本明細書で参照されるように、語句「メディアガイドデータ」または
「ガイドデータ」は、コンテンツに関連する任意のデータ、またはガイドアプリケーショ
ンを動作させる際に使用されるデータを意味すると理解されたい。例えば、ガイドデータ
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は、番組情報、ガイドアプリケーション設定、ユーザ選好、ユーザプロファイル情報、メ
ディア一覧、メディア関連情報（例えば、放送時間、放送チャンネル、タイトル、内容、
評価情報（例えば、ペアレンタルコントロール評価、批評家の評価等）、ジャンルまたは
カテゴリ情報、俳優情報、放送会社またはプロバイダのロゴのロゴデータ等）、メディア
形式（例えば、標準解像度、高解像度、３Ｄ等）、広告情報（例えば、テキスト、画像、
メディアクリップ等）、オンデマンド情報、ブログ、ウェブサイト、およびユーザが所望
のコンテンツ選択間をナビゲートし、それを特定するために役立つ、任意の他のタイプの
ガイドデータを含んでもよい。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、以下の図８に関連してさらに議論される、制御回路６０４は
、メモリ（すなわち、以下の図８に関連してさらに議論される、記憶装置６０８）内に記
憶される命令を実行する。具体的には、制御回路６０４は、前述および後述の機能を行う
ように命令されてもよい。例えば、命令は、制御回路６０４に、前述および後述のような
ディスプレイを生成させてもよい。いくつかの実装では、制御回路６０４によって行われ
る任意のアクションは、命令に基づいてもよい。
【００７７】
　図１－２は、主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッド
アップディスプレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示する例証的実施例を示
す。
【００７８】
　仮想現実環境１０４は、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザ１２４
に現れるように、ユーザ１２４に表示される任意の非物理的コンテンツである。例えば、
仮想現実環境１０４は、ユーザ１２４が位置する世界であるようにユーザ１２４に現れる
、仮想世界（例えば、ゲーム内の仮想世界）であってもよい。別の実施例として、仮想現
実環境１０４は、物理的世界上に重畳されるようにユーザ１２４に現れる、非物理的コン
テンツであってもよい。例えば、仮想現実環境１０４は、その車のフロントガラスを通し
てユーザ１２４に見えるものの上に重畳される、スピードメータディスプレイであっても
よい。別の実施例として、仮想現実環境１０４は、メディアアセットのディスプレイがユ
ーザ１２４の視野を完全に包含するようにユーザ１２４に提示される、メディアアセット
（例えば、テレビ番組または映画）であってもよい。
【００７９】
　ヘッドアップディスプレイ１０２は、表示のために、仮想現実環境１０４をユーザ１２
４に生成する。ヘッドアップディスプレイ１０２は、非物理的コンテンツが物質的外観を
有するようにユーザ１２４に現れるように、非物理的コンテンツをユーザ１２４に表示す
ることが可能な任意のディスプレイであってもよい。例えば、ヘッドアップディスプレイ
１０２は、ユーザ１２４の眼を完全に被覆する、頭部搭載型ディスプレイ（例えば、図５
の頭部搭載型ディスプレイ３０１）であってもよい。別の実施例として、ヘッドアップデ
ィスプレイ１０２は、ヘッドアップディスプレイ１０２を通してユーザ１２４に見える物
理的世界のビュー上に非物理的コンテンツを重畳する、ディスプレイ（例えば、フロント
ガラスまたは眼鏡と統合されるディスプレイ）であってもよい。ヘッドアップディスプレ
イ１０２は、ユーザ１２４が移動すると、ユーザ１２４に示される仮想現実環境１０４の
コンテンツを変化させるように構成されてもよい。例えば、ユーザ１２４が前方に歩行す
る場合、ユーザ１２４に示される仮想現実環境１０４のコンテンツは、ユーザ１２４のよ
り近くに移動するようにユーザに現れ得る。
【００８０】
　ユーザ１２４は、第１の視野１１４を有する。第１の視野１１４は、ユーザ１２４が図
１に示される位置に居るとき、ユーザ１２４に見えるものを包含する。便宜上、図１－４
および本説明では、視野は、水平方向に変動するものとして図示および議論されるが、視
野はまた、垂直方向にも変動することを理解されたい。ユーザの視線の中心は、ユーザに
見えるものの中心部分である。図１では、ユーザ１２４の視線の中心は、視線位置の中心
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１２８にある。ユーザの視野は、ある度数（例えば、９５度）だけ視線位置の中心の左右
に延在する。視野は、少なくとも１つの前景面積と、少なくとも１つの周辺面積とを含む
。少なくとも１つの前景面積は、正視でユーザに見える視野の面積を含む。少なくとも１
つの前景面積は、視野の中心のある度数（例えば、６０度）を包含する。少なくとも１つ
の周辺面積は、周辺視でユーザに見える視野の面積を含む。少なくとも１つの周辺面積は
、前景面積１１６の左右に対してある度数（例えば、３５度）を包含する。第１の視野１
１４は、前景面積１１６と、周辺面積１１８と、周辺面積１２０とを含む。
【００８１】
　図１では、ヘッドアップディスプレイ１０２は、仮想現実環境１０４の仮想現実環境部
分１４２を示す。仮想現実環境１０４の仮想現実環境部分１４２は、第１の部分１０８と
、第２の部分１１０とを含む。第１の部分１０８は、第１の視野１１４の前景面積１１６
に対応する仮想現実環境１０４の部分を含む。第２の部分１１０は、第１の視野１１４の
周辺面積１１８に対応する仮想現実環境１０４の部分を含む。第１の主要コンテンツ１０
６（図１では、木）は、表示のために、仮想現実環境１０４の第１の部分１０８内に生成
される。第２の主要コンテンツ１４４（図１－２では、雲）および付加的コンテンツ１２
２（図１－２では、ユーザの物理的周囲のビデオ）は、表示のために、第２の部分１１０
内に生成される。
【００８２】
　図２では、ユーザ１２４は、ユーザ１２４の視線の中心が視線位置の中心１３８にある
ように、回転している。ユーザ１２４は、ユーザ１２４が図２に示される位置に居るとき
、第２の視野１２６を有する。第２の視野１２６は、前景面積１３０と、周辺面積１３２
と、周辺面積１３４とを含む。
【００８３】
　図２では、ヘッドアップディスプレイ１０２は、仮想現実環境１０４の仮想現実環境部
分１４０をユーザ１２４に示す。仮想現実環境１０４の仮想現実環境部分１４０は、第２
の部分１１０と、第３の部分１３６とを含む。第２の部分１１０は、第２の視野１２６の
前景面積１３０に対応する仮想現実環境１０４の部分を含む。第３の部分１３６は、第２
の視野１２６の周辺面積１３２に対応する仮想現実環境１０４の部分を含む。
【００８４】
　ユーザ１２４は、図１から図２に左に回転されているため、仮想現実環境１０４の仮想
現実環境部分１４０は、仮想環境１０４の仮想現実環境部分１４２の左に対する部分だけ
ではなく、また、仮想現実環境部分１４０および仮想現実環境部分１４２の両方に存在す
る部分も含む。例えば、第２の部分１１０は、仮想現実環境部分１４０および仮想現実環
境部分１４２の両方に存在するが、第３の部分１３６は、仮想現実環境部分１４０に存在
するが、仮想現実環境部分１４２には存在しない。
【００８５】
　ユーザ１２４の視線の中心の移動が、検出されてもよい（例えば、図８の検出モジュー
ル６１６によって）。いくつかの実施形態では、視線の中心の移動を検出するステップは
、視線の中心を検出するステップを含む。例えば、図１－２では、視線位置の中心１２８
から視線位置の中心１３８へのユーザ１２４の視線の中心の移動が、検出される。ユーザ
１２４の視野が、ユーザ１２４の視線の中心の移動に基づいて、判定される。例えば、図
２では、第２の視野１２６が、視線位置の中心１２８から視線位置の中心１３８へのユー
ザ１２４の視線の中心の移動に基づいて、判定される。
【００８６】
　ユーザ１２４の視線の中心の移動の前、付加的コンテンツ１２２が、表示のために、ユ
ーザ１２４の視野（すなわち、第１の視野１１４）の周辺面積（すなわち、周辺面積１１
８）に対応する仮想現実環境１０４の部分（すなわち、第２の部分１１０）に生成された
。ユーザ１２４の視線の中心の移動前に付加的コンテンツ１２２が表示のために生成され
た仮想現実環境１０４の部分（すなわち、第２の部分１１０）が、ユーザ１２４の視線の
中心の移動後のユーザ１２４の視野（すなわち、第２の視野１２６）の前景面積（すなわ
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ち、前景面積１３０）に対応するかどうかの判定が、行われる。例えば、図２では、第２
の部分１１０は、第２の視野１２６の前景面積１３０に対応する。本判定に応答して、付
加的コンテンツ１２２は、表示のために、ユーザ１２４の視野（すなわち、第２の視野１
２６）の周辺面積に対応するユーザ１２４の視野の一部内に生成される。例えば、図２で
は、付加的コンテンツ１２２は、表示のために、第２の視野１２６の周辺面積１３２に対
応する第３の部分１３６内に生成される。
【００８７】
　付加的コンテンツ１２２が、表示のために、ユーザ１２４の視野の周辺面積に対応する
仮想現実環境１０４の一部内に生成されることを確実にすることによって、付加的コンテ
ンツ１２２がユーザ１２４の視野の前景面積に対応する主要コンテンツのユーザの視認に
干渉しないことを確実にすることが可能である。例えば、図１－２では、付加的コンテン
ツ１２２が、表示のために、ユーザ１２４の視線の中心の移動後、仮想現実環境１０４の
第２の部分１１０内に生成されたままであった場合、付加的コンテンツ１２２は、前景面
積１３０内の第２の主要コンテンツ１４４のユーザの視認に干渉するであろう。付加的コ
ンテンツ１２２は、表示のために、ユーザ１２４の視線の中心の移動後、第３の部分１３
６内に生成されるため、付加的コンテンツ１２２は、前景面積１３０内の第２の主要コン
テンツ１４４のユーザの視認に干渉しない。
【００８８】
　第１の主要コンテンツ１０６および第２の主要コンテンツ１４４は、任意のタイプのコ
ンテンツであってもよい。いくつかの実施形態では、主要コンテンツ１０６は、メディア
ガイドデータを提供する（図６－７に関連して議論されるように）。
【００８９】
付加的コンテンツ１２２は、任意のタイプの付加的コンテンツであってもよい。例えば、
付加的コンテンツ１２２は、ユーザ１２４の物理的周囲のビデオ、株価情報、スポーツス
コア情報、ニュース情報、気象情報、時計、イベントのスケジュール、または任意の他の
タイプの付加的コンテンツであってもよい。付加的コンテンツ１２２は、主要コンテンツ
１０６に関連しなくてもよい。
【００９０】
　図１－２では、付加的コンテンツ１２２は、表示のために、ピクチャインピクチャとし
て生成される。いくつかの実施形態では、付加的コンテンツ１２２は、表示のために、オ
ーバーレイとして生成される。
【００９１】
　いくつかの実施形態では、付加的コンテンツ１２２は、表示のために、仮想現実環境１
０４によって示される主要コンテンツ（例えば、第１の主要コンテンツ１０６、第２の主
要コンテンツ１４４）より低い画像品質および／またはビデオ品質（例えば、より低い分
解能、フレームレート等）で生成される。表示のために、付加的コンテンツ１２２をより
低い画像品質および／またはビデオ品質で生成することは、ヘッドアップディスプレイ１
０２が、電力、メモリ、帯域幅等を節約することに役立ち得る。加えて、表示のために、
付加的コンテンツ１２２をより低い画像品質および／またはビデオ品質で生成することは
、ユーザ１２４が、ユーザの視野（例えば、視野１１４）の周辺面積（例えば、周辺面積
１１８）内で視認される高品質および低品質画像および／またはビデオ間を区別不可能で
あり得るため、ユーザの視認体験に有害となり得ない。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、仮想現実環境１０４は、主要コンテンツを示す部分と、主要
コンテンツを示さない部分とを含む。例えば、仮想現実環境１０４の中心のある部分は、
主要コンテンツ（例えば、第１の主要コンテンツ１０６、第２の主要コンテンツ１４４）
を示してもよい一方、仮想現実環境１０４の残りは、主要コンテンツを示さない。例えば
、仮想現実環境１０４は、仮想現実環境１０４の水平範囲の中心のある部分（例えば、９
５％、９０％、８０％、７０％、６０％、５０％等）には、主要コンテンツを示してもよ
いが、仮想現実環境１０４の水平範囲の残りには、主要コンテンツを示さない。別の実施
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例として、仮想現実環境１０４は、仮想現実環境１０４の垂直範囲の中心のある部分（例
えば、９５％、９０％、８０％、７０％、６０％、５０％等）には、主要コンテンツを示
してもよいが、仮想現実環境１０４の垂直範囲の残りには、主要コンテンツを示さない。
別の実施例として、仮想現実環境１０４は、仮想現実環境１０４の水平範囲および垂直範
囲のある部分の両方に主要コンテンツを示さなくてもよい。主要コンテンツが示されない
、仮想現実環境１０４の残りは、ブランク空間であってもよく、ユーザの視野（例えば、
視野１１４および１２６）の周辺面積（例えば、周辺面積１１８、１２０、１３２、およ
び１３４）に対応してもよい。付加的コンテンツ１２２は、表示のために、主要コンテン
ツを示さない仮想現実環境１０４の部分に生成されてもよい。したがって、付加的コンテ
ンツ１２２は、付加的コンテンツ１２２が、表示のために、ユーザの視野の周辺面積に対
応する仮想現実環境１０４の部分に生成されるときでも、主要コンテンツに干渉しない。
【００９３】
　図３－４は、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ヘッドアッ
プディスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、ユーザが全身移動を行うことを可能に
する例証的実施例を示す。
【００９４】
　図３－４では、ヘッドアップディスプレイ２０２は、仮想現実環境２０４の仮想現実環
境部分２４２を示す。仮想現実環境２０４の仮想現実環境部分２４２は、第１の部分２０
８と、第２の部分２１０とを含む。第１の部分２０８は、視野２１４の前景面積２１６に
対応する仮想現実環境２０４の部分を含む。第２の部分２１０は、視野２１４の周辺面積
２１８に対応する仮想現実環境２０４の部分を含む。主要コンテンツ２０６は、表示のた
めに、仮想現実環境２０４の第１の部分２０８内に生成される。付加的コンテンツ２２２
は、表示のために、仮想現実環境２０４の第２の部分２１０内に生成される。図３では、
ユーザ２２４は、着座している。図４では、ユーザ２２４は、歩行している。
【００９５】
　ユーザ２２４の全身移動が、検出されてもよい（例えば、図８上の検出モジュール６１
６によって）。例えば、図３－４では、着座位置から歩行位置へのユーザ２２４の変化が
、検出される。ユーザの全身移動の検出に応答して、付加的コンテンツ２２２が、表示の
ために、仮想現実環境２０４の第１の部分２０８内に生成される。付加的コンテンツ２２
２は、ユーザ２２４が全身移動を行うことを補助する、任意のコンテンツであってもよい
。例えば、図３－４では、付加的コンテンツ２２２は、ユーザ２２４の物理的周囲のビデ
オである。代替として、付加的コンテンツ２２２は、ユーザ２２４の場所のマップ等であ
ってもよい。
【００９６】
　表示のために、付加的コンテンツ２２２を前景面積２１６に対応する仮想現実環境２０
４の一部内に生成することによって、ユーザ２２４に付加的コンテンツ２２２が容易に見
えることを確実にすることが可能である。付加的コンテンツ２２２は、ヘッドアップディ
スプレイ２０２上の主要コンテンツのユーザの視認に干渉せずに、ユーザ２２４が全身移
動を行うことを補助するように構成される。例えば、ユーザ２２４が歩行している場合、
付加的コンテンツ２２２は、ユーザ２２４が、ヘッドアップディスプレイ２０２上のコン
テンツを視認することを停止する必要なく、例えば、物理的周囲内の障害物を回避するこ
とを補助することができる、ユーザ２２４の物理的周囲のビデオであってもよい。したが
って、表示のために、付加的コンテンツ２２２を前景面積２１６内に生成することは、ヘ
ッドアップディスプレイ２０２上のコンテンツのユーザの視認に干渉せずに、ユーザ２２
４が全身移動を行うことを可能にする。
【００９７】
　主要コンテンツ２０６は、任意のタイプのコンテンツであってもよい。いくつかの実施
形態では、主要コンテンツ２０６は、メディアガイドデータを提供する（図６－７に関連
して議論されるように）。
【００９８】
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　図３－４では、付加的コンテンツ２２２は、表示のために、ピクチャインピクチャとし
て生成される。いくつかの実施形態では、付加的コンテンツ２２２は、表示のために、オ
ーバーレイとして生成される。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、付加的コンテンツ２２２が、表示のために、ユーザ２２４の
視野（例えば、視野２１４）の周辺面積（例えば、周辺面積２１８）に対応する仮想現実
環境２０４の部分（例えば、第２の部分２１０）内に生成されると、付加的コンテンツ２
２２は、表示のために、仮想現実環境２０４によって示される主要コンテンツ（例えば、
主要コンテンツ２０６）より低い画像品質および／またはビデオ品質（例えば、より低い
分解能、フレームレート等）で生成される。表示のために、付加的コンテンツ２２２をよ
り低い画像品質および／またはビデオ品質で生成することは、ヘッドアップディスプレイ
２０２が、電力、メモリ、帯域幅等を節約することに役立ち得る。加えて、表示のために
、付加的コンテンツ２２２をより低い画像品質および／またはビデオ品質で生成すること
は、ユーザ２２４が、ユーザの視野（例えば、視野２１４）の周辺面積（例えば、周辺面
積２１８）内で視認される高品質および低品質画像および／またはビデオ間を区別不可能
であり得るため、ユーザの視認体験に有害となり得ない。付加的コンテンツ２２２が、表
示のために、ユーザの視野（例えば、視野２１４）の前景面積（例えば、前景面積２１６
）に対応する仮想現実環境２０４の部分（例えば、第１の部分２０８）内に生成されると
、付加的コンテンツ２２２の画像品質および／またはビデオ品質は、増加されてもよい。
ユーザ２２４は、ユーザの視野の前景面積内で視認される高品質および低品質画像および
／またはビデオ間を区別可能となり得る。表示のために、付加的コンテンツ２２２をより
高い画像品質および／またはビデオ品質で生成することによって、付加的コンテンツ２２
２のユーザの視認が（例えば、ユーザ２２４が付加的コンテンツ２２２の低品質バージョ
ンを視認する必要があることによって）損なわれないことが確実にされる。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、仮想現実環境２０４は、主要コンテンツを示す部分と、主要
コンテンツを示さない部分とを含む。例えば、仮想現実環境２０４の中心のある部分は、
主要コンテンツを示してもよい（例えば、主要コンテンツ２０６）一方、仮想現実環境２
０４の残りは、主要コンテンツを示さない。例えば、仮想現実環境２０４は、仮想現実環
境２０４の水平範囲の中心のある部分（例えば、９５％、９０％、８０％、７０％、６０
％、５０％等）には、主要コンテンツを示してもよいが、仮想現実環境２０４の水平範囲
の残りには、主要コンテンツを示さない。別の実施例として、仮想現実環境２０４は、仮
想現実環境２０４の垂直範囲の中心のある部分（例えば、９５％、９０％、８０％、７０
％、６０％、５０％等）には、主要コンテンツを示してもよいが、仮想現実環境２０４の
垂直範囲の残りには、主要コンテンツを示さない。別の実施例として、仮想現実環境２０
４は、仮想現実環境２０４の水平範囲および垂直範囲のある部分の両方に主要コンテンツ
を示さなくてもよい。主要コンテンツが示されない、仮想現実環境２０４の残りは、ブラ
ンク空間であってもよく、ユーザの視野（例えば、視野２１４）の周辺面積（例えば、周
辺面積２１８および２２０）に対応してもよい。ユーザの全身移動が検出される前、付加
的コンテンツ２２２は、表示のために、主要コンテンツを示さない、仮想現実環境２０４
の部分に生成されてもよい。したがって、付加的コンテンツ２２２は、付加的コンテンツ
２２２が、表示のために、ユーザの視野の周辺面積に対応する仮想現実環境２０４の部分
に生成されるときでも、主要コンテンツに干渉しない。ユーザの全身移動が検出された後
、付加的コンテンツ２２２は、表示のために、主要コンテンツを示す、仮想現実環境２０
４の部分に生成されてもよい。
【０１０１】
　図５は、本開示のいくつかの実施形態による、ヘッドアップディスプレイとしての使用
のための例証的頭部搭載型ディスプレイを示す。頭部搭載型ディスプレイ３０１は、ヘッ
ドセット３０３と、携帯電話３０５とを含む。ヘッドセット３０３は、ディスプレイ３０
７と、ストラップ３０９および３１１と、クリップ３１３および３１５とを含む。携帯電
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話３０５は、カメラ３１７を含む。頭部搭載型ディスプレイ３０１は、ユーザ３１９の頭
部に物理的に結合される。
【０１０２】
　ディスプレイ３０７は、ユーザ３１９の眼にわたって位置する。ディスプレイ３０７は
、ユーザ３１９の眼を完全に被覆するため、ディスプレイ３０７は、それが表示のために
生成するコンテンツ、すなわち、ユーザ３１９のための現実の外観を与える。したがって
、ディスプレイ３０７は、ヘッドアップディスプレイとして動作する。ディスプレイ３０
７は、ストラップ３０９および３１１に物理的に結合される。ストラップ３０９は、ユー
ザ３１９の頭部の周囲に巻着し、ストラップ３１１は、ユーザ３１９の頭部にわたって巻
着する。ストラップ３０９および３１１は、ディスプレイ３０７をユーザ３１７の眼にわ
たって固着させる。ヘッドセット３０３のための他の構成も、可能性として考えられる。
例えば、ストラップ３０９および３１１の一方または両方は、存在しなくてもよい。いく
つかの実施形態では、ヘッドセット３０３は、ユーザ３１９の頭部上に着座するヘルメッ
トとして構成される。いくつかの実施形態では、ヘッドセット３０３は、ユーザ３１９の
耳に静置する眼鏡として構成される。いくつかの実施形態では、ディスプレイ３０７は、
ユーザ３１９の一方の眼のみにわたって位置する。
【０１０３】
　携帯電話３０５は、携帯電話３０５がユーザ３１７の眼と反対のディスプレイ３０７の
側に位置するように、ヘッドセット３０３に物理的に結合される。携帯電話３０５は、ク
リップ３１３および３１５によって、ヘッドセット３０３に物理的に結合される。携帯電
話３０５のための他の構成も、可能性として考えられる。例えば、クリップ３１３および
３１５の一方または両方は、存在しなくてもよい。携帯電話３０５は、ヘッドセット３０
３内の陥凹の中にぴったりと嵌合することによって、ヘッドセット３０３に物理的に結合
されてもよい。携帯電話３０５は、ストラップ、ねじ、接着剤、または任意の他の結合手
段によって、ヘッドセット３０３に物理的に結合されてもよい。ヘッドセット３０３に物
理的に結合される、パネルまたはリップは、携帯電話３０５を定位置に保持してもよい。
携帯電話３０５は、ヘッドセット３０３内のスロットの中に挿入されてもよい。
【０１０４】
　カメラ３１７は、カメラ３１７がユーザ３１７の物理的周囲の画像品質およびビデオを
捕捉可能であるように、ディスプレイ３０７から外に向いている。カメラ３１７は、ユー
ザ３１７の物理的周囲のビデオを頭部搭載型ディスプレイ３０１にフィードしてもよい。
ユーザ３１７の物理的周囲のビデオは、付加的コンテンツ１２２または２２２として使用
されてもよい。いくつかの実施形態では、ユーザ３１７の物理的周囲のビデオは、頭部搭
載型ディスプレイ３０１と携帯電話３０５との間の電気接続によって、頭部搭載型ディス
プレイ３０１にフィードされる。例えば、電気接続としての役割を果たすＵＳＢインター
フェースを伴う、電気ケーブルがあってもよい。いくつかの実施形態では、ユーザ３１７
の物理的周囲のビデオは、無線ネットワークを経由して、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）接続を通して等、無線で頭部搭載型ディスプレイ３０１にフィードされてもよい
。いくつかの実施形態では、携帯電話３０５上の画面は、ユーザ３１７の物理的周囲のビ
デオを表示し、携帯電話３０５上の画面は、頭部搭載型ディスプレイ３０１のディスプレ
イ３０７を通して可視である。
【０１０５】
　いくつかの実施形態では、携帯電話３０５は、存在せず、カメラ３１７は、ヘッドセッ
ト３０３の中に統合される。いくつかの実施形態では、携帯電話３０５は、タブレットデ
バイス等の別の電子デバイスによって置換される。
【０１０６】
　頭部搭載型ディスプレイ３０１は、ユーザ３１９に、他のデバイスが提供するより没入
型視認体験を提供し得る。例えば、ディスプレイ３０７は、ユーザの眼を完全に被覆する
ため、ディスプレイ３０７によって表示されるコンテンツは、ユーザ３１９のための現実
の外観を有し得る。加えて、ユーザ３１９は、物理的周囲から気を逸らされることなく、
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コンテンツをディスプレイ３０７上で視認し得る。
【０１０７】
　しかしながら、ディスプレイ３０７がユーザ３１９の眼を完全に被覆するため、課題が
生じる。例えば、ユーザ３１９は、子供、調理されている食物、ユーザ３１９が位置する
部屋に進入する人々等、物理的周囲内の何らかのものを監視することを所望し得る。ユー
ザ３１９によって物理的周囲を監視することは、ディスプレイ３０７がユーザ３１９の眼
を完全に被覆する場合、困難である。したがって、ディスプレイ３０７上に、カメラ３１
７によって捕捉されたユーザの物理的周囲のビデオフィードから成る付加的コンテンツ（
例えば、付加的コンテンツ１２２）を表示することは、望ましくあり得る。
【０１０８】
　しかしながら、ユーザの物理的周囲のビデオを付加的コンテンツとしてディスプレイ３
０７上に表示することに関して、課題が生じる。ユーザの物理的周囲のビデオは、ディス
プレイ３０７上の主要コンテンツのユーザの視認（例えば、第２の主要コンテンツ１４４
）に干渉し得る。特に、ユーザの物理的周囲のビデオが、ユーザ３１９の視野の前景面積
に対応するディスプレイ３０７の部分上に表示される場合、ユーザの物理的周囲のビデオ
は、ディスプレイ３０７上の主要コンテンツのユーザの視認に干渉し得る。したがって、
図１－２に関連して上記に説明される実施形態によると、付加的コンテンツ１２２は、表
示のために、ユーザの視野の周辺面積に対応する仮想現実環境の部分に生成される。ユー
ザの視野の変化（例えば、ユーザの視線の中心の移動に起因して）が、検出され、付加的
コンテンツが表示のために生成される、仮想現実環境の部分が、ユーザの視野の前景面積
に対応することが判定される場合、付加的コンテンツは、ユーザの視野の周辺面積に対応
する仮想現実環境の部分に移動される。
【０１０９】
　さらに、頭部搭載型ディスプレイ３０１を装着しながら、ユーザ３１９が全身移動を行
う場合、課題が生じる。例えば、ユーザ３１９は、歩行しながら、頭部搭載型ディスプレ
イ３０１上のコンテンツを視認することを所望し得るが、物理的周囲内の障害物が見えな
い場合がある。したがって、図３－４に関連して上記に説明される実施形態によると、付
加的コンテンツ２２２は、表示のために、ユーザの視野の前景面積に対応する仮想現実環
境２０４の部分に生成される。付加的コンテンツ２２２は、ユーザが全身移動を行うこと
を補助するように構成される。例えば、付加的コンテンツ２２２は、ユーザの物理的周囲
のビデオであってもよい。表示のために、付加的コンテンツ２２２をユーザに視野の前景
面積に対応する仮想現実環境２０４の部分に生成することによって、ユーザには、付加的
コンテンツ２２２が容易に見える。ユーザは、付加的コンテンツ２２２を使用して、全身
移動を行い、頭部搭載型ディスプレイ３０１を除去する必要性および頭部搭載型ディスプ
レイ３０１上のコンテンツの視認に干渉する必要性を回避することができる。
【０１１０】
　図６－７は、メディアガイドデータを提供するために使用され得る、例証的表示画面を
示す。図６－７に示される表示画面は、任意の好適なユーザ機器デバイスまたはプラット
フォーム上に実装されてもよい（例えば、ヘッドアップディスプレイ１０２または頭部搭
載型ディスプレイ３０１）。図６－７の表示は、フル画面表示として図示されているが、
それらはまた、表示されているコンテンツ上に完全または部分的にオーバーレイされても
よい。ユーザは、表示画面に提供された選択可能なオプション（例えば、メニューオプシ
ョン、一覧オプション、アイコン、ハイパーリンク等）を選択することによって、もしく
はリモートコントロールまたは他のユーザ入力インターフェースもしくはデバイス上の専
用ボタン（例えば、「ガイド」ボタン）を押下することによって、コンテンツ情報へのア
クセスの要望を指示してもよい。ユーザの指示に応答して、メディアガイドアプリケーシ
ョンは、グリッド内の時間およびチャンネル別、時間別、チャンネル別、ソース別、コン
テンツタイプ別、カテゴリ別（例えば、映画、スポーツ、ニュース、子供向け、または他
の番組カテゴリ）、または他の所定、ユーザ定義、もしくは他の編成基準等のいくつかの
方法のうちの１つにおいて編成されたメディアガイドデータを伴う表示画面を提供しても
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よい。
【０１１１】
　図６は、単一表示内の異なるタイプのコンテンツへのアクセスも可能にする、時間およ
びチャンネル別に配列された番組一覧表示４００の例証的グリッドを示す。表示４００は
、以下を伴うグリッド４０２を含んでもよい。（１）各チャンネル／コンテンツタイプ識
別子（列内のセル）が利用可能な異なるチャンネルまたはコンテンツのタイプを識別する
、チャンネル／コンテンツタイプ識別子４０４の列、および（２）各時間識別子（行内の
セル）が番組の時間帯を識別する、時間識別子４０６の行。グリッド４０２はまた、番組
一覧４０８等の番組一覧のセルも含み、各一覧は、一覧の関連チャンネルおよび時間の上
に提供される、番組のタイトルを提供する。ユーザ入力デバイスを用いて、ユーザは、ハ
イライト領域４１０を移動させることによって番組一覧を選択することができる。ハイラ
イト領域４１０によって選択される番組一覧に関する情報が、番組情報領域４１２内に提
供されてもよい。領域４１２は、例えば、番組タイトル、番組内容、番組が提供される時
間（該当する場合）、番組が放送されるチャンネル（該当する場合）、番組の評価、およ
び他の所望の情報を含んでもよい。
【０１１２】
　線形番組（例えば、所定の時間に複数のユーザ機器デバイスに伝送されるようにスケジ
ューリングされ、スケジューリングに従って提供される、コンテンツ）へのアクセスの提
供に加え、メディアガイドアプリケーションはまた、非線形番組（例えば、任意の時間に
おいてユーザ機器デバイスにアクセス可能であって、スケジューリングに従って提供され
ない、コンテンツ）へのアクセスも提供する。非線形番組は、オンデマンドコンテンツ（
例えば、ＶＯＤ）、インターネットコンテンツ（例えば、ストリーミングメディア、ダウ
ンロード可能メディア等）、ローカルに記憶したコンテンツ（例えば、前述の任意のユー
ザ機器デバイスまたは他の記憶デバイス上に記憶されたコンテンツ）、または時間的制約
のない他のコンテンツを含む、異なるコンテンツソースからのコンテンツを含んでもよい
。オンデマンドコンテンツは、映画または特定のコンテンツプロバイダ（例えば、「Ｔｈ
ｅ　Ｓｏｐｒａｎｏｓ」や「Ｃｕｒｂ　Ｙｏｕｒ　Ｅｎｔｈｕｓｉａｓｍ」を提供するＨ
ＢＯ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）によって提供される任意の他のコンテンツを含んでもよい。
ＨＢＯ　ＯＮ　ＤＥＭＡＮＤは、Ｔｉｍｅ　Ｗａｒｎｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｌ．Ｐ．ら
によって所有されるサービスマークであり、ＴＨＥ　ＳＯＰＲＡＮＯＳおよびＣＵＲＢ　
ＹＯＵＲ　ＥＮＴＨＵＳＩＡＳＭは、Ｈｏｍｅ　Ｂｏｘ　Ｏｆｆｉｃｅ，　Ｉｎｃ．によ
って所有される商標である。インターネットコンテンツは、チャットセッションまたはウ
ェブキャスト等のウェブイベント、もしくはインターネットウェブサイトまたは他のイン
ターネットアクセス（例えば、ＦＴＰ）を通して、ストリーミングコンテンツまたはダウ
ンロード可能なコンテンツとしてオンデマンドで利用可能なコンテンツを含んでもよい。
【０１１３】
　グリッド４０２は、オンデマンド一覧４１４、録画コンテンツ一覧４１６、およびイン
ターネットコンテンツ一覧４１８を含む、非線形番組のメディアガイドデータを提供して
もよい。異なるタイプのコンテンツソースからのコンテンツのためのメディアガイドデー
タを組み合わせる表示は、時として、「混合メディア」表示と称されることもある。表示
４００とは異なる、表示され得るメディアガイドデータのタイプの種々の順列は、ユーザ
選択またはガイドアプリケーション定義に基づいてもよい（例えば、録画および放送一覧
のみの表示、オンデマンドおよび放送一覧のみの表示等）。例証されるように、一覧４１
４、４１６、および４１８は、これらの一覧の選択が、それぞれ、オンデマンド一覧、録
画一覧、またはインターネット一覧専用の表示へのアクセスを提供し得ることを示すよう
に、グリッド４０２内に表示される時間帯全体に及ぶものとして示されている。いくつか
の実施形態では、これらのコンテンツタイプの一覧は、グリッド４０２に直接含まれても
よい。ユーザがナビゲーションアイコン４２０のうちの１つを選択することに応答して、
付加的メディアガイドデータが表示されてもよい（ユーザ入力デバイス上の矢印キーを押
下することによって、ナビゲーションアイコン４２０を選択することと同様に表示に影響
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を及ぼしてもよい）。
【０１１４】
　表示４００はまた、ビデオ領域４２２、広告４２４、およびオプション領域４２６を含
んでもよい。ビデオ領域４２２は、ユーザが、現在利用可能である、今後利用可能となる
、またはユーザに利用可能であった番組を視聴および／またはプレビューすることを可能
にしてもよい。ビデオ領域４２２のコンテンツは、グリッド４０２に表示される一覧のう
ちの１つに対応するか、またはそれから独立してもよい。ビデオ領域を含むグリッド表示
は、時として、ピクチャインガイド（ＰＩＧ）表示と称されることもある。ＰＩＧ表示お
よびそれらの機能は、２００３年５月１３日発行のＳａｔｔｅｒｆｉｅｌｄらの米国特許
第６，５６４，３７８号、および２００１年５月２９日発行のＹｕｅｎらの米国特許第６
，２３９，７９４号でさらに詳細に説明されており、それらは全体として参照することに
よって本明細書に組み込まれる。ＰＩＧ表示は、本明細書に説明される実施形態の他のメ
ディアガイドアプリケーション表示画面に含まれてもよい。
【０１１５】
　広告４２４は、（例えば、サブスクリプション番組に対する）視聴者のアクセス権に応
じて、現在視聴が利用可能である、将来視聴が利用可能となる、または決して視聴利用可
能とはなり得ない、コンテンツの広告を提供してもよく、グリッド４０２内のコンテンツ
一覧のうちの１つまたはそれを上回るものに対応するか、または無関係であってもよい。
広告４２４はまた、グリッド４０２内で表示されるコンテンツに関係するか、または無関
係である製品もしくはサービスに対するものであってもよい。広告４２４は、選択可能で
あってもよく、コンテンツに関するさらなる情報を提供する、製品またはサービスに関す
る情報を提供する、コンテンツ、製品、またはサービスを購入することを可能にする、広
告に関するコンテンツを提供する等を行ってもよい。広告４２４は、ユーザのプロファイ
ル／選好、監視されたユーザ活動、提供される表示のタイプ、または他の好適な標的化さ
れた広告基盤に基づいて標的化されてもよい。
【０１１６】
　広告４２４は、長方形またはバナー形状として示されているが、広告は、ガイドアプリ
ケーション表示内の任意の好適なサイズ、形状、および場所で提供されてもよい。例えば
、広告４２４は、グリッド４０２に水平方向に隣接する長方形として提供されてもよい。
これは、時として、パネル広告と称されることもある。加えて、広告は、コンテンツまた
はガイドアプリケーション表示上にオーバーレイされるか、または表示内に埋め込まれて
もよい。広告はまた、テキスト、画像、回転画像、ビデオクリップ、または前述の他のタ
イプのコンテンツを含んでもよい。広告は、ガイドアプリケーションを有するユーザ機器
デバイス内、ユーザ機器に接続されたデータベース内、遠隔場所（ストリーミングメディ
アサーバを含む）内、もしくは他の記憶手段またはこれらの場所の組み合わせ上に記憶さ
れてもよい。メディアガイドアプリケーションに広告を提供するステップは、例えば、そ
れらの全体で参照することにより本明細書に組み込まれる、２００３年１月１７日出願の
Ｋｎｕｄｓｏｎらの米国特許出願第２００３／０１１０４９９号、２００４年６月２９日
発行のＷａｒｄ，ＩＩＩらの米国特許第６，７５６，９９７号、および２００２年５月１
４日発行のＳｃｈｅｉｎらの米国特許第６，３８８，７１４号で、さらに詳細に議論され
ている。広告は、本明細書に説明される実施形態の他のメディアガイドアプリケーション
表示画面に含まれてもよいことが理解されるであろう。
【０１１７】
　オプション領域４２６は、ユーザが、異なるタイプのコンテンツ、メディアガイドアプ
リケーション表示、および／またはメディアガイドアプリケーション特徴にアクセスする
ことを可能にしてもよい。オプション領域４２６は、ディプレイ４００（および本明細書
に説明される他の表示画面）の一部であってもよく、もしくは画面上のオプションを選択
すること、またはユーザ入力デバイス上の専用または割当可能ボタンを押下することによ
って、ユーザによって呼び出されてもよい。オプション領域４２６内の選択可能オプショ
ンは、グリッド４０２内の番組一覧に関連する特徴に関してもよく、またはメインメニュ
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ー表示から利用可能なオプションを含んでもよい。番組一覧に関連する特徴は、他の放送
時間または番組の受信方法の検索、番組の録画、番組の連続録画の有効化、番組および／
またはチャンネルをお気に入りとして設定、番組の購入、もしくは他の特徴を含んでもよ
い。メインメニュー表示から利用可能なオプションは、検索オプション、ＶＯＤオプショ
ン、ペアレンタルコントロールオプション、インターネットオプション、クラウドベース
のオプション、デバイス同期オプション、第２の画面デバイスオプション、種々のタイプ
のメディアガイドデータ表示にアクセスするためのオプション、プレミアムサービスをサ
ブスクライブするためのオプション、ユーザのプロファイルを編集するためのオプション
、ブラウザオーバーレイにアクセスするためのオプション、もしくは他のオプションを含
んでもよい。
【０１１８】
　メディアガイドアプリケーションは、ユーザの選好に基づいて個人化されてもよい。個
人化されたメディアガイドアプリケーションは、ユーザが、メディアガイドアプリケーシ
ョンによって個人化された「体験」を生成するように、表示および特徴をカスタマイズす
ることを可能にする。この個人化された体験は、ユーザがこれらのカスタマイズを入力で
きるようにすることによって、および／または種々のユーザ選好を判定するようにメディ
アガイドアプリケーションがユーザ活動を監視することによって、生成されてもよい。ユ
ーザは、ログインすることによって、または別様にガイドアプリケーションに対して自ら
を識別することによって、それらの個人化されたガイドアプリケーションにアクセスして
もよい。メディアガイドアプリケーションのカスタマイズは、ユーザプロファイルに従っ
て作成されてもよい。カスタマイズは、提示方式（例えば、表示の色方式、テキストのフ
ォントサイズ等）、表示されるコンテンツ一覧の態様（例えば、ＨＤＴＶ番組のみまたは
３Ｄ番組のみ、お気に入りチャンネル選択に基づいたユーザ指定の放送チャンネル、チャ
ンネルの表示の並び替え、推奨コンテンツ等）、所望の録画特徴（例えば、特定のユーザ
に対する録画または連続録画、録画品質等）、ペアレンタルコントロール設定、インター
ネットコンテンツのカスタマイズされた提示（例えば、ソーシャルメディアコンテンツ、
電子メール、電子的に配信された記事等の提示）、および他の所望のカスタマイズを変更
させるステップを含んでもよい。
【０１１９】
　メディアガイドアプリケーションは、ユーザが、ユーザプロファイル情報を提供するこ
とを可能にしてもよく、またはユーザプロファイル情報を自動的にコンパイルしてもよい
。メディアガイドアプリケーションは、例えば、ユーザがアクセスするコンテンツ、およ
び／またはユーザがガイドアプリケーションと行ってもよい他の相互作用を監視してもよ
い。加えて、メディアガイドアプリケーションは、特定のユーザに関連する他のユーザプ
ロファイルの全体または一部を取得し（例えば、ｗｗｗ．ａｌｌｒｏｖｉ．ｃｏｍ等のユ
ーザがアクセスするインターネット上の他のウェブサイトから、ユーザがアクセスする他
のメディアガイドアプリケーションから、ユーザがアクセスする他の双方向アプリケーシ
ョンから、ユーザの別のユーザ機器デバイスから等）、および／またはメディアガイドア
プリケーションがアクセスし得る他のソースから、ユーザに関する情報を取得してもよい
。結果として、ユーザの異なるユーザ機器デバイスにわたって、統一されたガイドアプリ
ケーション体験をユーザに提供することができる。このタイプのユーザ体験は、図９に関
連して、以下でより詳細に説明される。付加的な個人化されたメディアガイドアプリケー
ション特徴は、２００５年７月１１日出願のＥｌｌｉｓらの米国特許出願公開第２００５
／０２５１８２７号、２００７年１月１６日発行のＢｏｙｅｒらの米国特許第７，１６５
，０９８号、および２００２年２月２１日出願のＥｌｌｉｓらの米国特許出願公開第２０
０２／０１７４４３０号でさらに詳細に説明されており、それらは全体として参照するこ
とにより本明細書に組み込まれる。
【０１２０】
　メディアガイドを提供するための別の表示配列が、図７に示されている。ビデオモザイ
ク表示５００は、コンテンツのタイプ、ジャンル、および／または他の編成基準に基づい
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て編成されたコンテンツ情報のための選択可能オプション５０２を含む。表示５００では
、テレビ一覧オプション５０４が、選択され、したがって、一覧５０６、５０８、５１０
、および５１２を放送番組一覧として提供する。表示５００では、一覧は、カバーアート
、コンテンツからの静止画像、ビデオクリップのプレビュー、コンテンツからのライブビ
デオ、または一覧中のメディアガイドデータによって記述されているコンテンツをユーザ
に示す他のタイプのコンテンツを含む、グラフィック画像を提供してもよい。グラフィッ
ク一覧のそれぞれはまた、一覧と関連付けられたコンテンツに関するさらなる情報を提供
するように、テキストを伴ってもよい。例えば、一覧５０８は、メディア部分５１４およ
びテキスト部分５１６を含む、１つより多くの部分を含んでもよい。メディア部分５１４
および／またはテキスト部分５１６は、コンテンツをフル画面で視聴するように、または
メディア部分５１４に表示されるコンテンツに関連する情報を閲覧するように（例えば、
ビデオが表示されるチャンネルの一覧を閲覧するように）、選択可能であってもよい。
【０１２１】
　表示５００中の一覧は、異なるサイズである（すなわち、一覧５０６は、一覧５０８、
５１０、および５１２より大きい）が、所望の場合、全一覧が同一のサイズであってもよ
い。一覧は、コンテンツプロバイダの所望に応じて、またはユーザ選好に基づいて、ユー
ザに関心の程度を示すように、または、あるコンテンツを強調するように、異なるサイズ
であるか、またはグラフィックが強調されてもよい。コンテンツ一覧をグラフィック的に
強調するための種々のシステムおよび方法は、例えば、全体として参照することにより本
明細書に組み込まれる、２００９年１１月１２日に出願されたＹａｔｅｓの米国特許出願
公開第２０１０／０１５３８８５号で議論されている。
【０１２２】
　ユーザは、そのユーザ機器デバイスのうちの１つまたはそれを上回るものから、コンテ
ンツ、メディアガイドアプリケーション（ならびに前述および後述で説明されるその表示
画面）にアクセスしてもよい（例えば、ヘッドアップディスプレイ１０２または頭部搭載
型ディスプレイ３０１）。図８は、例証的ユーザ機器デバイス６００の汎用実施形態を示
す。ユーザ機器デバイスのより具体的な実装は、図９に関連して以下で議論される。ユー
ザ機器デバイス６００は、入出力（以下「Ｉ／Ｏ」）パス６０２を介して、コンテンツお
よびデータを受信してもよい。Ｉ／Ｏパス６０２は、処理回路６０６および記憶装置６０
８を含む制御回路６０４に、コンテンツ（例えば、放送番組、オンデマンド番組、インタ
ーネットコンテンツ、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）または広域ネットワーク（
ＷＡＮ）を経由して利用可能なコンテンツ、および／または他のコンテンツ）およびデー
タを提供してもよい。制御回路６０４は、Ｉ／Ｏパス６０２を使用して、コマンド、要求
、および他の好適なデータを送受信するために使用されてもよい。Ｉ／Ｏパス６０２は、
制御回路６０４（具体的には、処理回路６０６）を１つまたはそれを上回る通信パス（以
下で説明される）に接続してもよい。Ｉ／Ｏ機能は、これらの通信パスのうちの１つまた
はそれを上回るものによって提供されてもよいが、図面が複雑になり過ぎることを回避す
るため、図８では単一パスとして示されている。
【０１２３】
　制御回路６０４は、処理回路６０６等の任意の好適な処理回路に基づいてもよい。本明
細書で参照されるように、処理回路とは、１つまたはそれを上回るマイクロプロセッサ、
マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ、プログラマブル論理デバイス、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等に
基づく回路を意味すると理解され、マルチコアプロセッサ（例えば、デュアルコア、クア
ドコア、ヘクサコア、または任意の好適な数のコア）またはスーパーコンピュータを含ん
でもよい。いくつかの実施形態では、処理回路は、複数の別個のプロセッサまたは処理ユ
ニット、例えば、複数の同一のタイプの処理ユニット（例えば、２つのＩｎｔｅｌ　Ｃｏ
ｒｅ　ｉ７プロセッサ）または複数の異なるプロセッサ（例えば、Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ
　ｉ５プロセッサおよびＩｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ７プロセッサ）にわたって分散されて
もよい。いくつかの実施形態では、制御回路６０４は、メモリ（すなわち、記憶装置６０
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８）内に記憶されるアプリケーションのための命令を実行する。具体的には、制御回路６
０４は、アプリケーションによって、前述および後述の機能を行うように命令されてもよ
い。例えば、アプリケーションは、制御回路６０４に、表示を生成するための命令を提供
してもよい。いくつかの実装では、制御回路６０４によって行われるいかなるアクション
も、メディアガイドアプリケーションから受信した命令に基づいてもよい。
【０１２４】
　クライアントサーバに基づく実施形態では、制御回路６０４は、ガイドアプリケーショ
ンサーバもしくは他のネットワークまたはサーバと通信するための好適な通信回路を含ん
でもよい。前述の機能性を実施するための命令は、ガイドアプリケーションサーバ上に記
憶されてもよい。通信回路は、ケーブルモデム、総合デジタル通信網（ＩＳＤＮ）モデム
、デジタルサブスクライバ回線（ＤＳＬ）モデム、電話モデム、イーサネット（登録商標
）カード、または他の機器との通信用無線モデム、または任意の他の好適な通信回路を含
んでもよい。そのような通信は、インターネットもしくは任意の他の好適な通信ネットワ
ークまたはパスを伴ってもよい（図９に関連してさらに詳細に説明される）。加えて、通
信回路は、ユーザ機器デバイスのピアツーピア通信、または相互から遠隔の場所にあるユ
ーザ機器デバイスの通信を可能にする回路を含んでもよい（以下でさらに詳細に説明され
る）。
【０１２５】
　メモリは、制御回路６０４の一部である、記憶装置６０８として提供される、電子記憶
デバイスであってもよい。本明細書で参照されるように、語句「電子記憶デバイス」また
は「記憶デバイス」とは、ランダム－アクセスメモリ、読取専用メモリ、ハードドライブ
、光学ドライブ、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）レコーダ、コンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）レコーダ、ＢＬＵ－ＲＡＹ（登録商標）ディスク（ＢＤ）レコーダ、ＢＬＵ－ＲＡＹ
（登録商標）　３Ｄディスクレコーダ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ、時として、パ
ーソナルビデオレコーダと呼ばれる場合もある、またはＰＶＲ）、固体デバイス、量子記
憶デバイス、ゲームコンソール、ゲームメディア、もしくは任意の他の好適な固定または
リムーバブル記憶デバイス、および／または任意のそれらの組み合わせ等の電子データ、
コンピュータソフトウェア、またはファームウェアを記憶するための任意のデバイスを意
味すると理解されたい。記憶装置６０８は、本明細書に説明される種々のタイプのコンテ
ンツ、ならびに前述のメディアガイドデータを記憶するために使用されてもよい。不揮発
性メモリもまた、使用されてもよい（例えば、ブートアップルーチンや他の命令を起動す
るために）。図９に関連して説明される、クラウドベースの記憶装置が、記憶装置６０８
を補完するために使用される、または記憶装置６０８の代わりに使用されてもよい。
【０１２６】
　制御回路６０４は、１つまたはそれを上回るアナログチューナ、１つまたはそれを上回
るＭＰＥＧ－２デコーダ、または他のデジタルデコード回路、高解像度チューナ、または
任意の他の好適な同調もしくはビデオ回路、もしくはそのような回路の組み合わせ等のビ
デオ生成回路および同調回路を含んでもよい。エンコード回路（例えば、記憶のために、
無線、アナログ、またはデジタル信号をＭＰＥＧ信号に変換するためのもの）もまた、提
供されてもよい。制御回路６０４はまた、コンテンツをユーザ機器６００の好ましい出力
形式に上方変換および下方変換するためのスケーリング回路を含んでもよい。回路６０４
はまた、デジタルおよびアナログ信号間で変換するためのデジタルからアナログへの変換
回路ならびにアナログからデジタルへの変換回路を含んでもよい。同調およびエンコード
回路は、コンテンツを受信して表示する、再生する、または録画するために、ユーザ機器
デバイスによって使用されてもよい。同調およびエンコード回路はまた、ガイドデータを
受信するために使用されてもよい。例えば、同調、ビデオ生成、エンコード、デコード、
暗号化、解読、スケーリング、およびアナログ／デジタル回路を含む、本明細書に説明さ
れる回路は、１つまたはそれを上回る汎用または特殊プロセッサ上で起動するソフトウェ
アを使用して実装されてもよい。複数のチューナが、同時同調機能に対処するように提供
されてもよい（例えば、視聴および録画機能、ピクチャインピクチャ（ＰＩＰ）機能、多
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重チューナ録画機能等）。記憶装置６０８が、ユーザ機器６００とは別のデバイスとして
提供される場合、同調およびエンコード回路（複数のチューナを含む）は、記憶装置６０
８と関連付けられてもよい。
【０１２７】
　ユーザは、ユーザ入力インターフェース６１０を使用して、命令を制御回路６０４に送
信してもよい。ユーザ入力インターフェース６１０は、リモートコントロール、マウス、
トラックボール、キーパッド、キーボード、タッチ画面、タッチパッド、スタイラス入力
、ジョイスティック、音声認識インターフェース、または他のユーザ入力インターフェー
ス等、任意の好適なユーザインターフェースであってもよい。ディスプレイ６１２は、独
立型デバイスとして提供されるか、またはユーザ機器デバイス６００の他の要素と統合し
てもよい。例えば、ディスプレイ６１２は、タッチスクリーンまたはタッチセンサ式表示
であってもよい。そのような状況では、ユーザ入力インターフェース６１０は、ディスプ
レイ６１２と統合される、または組み合わせられてもよい。ディスプレイ３１２は、モニ
タ、テレビ、モバイルデバイスのための液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、非晶質シリコンデ
ィスプレイ、低温ポリシリコンディスプレイ、電子インクディスプレイ、電気泳動ディス
プレイ、アクティブマトリクスディスプレイ、エレクトロウェッティングディスプレイ、
電気流体ディスプレイ、ブラウン管ディスプレイ、発光ダイオードディスプレイ、エレク
トロルミネセントディスプレイ、プラズマ表示パネル、高性能アドレッシングディスプレ
イ、薄膜トランジスタディスプレイ、有機発光ダイオードディスプレイ、表面伝導型電子
放出素子ディスプレイ（ＳＥＤ）、レーザテレビ、カーボンナノチューブ、量子ドットデ
ィスプレイ、干渉変調器ディスプレイ、または視覚的画像を表示するための任意の他の好
適な機器のうちの１つまたはそれを上回るものであってもよい。いくつかの実施形態では
、ディスプレイ６１２は、ＨＤＴＶ対応型であってもよい。いくつかの実施形態では、デ
ィスプレイ６１２は、３Ｄ表示であってもよく、双方向メディアガイドアプリケーション
および任意の好適なコンテンツは、３Ｄで表示されてもよい。ビデオカードまたはグラフ
ィックカードは、出力をディスプレイ６１２に生成してもよい。ビデオカードは、３Ｄシ
ーンおよび２Ｄグラフィックのレンダリング加速、ＭＰＥＧ－２／ＭＰＥＧ－４デコード
、ＴＶ出力、または複数のモニタを接続する能力等の種々の機能をもたらしてもよい。ビ
デオカードは、制御回路６０４に関連する前述の任意の処理回路であってもよい。ビデオ
カードは、制御回路６０４と統合されてもよい。スピーカ６１４は、ユーザ機器デバイス
６００の他の要素との統合として提供されてもよく、または独立型ユニットであってもよ
い。ディスプレイ６１２上に表示されるビデオおよび他のコンテンツのオーディオコンポ
ーネントは、スピーカ６１４を通して再生されてもよい。いくつかの実施形態では、音声
は、スピーカ６１４を介して音声を処理および出力する、受信機（図示せず）に配信され
てもよい。
【０１２８】
　ガイドアプリケーションは、任意の好適なアーキテクチャを使用して実装されてもよい
。例えば、それは、ユーザ機器デバイス６００上で完全に実装される、独立型アプリケー
ションであってもよい。そのようなアプローチでは、アプリケーションの命令は、ローカ
ルに記憶され（例えば、記憶装置６０８内）、アプリケーションによって使用するための
データは、周期的にダウンロードされる（例えば、帯域外フィードから、インターネット
リソースから、または別の好適なアプローチを使用して）。制御回路６０４は、記憶装置
６０８からアプリケーションの命令を読み出し、本明細書で議論される表示のいずれかを
生成するための命令を処理してもよい。処理された命令に基づいて、制御回路６０４は、
入力が入力インターフェース６１０から受信されるときに行うアクションを判定してもよ
い。例えば、表示上のカーソルの上／下への移動は、入力インターフェース６１０が上／
下ボタンが選択されたことを示すとき、処理された命令によって示されてもよい。
【０１２９】
　いくつかの実施形態では、メディアガイドアプリケーションは、クライアントサーバベ
ースのアプリケーションである。ユーザ機器デバイス６００上に実装される、シックまた
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はシンクライアントによって使用するためのデータは、ユーザ機器デバイス６００の遠隔
にあるサーバに要求を発行することによって、オンデマンドで読み出される。クライアン
トサーバベースのガイドアプリケーションの一実施例では、制御回路６０４は、遠隔サー
バによって提供されるウェブページを解釈する、ウェブブラウザを実行する。例えば、遠
隔サーバは、記憶デバイス内にアプリケーションのための命令を記憶してもよい。遠隔サ
ーバは、回路（例えば、制御回路６０４）を使用して、記憶された命令を処理し、前述お
よび後述の表示を生成してもよい。クライアントデバイスは、遠隔サーバによって生成さ
れる表示を受信してもよく、表示のコンテンツを機器デバイス６００上でローカルに表示
してもよい。このように、命令の処理は、サーバによって遠隔で行われる一方、結果とし
て生じる表示は、機器デバイス６００上にローカルに提供される。機器デバイス６００は
、入力インターフェース６１０を介して、ユーザからの入力を受信し、対応する表示を処
理および生成するために、それらの入力を遠隔サーバに伝送してもよい。例えば、機器デ
バイス６００は、上／下ボタンが入力インターフェース６１０を介して選択されたことを
示す、通信を遠隔サーバに伝送してもよい。遠隔サーバは、その入力に従って命令を処理
し、入力に対応するアプリケーションの表示を生成してもよい（例えば、カーソルを上／
下に移動させる表示）。生成された表示は、次いで、ユーザへの提示のために、機器デバ
イス６００に伝送される。
【０１３０】
　いくつかの実施形態では、メディアガイドアプリケーションは、インタープリタまたは
仮想マシン（制御回路６０４によって起動される）によって、ダウンロードされ、解釈ま
たは別様に起動される。いくつかの実施形態では、ガイドアプリケーションは、ＥＴＶバ
イナリ交換形式（ＥＴＶ　Ｂｉｎａｒｙ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ　Ｆｏｒｍａｔ／ＥＢ
ＩＦ）でエンコードされ、好適なフィードの一部として制御回路６０４によって受信され
、制御回路６０４上で起動するユーザエージェントによって解釈されてもよい。例えば、
ガイドアプリケーションは、ＥＢＩＦアプリケーションであってもよい。いくつかの実施
形態では、ガイドアプリケーションは、制御回路６０４によって実行されるローカル仮想
マシンまたは他の好適なミドルウェアによって受信および起動される、一連のＪＡＶＡ（
登録商標）ベースのファイルによって定義されてもよい。そのような実施形態のうちのい
くつか（例えば、ＭＰＥＧ－２または他のデジタルメディアエンコードスキームを採用す
るもの）では、ガイドアプリケーションは、例えば、番組のＭＰＥＧオーディオおよびビ
デオパケットを用いたＭＰＥＧ－２オブジェクトカルーセルにおいてエンコードおよび伝
送されてもよい。
【０１３１】
　制御回路６０４は、検出モジュール６１６を含む。検出モジュール６１６は、図１０－
１２に関連してさらに詳細に議論されるであろう。
【０１３２】
　図８のユーザ機器デバイス６００は、図９のシステム７００では、ユーザテレビ機器７
０２、ユーザコンピュータ機器７０４、無線ユーザ通信デバイス７０６、ヘッドアップデ
ィスプレイ（例えば、頭部搭載型３０１）または非携帯型ゲーム機等のコンテンツにアク
セスするために好適な任意の他のタイプのユーザ機器として実装することができる。簡単
にするために、これらのデバイスは、本明細書では総称して、ユーザ機器またはユーザ機
器デバイスと称されてもよく、前述のユーザ機器デバイスに実質的に類似してもよい。メ
ディアガイドアプリケーションが実装され得る、ユーザ機器デバイスは、独立型デバイス
として機能してもよく、またはデバイスのネットワークの一部であってもよい。デバイス
の種々のネットワーク構成が実装されてもよく、以下でさらに詳細に議論される。
【０１３３】
　図８に関連して前述のシステム特徴のうちの少なくともいくつかを利用する、ユーザ機
器デバイスは、単に、ユーザテレビ機器７０２、ユーザコンピュータ機器７０４、または
無線ユーザ通信デバイス７０６として分類されなくてもよい。例えば、ユーザテレビ機器
７０２は、いくつかのユーザコンピュータ機器７０４のように、インターネットコンテン
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ツへアクセスすることを可能にするインターネット対応型であってもよい一方で、ユーザ
コンピュータ機器７０４は、いくつかのテレビ機器７０２のように、テレビ番組へアクセ
スすることを可能にするチューナを含んでもよい。メディアガイドアプリケーションはま
た、種々の異なるタイプのユーザ機器上で同一レイアウトを有してもよく、またはユーザ
機器の表示能力に合わせられてもよい。例えば、ユーザコンピュータ機器７０４上では、
ガイドアプリケーションは、ウェブブラウザによってアクセスされるウェブサイトとして
提供されてもよい。別の実施例では、ガイドアプリケーションは、無線ユーザ通信デバイ
ス７０６用に縮小されてもよい。
【０１３４】
　システム７００では、典型的には、各タイプのユーザ機器デバイスが１つを上回って存
在するが、図面が複雑になり過ぎることを回避するように、それぞれ１つだけが図９に示
されている。加えて、各ユーザは、１つを上回るタイプのユーザ機器デバイスと、また、
各タイプのユーザ機器デバイスのうちの１つを上回るものとを利用してもよい。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、ユーザ機器デバイス（例えば、ユーザテレビ機器７０２、ユ
ーザコンピュータ機器７０４、無線ユーザ通信デバイス７０６）は、「第２の画面デバイ
ス」と称されてもよい。例えば、第２の画面デバイスは、第１のユーザ機器デバイス上に
提示されるコンテンツを補完してもよい。第２の画面デバイス上に提示されるコンテンツ
は、第１のデバイス上に提示されるコンテンツを補完する、任意の好適なコンテンツであ
ってもよい。いくつかの実施形態では、第２の画面デバイスは、第１のデバイスの設定お
よび表示選好を調節するためのインターフェースを提供する。いくつかの実施形態では、
第２の画面デバイスは、他の第２の画面デバイスと相互作用する、またはソーシャルネッ
トワークと相互作用するために構成される。第２の画面デバイスは、第１のデバイスと同
一の部屋内に、第１のデバイスと異なる部屋であるが同一の家または建物内に、もしくは
第１のデバイスと異なる建物内に位置することができる。
【０１３６】
　ユーザはまた、家庭内デバイスおよび遠隔デバイスにわたって一貫したメディアガイド
アプリケーション設定を維持するように、種々の設定を設定してもよい。設定は、本明細
書に説明される設定、ならびにお気に入りのチャンネルおよび番組、番組を推奨するため
にガイドアプリケーションが利用する番組選好、表示選好、および他の望ましいガイド設
定を含む。例えば、ユーザが、オフィスのパソコンで、例えば、ウェブサイトｗｗｗ．ａ
ｌｌｒｏｖｉ．ｃｏｍの上で、チャンネルをお気に入りとして設定した場合、所望に応じ
て、同一のチャンネルが、ユーザの家庭内デバイス（例えば、ユーザテレビ機器およびユ
ーザコンピュータ機器）、ならびにユーザのモバイルデバイス上でお気に入りとして表示
されるであろう。したがって、同一タイプのユーザ機器デバイスであるかまたは異なるタ
イプのユーザ機器デバイスであるかにかかわらず、１つのユーザ機器デバイス上で行われ
る変更は、別のユーザ機器デバイス上のガイド体験を変更することができる。加えて、行
われる変更は、ユーザによる設定入力、ならびにガイドアプリケーションによって監視さ
れるユーザ活動に基づいてもよい。
【０１３７】
　ユーザ機器デバイスは、通信ネットワーク７１４に結合されてもよい。すなわち、ユー
ザテレビ機器７０２、ユーザコンピュータ機器７０４、および無線ユーザ通信デバイス７
０６は、それぞれ、通信パス７０８、７１０、および７１２を介して、通信ネットワーク
７１４に結合される。通信ネットワーク７１４は、インターネット、携帯電話ネットワー
ク、モバイルボイスまたはデータネットワーク（例えば、４ＧまたはＬＴＥネットワーク
）、ケーブルネットワーク、公衆交換電話ネットワーク、または他のタイプの通信ネット
ワーク、もしくは通信ネットワークの組み合わせを含む、１つまたはそれを上回るネット
ワークであってもよい。パス７０８、７１０、７１２、および７１２は、別個または一緒
に、衛星パス、光ファイバパス、ケーブルパス、インターネット通信をサポートするパス
（例えば、ＩＰＴＶ）、フリースペース接続（例えば、放送または他の無線信号用）、も
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しくは任意の他の好適な有線または無線通信パス、もしくはそのようなパスの組み合わせ
等、１つまたはそれを上回る通信パスを含んでもよい。パス７１２は、図９に示された例
示的実施形態において、無線パスであることを示すように破線で描かれ、パス７０８およ
び７１０は、有線パスであることを示すように実線で描かれている（しかし、これらのパ
スは、所望に応じて、無線パスであってもよい）。ユーザ機器デバイスとの通信は、これ
らの通信パスのうちの１つまたはそれを上回るものによって提供されてもよいが、図９で
は、図面が複雑になり過ぎることを回避するように、単一パスとして示されている。
【０１３８】
　通信パスは、ユーザ機器デバイスの間には描かれていないが、これらのデバイスは、パ
ス７０８、７１０、および７１２に関連して上記で説明されるもの、ならびにＵＳＢケー
ブル、ＩＥＥＥ１３９４ケーブル、無線パス（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、赤外線、ＩＥＥＥ８０２－１１ｘ等）等の他の短距離ポイントツーポイント通信パス、
もしくは有線または無線パスを介した他の短距離通信等の通信パスを介して、相互に直接
通信してもよい。ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
　ＳＩＧ，　ＩＮＣ．によって所有される認証マークである。ユーザ機器デバイスはまた
、通信ネットワーク７１４を介した間接的パスを通して、直接相互に通信してもよい。
【０１３９】
　システム７００は、それぞれ、通信パス７２０および７２２を介して、通信ネットワー
ク７１４に結合される、コンテンツソース７１６およびメディアガイドデータソース７１
８を含む。パス７２０および７２２は、パス７０８、７１０、および７１２に関して上記
で説明される通信パスのうちのいずれかを含んでもよい。コンテンツソース７１６および
メディアガイドデータソース７１８との通信は、１つまたはそれを上回る通信パスを介し
て交信されてもよいが、図９では、図面が複雑になり過ぎることを回避するように、単一
パスとして示されている。加えて、コンテンツソース７１６およびメディアガイドデータ
ソース７１８のそれぞれが１つを上回ってあってもよいが、図９では、図面が複雑になり
過ぎることを回避するように、それぞれ１つだけが示されている。（これらのソースのそ
れぞれの異なるタイプを以下で議論する）。所望に応じて、コンテンツソース７１６およ
びメディアガイドデータソース７１８は、１つのソースデバイスとして統合されてもよい
。ソース７１６および７１８と、ユーザ機器デバイス７０２、７０４、および７０６との
間の通信は、通信ネットワーク７１４を通したものとして示されているが、いくつかの実
施形態では、ソース７１６および７１８は、パス７０８、７１０、および７１２に関連し
て上記で説明されるもの等の通信パス（図示せず）を介して、ユーザ機器デバイス７０２
、７０４、および７０６と直接通信してもよい。
【０１４０】
　コンテンツソース７１６は、テレビ配信施設、ケーブルシステムヘッドエンド、衛星配
信施設、番組ソース（例えば、ＮＢＣ、ＡＢＣ、ＨＢＯ等のテレビ放送会社）、中間配信
施設および／またはサーバ、インターネットプロバイダ、オンデマンドメディアサーバ、
および他のコンテンツプロバイダを含む、１つまたはそれを上回るタイプのコンテンツ配
信機器を含んでもよい。ＮＢＣは、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙ，　Ｉｎｃ．によって所有される商標であり、ＡＢＣは、Ａｍｅｒｉｃａｎ　
Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ，　ＩＮＣ．によって所有される商標であり
、ＨＢＯは、Ｈｏｍｅ　Ｂｏｘ　Ｏｆｆｉｃｅ，　Ｉｎｃ．によって所有される商標であ
る。コンテンツソース７１６は、コンテンツの発信元であってもよく（例えば、テレビ放
送会社、ウェブキャストプロバイダ等）、またはコンテンツの発信元でなくてもよい（例
えば、オンデマンドコンテンツプロバイダ、ダウンロード用放送番組のコンテンツのイン
ターネットプロバイダ等）。コンテンツソース７１６は、ケーブルソース、衛星プロバイ
ダ、オンデマンドプロバイダ、インターネットプロバイダ、オーバーザトップコンテンツ
プロバイダ、または他のコンテンツのプロバイダを含んでもよい。コンテンツソース７１
６はまた、ユーザ機器デバイスのうちのいずれかから遠隔の場所にある、異なるタイプの
コンテンツ（ユーザによって選択されるビデオコンテンツを含む）を記憶するために使用
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される、遠隔メディアサーバを含んでもよい。コンテンツの遠隔記憶のため、および遠隔
に記憶されたコンテンツをユーザ機器に提供するためのシステムおよび方法は、全体とし
て参照することにより本明細書に組み込まれる、２０１０年７月２０日出願のＥｌｌｉｓ
らの米国特許出願第７，７６１，８９２号に関連して、さらに詳細に議論されている。
【０１４１】
　メディアガイドデータソース７１８は、前述のメディアガイドデータ等のメディアガイ
ドデータを提供してもよい。メディアガイドデータは、任意の好適なアプローチを使用し
て、ユーザ機器デバイスに提供されてもよい。いくつかの実施形態では、ガイドアプリケ
ーションは、データフィード（例えば、継続フィードまたはトリクルフィード）を介して
、番組ガイドデータを受信する、独立型双方向テレビ番組ガイドであってもよい。番組ス
ケジューリングデータおよび他のガイドデータは、テレビチャンネルのサイドバンド上で
、帯域内デジタル信号を使用して、帯域外デジタル信号を使用して、または任意の他の好
適なデータ伝送技術によって、ユーザ機器に提供されてもよい。番組スケジューリングデ
ータおよび他のメディアガイドデータは、複数のアナログまたはデジタルテレビチャンネ
ル上でユーザ機器に提供されてもよい。
【０１４２】
いくつかの実施形態では、メディアガイドデータソース７１８からのガイドデータは、ク
ライアントサーバアプローチを使用して、ユーザの機器に提供されてもよい。例えば、ユ
ーザ機器デバイスは、メディアガイドデータをサーバからプルしてもよく、またはサーバ
は、メディアガイドデータをユーザ機器デバイスにプッシュしてもよい。いくつかの実施
形態では、ユーザの機器上に常駐するガイドアプリケーションクライアントは、必要に応
じて、例えば、ガイドデータが、古くなっているとき、またはユーザ機器デバイスが、デ
ータを受信する要求をユーザから受信するとき、ソース７１８とセッションを開始し、ガ
イドデータを取得してもよい。メディアガイドは、任意の好適な頻度で（例えば、継続的
に、毎日、ユーザ指定期間で、システム指定期間で、ユーザ機器からの要求に応答して等
）ユーザ機器に提供されてもよい。メディアガイドデータソース７１８は、ユーザ機器デ
バイス７０２、７０４、および７０６に、メディアガイドアプリケーション自体、または
メディアガイドアプリケーションのソフトウェア更新を提供してもよい。
【０１４３】
　いくつかの実施形態では、メディアガイドデータは、視聴者データを含んでもよい。例
えば、視聴者データは、現在および／または履歴ユーザアクティビティ情報（例えば、ユ
ーザが典型的に見るコンテンツ、ユーザがコンテンツを見る時刻、ユーザがソーシャルネ
ットワークと相互作用するかどうか、ユーザがソーシャルネットワークと相互作用し、情
報をポストする時間、ユーザが典型的に見るコンテンツのタイプ（例えば、有料ＴＶまた
は無料ＴＶ）、気分、脳の活動情報等）を含んでもよい。メディアガイドデータはまた、
サブスクリプションデータを含んでもよい。例えば、サブスクリプションデータは、所与
のユーザがサブスクライブするソースまたはサービスおよび／または所与のユーザが以前
にサブスクライブしていたが、後にアクセスを打ち切ったソースまたはサービスを識別し
てもよい（例えば、ユーザがプレミアムチャンネルにサブスクライブしているかどうか、
ユーザがプレミアムレベルのサービスを追加したかどうか、ユーザがインターネット速度
を加速させたかどうか）。いくつかの実施形態では、視聴者データおよび／またはサブス
クリプションデータは、１年を上回る期間の間の所与のユーザのパターンを識別してもよ
い。メディアガイドデータは、所与のユーザがサービス／ソースへのアクセスを打ち切る
であろう可能性を示すスコアを生成するために使用される、モデル（例えば、残存者モデ
ル）を含んでもよい。例えば、メディアガイドアプリケーションは、サブスクリプション
データと、所与のユーザが特定のサービスまたはソースへのアクセスを打ち切るであろう
かどうかの可能性を示す、値またはスコアを生成するためのモデルを併用して、視聴者デ
ータを処理してもよい。特に、より高いスコアは、ユーザが特定のサービスまたはソース
へのアクセスを打ち切るであろう、より高いレベルの信頼性を示し得る。スコアに基づい
て、メディアガイドアプリケーションは、ユーザがアクセスを打ち切る可能性が高いであ
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ろうものとしてスコアによって示される特定のサービスまたはソースをユーザが維持する
ように勧誘する宣伝および広告を生成してもよい。
【０１４４】
　メディアガイドアプリケーションは、例えば、ユーザ機器デバイス上に実装される独立
型アプリケーションであってもよい。例えば、メディアガイドアプリケーションは、記憶
装置６０８内に記憶され、ユーザ機器デバイス６００の制御回路６０４によって実行され
得る、ソフトウェアまたは実行可能命令のセットとして実装されてもよい。いくつかの実
施形態では、メディアガイドアプリケーションは、クライアント－サーバアプリケーショ
ンであってもよく、その場合、クライアントアプリケーションのみ、ユーザ機器デバイス
上に常駐し、サーバアプリケーションは、遠隔サーバ上に常駐する。例えば、メディアガ
イドアプリケーションは、部分的に、ユーザ機器デバイス６００の制御回路６０４上のク
ライアントアプリケーションとして、および部分的に遠隔サーバ上で、遠隔サーバの制御
回路上で起動するサーバアプリケーションとして（例えば、メディアガイドデータソース
７１８）、実装されてもよい。遠隔サーバの制御回路（メディアガイドデータソース７１
８等）によって実行されると、メディアガイドアプリケーションは、制御回路に、ガイド
アプリケーション表示を生成し、生成された表示をユーザ機器デバイスに伝送するように
命令してもよい。サーバアプリケーションは、メディアガイドデータソース７１８の制御
回路に、ユーザ機器上での記憶のためのデータを伝送するように命令してもよい。クライ
アントアプリケーションは、受信用ユーザ機器の制御回路に、ガイドアプリケーション表
示を生成するように命令してもよい。
【０１４５】
　ユーザ機器デバイス７０２、７０４、および７０６に配信されるコンテンツならびに／
またはメディアガイドデータは、オーバーザトップ（ＯＴＴ）コンテンツであってもよい
。ＯＴＴコンテンツ配信は、前述の任意のユーザ機器デバイスを含む、インターネット対
応型ユーザデバイスが、ケーブルまたは衛星接続を経由して受信されるコンテンツに加え
、前述の任意のコンテンツを含む、インターネットを経由して転送されるコンテンツを受
信することを可能にする。ＯＴＴコンテンツは、インターネットサービスプロバイダ（Ｉ
ＳＰ）によって提供されるインターネット接続を介して配信されるが、第三者も、コンテ
ンツを配信する。ＩＳＰは、視聴能力、著作権、またはコンテンツの再配信に関与してい
なくてもよく、ＯＴＴコンテンツプロバイダによって提供されるＩＰパケットのみ転送し
てもよい。ＯＴＴコンテンツプロバイダの実施例として、ＩＰパケットを介して、オーデ
ィオおよびビデオを提供する、ＹＯＵＴＵＢＥ（登録商標）、ＮＥＴＦＬＩＸ、およびＨ
ＵＬＵが挙げられる。Ｙｏｕｔｕｂｅは、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｉｎｃ．によって所有される商
標であり、Ｎｅｔｆｌｉｘは、Ｎｅｔｆｌｉｘ，　Ｉｎｃ．によって所有される商標であ
り、Ｈｕｌｕは、Ｈｕｌｕ，　ＬＬＣ．によって所有される商標である。ＯＴＴコンテン
ツプロバイダは、加えて、または代替として、前述のメディアガイドデータを提供しても
よい。コンテンツおよび／またはメディアガイドデータに加え、ＯＴＴコンテンツのプロ
バイダは、メディアガイドアプリケーション（例えば、ウェブベースのアプリケーション
またはクラウドベースのアプリケーション）を配信することができ、またはコンテンツは
、ユーザ機器デバイス上に記憶されるメディアガイドアプリケーションによって表示され
ることができる。
【０１４６】
　メディアガイドシステム７００は、いくつかのアプローチまたはネットワーク構成を例
証することを意図しており、これによって、ユーザ機器デバイスならびにコンテンツおよ
びガイドデータのソースは、コンテンツにアクセスし、メディアガイドを提供する目的で
、相互に通信してもよい。本明細書に説明される実施形態は、これらのアプローチの任意
の１つまたは一部において、もしくはコンテンツを配信し、メディアガイドを提供するた
めの他のアプローチを採用するシステムにおいて、適用されてもよい。以下の４つのアプ
ローチは、図９の汎用実施例の具体的例証を提供する。
【０１４７】
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　あるアプローチでは、ユーザ機器デバイスは、ホームネットワーク内で相互に通信して
もよい。ユーザ機器デバイスは、上記で説明される短距離ポイントツーポイント通信方式
を介して、ホームネットワーク上に提供されるハブまたは他の類似デバイスを通した間接
パスを介して、もしくは通信ネットワーク７１４を介して、直接相互に通信することがで
きる。１つの家庭内の複数の個人のそれぞれが、ホームネットワーク上の異なるユーザ機
器デバイスを操作してもよい。結果として、種々のメディアガイド情報または設定が、異
なるユーザ機器デバイス間で伝達されることが望ましくてもよい。例えば、２００５年７
月１１日出願のＥｌｌｉｓらの米国特許公開第２００５／０２５１８２７号でさらに詳細
に説明されているように、ホームネットワーク内の異なるユーザ機器デバイス上で、ユー
ザが一貫したメディアガイドアプリケーション設定を維持することが望ましくてもよい。
ホームネットワーク内の異なるタイプのユーザ機器デバイスがまた、相互に通信し、コン
テンツを伝送してもよい。例えば、ユーザは、ユーザコンピュータ機器から携帯用ビデオ
プレーヤまたは携帯用音楽プレーヤにコンテンツを伝送してもよい。
【０１４８】
　第２のアプローチでは、ユーザは、複数のタイプのユーザ機器を有してもよく、これに
よって、コンテンツにアクセスし、メディアガイドを取得する。例えば、一部のユーザは
、家庭内およびモバイルデバイスによってアクセスされる、ホームネットワークを有して
もよい。ユーザは、遠隔デバイス上に実装されるメディアガイドアプリケーションを介し
て、家庭内デバイスを制御してもよい。例えば、ユーザは、オフィスのパーソナルコンピ
ュータ、もしくはＰＤＡまたはウェブ対応携帯電話等のモバイルデバイスを介して、ウェ
ブサイト上のオンラインメディアガイドアプリケーションにアクセスしてもよい。ユーザ
は、オンラインガイドアプリケーション上で種々の設定（例えば、録画、リマインダ、ま
たは他の設定）を設定して、ユーザの家庭内機器を制御してもよい。オンラインガイドは
、直接、またはユーザの家庭内機器上のメディアガイドアプリケーションと通信すること
によって、ユーザの機器を制御してもよい。ユーザ機器デバイスが相互から遠隔の場所に
ある、ユーザ機器デバイスの通信のための種々のシステムおよび方法は、例えば、その全
体を参照することにより本明細書に組み込まれる、Ｅｌｌｉｓらの２０１１年１０月２５
日発行の米国特許第８，０４６，８０１号で議論されている。
【０１４９】
　第３のアプローチでは、家庭内外のユーザ機器デバイスのユーザは、コンテンツソース
７１６と直接通信し、コンテンツにアクセスするために、そのメディアガイドアプリケー
ションを使用することができる。具体的には、家庭内では、ユーザテレビ機器７０２およ
びユーザコンピュータ機器７０４のユーザは、メディアガイドアプリケーションにアクセ
スし、所望のコンテンツ間をナビゲートし、それを特定してもよい。ユーザはまた、無線
ユーザ通信デバイス７０６を使用して、家庭外のメディアガイドアプリケーションにアク
セスし、所望のコンテンツ間をナビゲートし、それを特定してもよい。
【０１５０】
　第４のアプローチでは、ユーザ機器デバイスは、クラウドコンピューティング環境内で
操作し、クラウドサービスにアクセスしてもよい。クラウドコンピューティング環境では
、コンテンツ共有、記憶、または配信のための種々のタイプのコンピューティングサービ
ス（例えば、ビデオ共有サイトまたはソーシャルネットワーキングサイト）が、「クラウ
ド」と称される、ネットワーク－アクセス可能コンピューティングおよび記憶リソースの
集合によって提供される。例えば、クラウドは、ネットワークを介して接続される、種々
のタイプのユーザおよびデバイスにクラウドベースのサービス、例えば、通信ネットワー
ク７１４を介したインターネットを提供する、中央または分散場所に位置し得る、サーバ
コンピューティングデバイスの集合を含むことができる。これらのクラウドリソースは、
１つまたはそれを上回るコンテンツソース７１６および１つまたはそれを上回るメディア
ガイドデータソース７１８を含んでもよい。加えて、または代替として、遠隔コンピュー
ティングサイトは、ユーザテレビ機器７０２、ユーザコンピュータ機器７０４、および無
線ユーザ通信デバイス７０６等の他のユーザ機器デバイスを含んでもよい。例えば、他の
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ユーザ機器デバイスは、ビデオの記憶されたコピーまたはストリーミングされたビデオへ
のアクセスを提供してもよい。そのような実施形態では、ユーザ機器デバイスは、中心サ
ーバと通信せずに、ピアツーピア様式で操作してもよい。
【０１５１】
　クラウドは、ユーザ機器デバイスのために、他の実施例の中でもとりわけ、コンテンツ
記憶、コンテンツ共有、またはソーシャルネットワーキングサービス等のサービスへのア
クセス、ならびに前述の任意のコンテンツへのアクセスを提供する。サービスは、クラウ
ドコンピューティングサービスプロバイダを通して、またはオンラインサービスの他のプ
ロバイダを通して、クラウド内で提供されることができる。例えば、クラウドベースのサ
ービスは、コンテンツ記憶サービス、コンテンツ共有サイト、ソーシャルネットワーキン
グサイト、または他のサービスを含むことができ、それを介して、ユーザ供給コンテンツ
は、接続されたデバイス上の他者によって視聴するために配信される。これらのクラウド
ベースのサービスは、ユーザ機器デバイスが、コンテンツをローカルに記憶し、ローカル
に記憶されたコンテンツにアクセスするのではなく、コンテンツをクラウドに記憶し、コ
ンテンツをクラウドから受信することを可能にしてもよい。
【０１５２】
　ユーザは、カムコーダ、ビデオモード付きデジタルカメラ、オーディオレコーダ、携帯
電話、およびハンドヘルドコンピューティングデバイス等の種々のコンテンツ捕捉デバイ
スを使用して、コンテンツを録画してもよい。ユーザは、直接、例えば、ユーザコンピュ
ータ機器７０４から、またはコンテンツ捕捉特徴を有する、無線ユーザ通信デバイス７０
６からのいずれかにおいて、クラウド上のコンテンツ記憶サービスにコンテンツをアップ
ロードすることができる。代替として、ユーザは、最初に、コンテンツをユーザコンピュ
ータ機器７０４等のユーザ機器デバイスに転送することができる。コンテンツを記憶する
ユーザ機器デバイスは、通信ネットワーク７１４上のデータ伝送サービスを使用して、コ
ンテンツをクラウドにアップロードする。いくつかの実施形態では、ユーザ機器デバイス
自体が、クラウドリソースであって、他のユーザ機器デバイスが、直接、ユーザがコンテ
ンツを記憶したユーザ機器デバイスから、コンテンツにアクセスすることができる。
【０１５３】
　クラウドリソースは、例えば、ウェブブラウザ、メディアガイドアプリケーション、デ
スクトップアプリケーション、モバイルアプリケーション、および／またはそれらのアク
セスアプリケーションの任意の組み合わせを使用して、ユーザ機器デバイスによってアク
セスされてもよい。ユーザ機器デバイスは、アプリケーション配信のために、クラウドコ
ンピューティングに依拠する、クラウドクライアントであってもよく、またはユーザ機器
デバイスは、クラウドリソースにアクセスせずに、いくつかの機能性を有してもよい。例
えば、ユーザ機器デバイス上で起動するいくつかのアプリケーションは、クラウドアプリ
ケーション、すなわち、インターネットを経由して、サービスとして配信されるアプリケ
ーションであってもよい一方、他のアプリケーションは、ユーザ機器デバイス上に記憶さ
れ、起動されてもよい。いくつかの実施形態では、ユーザデバイスは、コンテンツを複数
のクラウドリソースから同時に受信してもよい。例えば、ユーザデバイスは、オーディオ
を１つのクラウドリソースからストリーミングする一方、コンテンツを第２のクラウドリ
ソースからダウンロードすることができる。または、ユーザデバイスは、より効率的ダウ
ンロードのために、コンテンツを複数のクラウドリソースからダウンロードすることがで
きる。いくつかの実施形態では、ユーザ機器デバイスは、図８に関連して説明される処理
回路によって行われる処理操作等の処理操作のために、クラウドリソースを使用すること
ができる。
【０１５４】
　本明細書で参照されるように、用語「～に応答して」は、「～の結果として開始される
」ことを指す。例えば、第２のアクションに応答して行われている第１のアクションは、
第１のアクションと第２のアクションとの間に介在ステップを含んでもよい。本明細書で
参照されるように、用語「～に直接応答して」は、「～によって引き起こされる」ことを
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指す。例えば、第２のアクションに直接応答して行われている第１のアクションは、第１
のアクションと第２のアクションとの間に介在ステップを含まなくてもよい。
【０１５５】
　図１０は、本開示のいくつかの実施形態による、アクセスされ得る、検出モジュール６
１６の１つのコンポーネントの例証的実施例である。図１０は、ユーザ８０８の視線位置
の中心を識別するために使用され得る、視線点検出コンポーネント８００を示す。
【０１５６】
　視線点検出コンポーネント８００は、プロセッサ８０２と、光源８０４と、光学センサ
８０６とを含む。光源８０４は、ユーザ８０８の少なくとも片眼に到達する、光を伝送し
、光学センサ８０６は、ユーザ８０８に指向され、反射された光を感知する。光学センサ
８０６は、収集されたデータをプロセッサ８０２に伝送し、光学センサ８０６から受信さ
れたデータに基づいて、プロセッサ８０２は、ユーザ８０８の視線点を判定する。
【０１５７】
　プロセッサ８０２は、１つまたはそれを上回る光源８０４および１つまたはそれを上回
る光学センサ８０６と単一デバイス内で統合されてもよい。加えて、または代替として、
１つの光源８０４は、光をユーザ８０８の両眼に伝送してもよい。加えて、または代替と
して、１つの光源８０４は、光をユーザ８０８の片眼に伝送してもよく、別の光源８０４
は、光をユーザ８０８の他眼に伝送してもよい。加えて、または代替として、１つまたは
それを上回る光源８０４および１つまたはそれを上回る光学センサ８０６は、プロセッサ
８０２と別個に格納され、プロセッサ８０２と無線または有線通信してもよい。プロセッ
サ８０２、光源８０４、および光学センサ８０６のうちの１つまたはそれを上回るものは
、ユーザ機器デバイス６００の中に統合されてもよい。
【０１５８】
　プロセッサ８０２は、上記に説明される処理回路６０６に類似してもよい。いくつかの
実施形態では、プロセッサ８０２は、処理回路６０６であってもよく、処理回路６０６は
、光源８０４および光学センサ８０６と通信する。他の実施形態では、プロセッサ８０２
は、処理回路６０６と別個であるが、随意に、それと通信してもよい。
【０１５９】
　光源８０４は、光を１人またはそれを上回るユーザの一方または両方の眼に伝送する。
光源８０４は、例えば、赤外線（ＩＲ）光、近赤外線光、または可視光を放出してもよい
。光源８０４によって放出される光は、コリメートまたは非コリメートされてもよい。光
は、ユーザの眼内で反射され、例えば、角膜の外側表面からの反射（すなわち、第１のプ
ルキンエ像）、角膜の内側表面からの反射（すなわち、第２のプルキンエ像）、水晶体の
外側（前方）表面からの反射（すなわち、第３のプルキンエ像）、および／または水晶体
の内側（後方）表面からの反射（すなわち、第４のプルキンエ像）を形成する。
【０１６０】
　光学センサ８０６は、１人またはそれを上回るユーザの眼の一方または両方の画像また
は一連の画像等の視覚的情報を収集する。光学センサ８０６は、収集された画像をプロセ
ッサ８０２に伝送し、これは、受信された画像を処理し、１人またはそれを上回るユーザ
の一方または両方の眼の閃光の場所（すなわち、角膜反射）および／または他の反射を検
出する。プロセッサ８０２はまた、１人またはそれを上回るユーザの一方または両方の眼
の瞳孔の場所を判定してもよい。眼毎に、プロセッサ８０２は、瞳孔の場所と閃光および
／または他の反射の場所を比較し、各眼の視線点を判定してもよい。プロセッサ８０２は
また、ディスプレイ６１２に対する１つまたはそれを上回る光源８０４の場所および／ま
たは１つまたはそれを上回る光学センサ８０６の場所を記述する情報を記憶する、または
得てもよい。本情報を使用して、プロセッサ８０２は、ディスプレイ６１２に対するユー
ザ８０８の各眼の視線点を判定してもよい。プロセッサ８０２は、ユーザ８０８の各眼の
視線点間の中央点を計算し、ユーザ８０８の視線位置の中心を判定してもよい。プロセッ
サ８０２は、ユーザ８０８の現在の視線位置の中心と以前に記憶された（例えば、記憶装
置６０８内に）ユーザ８０８の視線位置の中心を比較し、ユーザ８０８の視線の中心が移
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動したことを判定してもよい。
【０１６１】
　いくつかの実施形態では、視線点検出コンポーネント８００は、ユーザの頭部の位置が
固定または比較的に安定している場合、最良に機能する。他の実施形態では、視線点検出
コンポーネント８００は、ユーザの頭部移動を考慮するように構成され、これは、ユーザ
の頭部が特定の位置に固定される場合よりユーザの自然な視認体験を可能にする。
【０１６２】
　ユーザの頭部移動を考慮する、いくつかの実施形態では、視線点検出コンポーネント８
００は、２つまたはそれを上回る光学センサ８０６を含む。例えば、２つのカメラは、ユ
ーザの片眼または両眼の３Ｄ位置を得るための立体視システムを形成するように配列され
てもよい。これは、プロセッサ８０２が、ユーザの視線点を判定するとき、頭部移動を補
償することを可能にする。２つまたはそれを上回る光学センサ８０６は、単一ユニットの
一部であってもよい、または別個のユニットであってもよい。例えば、ユーザ機器デバイ
ス６００は、光学センサ８０６として使用される２つのカメラを含んでもよい、またはユ
ーザ機器デバイス６００と通信する視線点検出コンポーネント８００は、２つの光学セン
サ８０６を含んでもよい。他の実施形態では、ユーザ機器デバイス６００および視線点検
出コンポーネント８００はそれぞれ、光学センサを含んでもよく、プロセッサ８０２は、
画像データをユーザ機器デバイス６００の光学センサおよび視線点検出コンポーネント８
００の光学センサから受信する。プロセッサ８０２は、ディスプレイ６１２および／また
は相互に対する光学センサ８０６の場所を識別するデータを受信し、視線点を判定すると
き、本情報を使用してもよい。
【０１６３】
　ユーザの頭部移動を考慮する、他の実施形態では、視線点検出コンポーネント８００は
、複数の閃光を生成するための２つまたはそれを上回る光源を含む。例えば、２つの光源
８０４は、閃光を眼の異なる場所に作成してもよい。２つの閃光に関する情報を有するこ
とは、プロセッサが、ユーザの眼または複数の眼の３Ｄ位置を判定することを可能にし、
プロセッサ８０２が、頭部移動を補償することを可能にする。プロセッサ８０２はまた、
ディスプレイ６１２および／または相互に対する光源８０４の場所を識別するデータを受
信し、視線点を判定するとき、本情報を使用してもよい。
【０１６４】
　いくつかの実施形態では、視線点検出コンポーネント８００は、ユーザの視力障害を考
慮するように構成される。例えば、ユーザ８０８の片眼が失明している場合、視線点検出
コンポーネント８００は、光をその眼に伝送せず、その眼上の視線の中心のその判定に基
づかなくてもよい。例えば、ユーザ８０８の左眼が失明している場合、視線の中心は、右
眼の視線点であると判定されてもよい。別の実施例として、ユーザ８０８が、弱視を有す
る場合、視線点検出コンポーネント８００は、光をその眼に伝送せず、その眼上の視線の
中心のその判定に基づかなくてもよい。別の実施例として、ユーザ８０８は、弱視の左眼
を有し、ユーザの左眼８０８の移動が検出される場合、視線点検出コンポーネント８００
は、その移動を無視するように構成されてもよい。
【０１６５】
　いくつかの実施形態では、光源を利用しない、他のタイプの視線点検出コンポーネント
が、使用されてもよい。例えば、光学センサ８０６およびプロセッサ８０２は、網膜血管
またはユーザの眼の内側もしくは表面上の他の特徴等、ユーザの眼の他の特徴を追跡し、
眼が回転するにつれて、これらの特徴に追従してもよい。前述されていない、１人または
それを上回るユーザの視線点を判定するための任意の他の機器または方法が、視線点検出
コンポーネント８００の前述の実施形態に加え、またはその代わりに、使用されてもよい
。
【０１６６】
　視線点検出コンポーネント８００は、検出モジュール６１６の中に組み込まれる、また
はそれによってアクセス可能であり得る、１つのタイプのコンポーネントにすぎないこと
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に留意されたい。他のタイプのデータ（例えば、ビデオ、オーディオ、テキスト等）を生
成し得る、他のタイプのコンポーネントも、完全に本開示の境界内にある。
【０１６７】
　図１１は、本開示のいくつかの実施形態による、アクセスされ得る、検出モジュール６
１６の１つのコンポーネントの別の例証的実施例である。図１１は、ユーザ９０８の頭部
の移動を検出するために使用され得る、頭部移動検出コンポーネント９００を示す。頭部
移動検出コンポーネント９００は、プロセッサ９０２と、加速度計９０４とを含む。加速
度計９０４は、ユーザの頭部に物理的に結合される。例えば、ユーザ機器デバイス６００
が、ユーザ９０８の頭部に物理的に結合される頭部搭載型ディスプレイ（例えば、図５の
頭部搭載型ディスプレイ３０１）である場合、加速度計９０４は、頭部搭載型ディスプレ
イ内に含まれてもよい。加速度計９０４は、１次元、２次元、または３次元におけるその
独自の加速を検出可能であってもよい。加速度計９０４は、容量加速度計、圧電加速度計
、微小電気機械（ＭＥＭＳ）加速度計、または任意の他のタイプの加速度計であってもよ
い。
【０１６８】
　プロセッサ９０２は、１つまたはそれを上回る加速度計９０４と単一デバイス内で統合
されてもよい。加えて、または代替として、１つまたはそれを上回る加速度計９０４は、
プロセッサ９０２と別個に格納され、プロセッサ９０２と無線または有線通信してもよい
。プロセッサ９０２および加速度計９０４のうちの１つまたはそれを上回るものは、ユー
ザ機器デバイス６００の中に統合されてもよい。
【０１６９】
　プロセッサ９０２は、上記に説明される処理回路６０６に類似してもよい。いくつかの
実施形態では、プロセッサ９０２は、処理回路６０６であってもよく、処理回路６０６は
、加速度計９０４と通信する。他の実施形態では、プロセッサ９０２は、処理回路９０６
と別個であるが、随意に、それと通信してもよい。
【０１７０】
　ユーザの頭部が、ある方向に移動または回転する場合、加速度計９０４は、加速を検出
し、ユーザの頭部がその方向にある時間量にわたって加速していることの出力をプロセッ
サ９０２に伝送するであろう。加えて、加速度計９０４は、ユーザの頭部がある加速大き
さを伴って加速していることの出力をプロセッサ９０２に伝送してもよい。
【０１７１】
　プロセッサ９０２は、ディスプレイ６１２に対する１つまたはそれを上回る加速度計９
０４の場所を記述する情報を記憶する、または得てもよい。本情報ならびに加速度計９０
４から受信されたユーザの頭部の加速の方向、持続時間、および大きさについての情報を
使用して、プロセッサ９０２は、ディスプレイ６１２に対するユーザ９０８の頭部の新し
い位置を判定してもよい。プロセッサ９０２は、ユーザ９０８の眼に対する１つまたはそ
れを上回る加速度計９０４の場所を記述する情報を記憶する、または得てもよい。ユーザ
９０８が真っすぐに見ていると仮定すると、プロセッサ９０２は、本情報ならびにユーザ
９０８の頭部の新しい位置についての情報を使用して、ユーザ９０８の視線の中心が、移
動したことを検出し、ユーザ９０８の新しい視線位置の中心を判定してもよい。
【０１７２】
　加速度計９０４は、上向き、前方、および下向きに連続したユーザの頭部の移動を検出
することによって、ユーザの歩みを検出するように構成されてもよい。いくつかの実施形
態では、加速度計９０４は、較正データを使用して、ユーザの歩みを検出するように構成
される。そのような実施形態では、ユーザは、歩みを行ってもよく、加速度計９０４は、
歩みの間の加速方向、大きさ、およびタイミング等度のパラメータを保存してもよい。こ
れらのパラメータに実質的に合致する将来的移動は、加速度計９０４によって歩みとして
識別され得る。
【０１７３】
　加速度計９０４は、プロセッサ９０２に、歩みの検出に応答して、ユーザが歩みを行っ
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たことを出力してもよい。プロセッサ９０２は、加速度計９０４の出力に基づいて、ユー
ザが全身移動を行ったことを判定してもよい。いくつかの実施形態では、第１の歩みの検
出に応答して、制御回路６０４は、図３－４に関連して説明されるように、表示のために
、付加的コンテンツ（例えば、付加的コンテンツ２２２）をユーザの視野の前景面積に対
応する仮想現実環境（例えば、仮想現実環境１０４）の部分に生成する。いくつかの実施
形態では、第２の歩みの検出に応答して、制御回路６０４は、付加的コンテンツのサイズ
を拡大する。いくつかの実施形態では、第２の歩みの検出に応答して、制御回路６０４は
、主要コンテンツの不透明度を減少させるステップおよび付加的コンテンツの不透明度を
増加させるステップのうちの少なくとも１つを行う。これらの特徴は、例えば、ユーザが
、全身移動を行う間、付加的コンテンツにより多く合焦し、主要コンテンツにあまり合焦
しないことを所望する場合、有益であり得る。
【０１７４】
　加速度計９０４が、ユーザ９０８の頭部の実質的加速を検出しない場合、加速度計９０
４は、プロセッサ９０２に、ユーザが実質的に定常であることを出力してもよい。いくつ
かの実装では、ユーザが実質的に定常であることの検出に応答して、制御回路６０４は、
表示のために、付加的コンテンツをユーザの視野の前景面積ではないディスプレイの部分
に生成する。
【０１７５】
　頭部移動検出コンポーネント９００は、検出モジュール６１６の中に組み込まれる、ま
たはそれによってアクセス可能であり得る、１つのタイプのコンポーネントにすぎないこ
とに留意されたい。他のタイプのデータ（例えば、ビデオ、オーディオ、テキスト等）を
生成し得る、他のタイプのコンポーネントも、完全に本開示の境界内である。
【０１７６】
　図１２は、本開示のいくつかの実施形態による、アクセスされ得る、検出モジュール６
１６の１つのコンポーネントの別の例証的実施例である。図１２は、ユーザの物理的周囲
のビデオの変化を検出することによって、ユーザ１００８の移動を検出するために使用さ
れ得る、移動検出コンポーネント１０００を示す。移動検出コンポーネント１０００は、
プロセッサ１００２と、カメラ１００４とを含む。カメラ１００４は、ユーザ１００８に
物理的に結合される。例えば、カメラ１００４は、ユーザ１００８の頭部に結合されても
よい。カメラ１００４は、頭部搭載型ディスプレイ（例えば、カメラ３１７）内に含まれ
る携帯電話のカメラであってもよい。
【０１７７】
　カメラ１００４は、ユーザの物理的周囲の画像品質および／またはビデオを捕捉し、捕
捉された画像／ビデオを比較し、ユーザの移動を検出するように構成される。例えば、図
１２に図示されるように、カメラ１００４は、ユーザの物理的周囲のビデオ内のフレーム
１００６を捕捉し、次いで、ユーザの物理的周囲のビデオ内のフレーム１００８を捕捉す
る。プロセッサ１００２は、フレーム１００６とフレーム１００８を比較し、ユーザの物
理的周囲のビデオの変化を検出するように構成される。図１２では、プロセッサ１００２
は、ユーザ１００８が右に移動したことを判定するであろう。本判定に応答して、プロセ
ッサ１００２は、ユーザの視線の中心が変化したことを判定してもよい。加えて、または
代替として、本判定に応答して、プロセッサ１００２は、ユーザが全身移動を行っている
ことを判定してもよい。
【０１７８】
　いくつかの実施形態では、ユーザの物理的周囲の出来事（例えば、別の人物がユーザが
位置する部屋の中に入って来る、別の人物がユーザが位置する家のドアをノックしている
、何らかの危険がユーザの近傍で生じている等）が、検出されてもよい。例えば、移動検
出コンポーネント１０００は、ユーザの物理的周囲のビデオの複数のフレームを捕捉し、
複数のフレームを比較し、変化を検出することによって、ユーザの物理的周囲内の出来事
を検出するように構成されてもよい。ユーザの物理的周囲内の出来事の検出に応答して、
ユーザ入力インターフェース６１０は、ユーザに、出来事に関する情報を提示してもよい



(53) JP 6968800 B2 2021.11.17

10

20

30

40

50

。例えば、ユーザ入力インターフェース６１０は、スピーカ６１４を通して、出来事を示
す音を出力してもよい、またはユーザ入力インターフェース６１０は、ディスプレイ６１
２上に、出来事を示すテキストを出力してもよい。出来事のインジケーションは、ユーザ
に出来事を知らせる陳述、例えば、「誰かが部屋の中に入って来ました」と述べる、テキ
ストまたは音であってもよい。いくつかの実施形態では、ユーザ入力インターフェース６
１０は、ユーザに、出来事に反応するオプションを提示するように構成される（例えば、
スピーカ６１４またはディスプレイ６１２を通して）。例えば、出来事が、ドアのノック
である場合、ユーザ入力インターフェース６１０は、ユーザに、ドアを自動的に開放する
オプションを提示してもよい。ユーザは、音声、キーボード上のタイプ、または任意の他
の入力手段を通して、オプションに応答してもよい。いくつかの実施形態では、制御回路
６０４は、ユーザに、付加的情報（例えば、付加的情報１２２または２２２）を提示し、
ユーザが出来事に反応することを補助するように構成される。例えば、制御回路６０４は
、表示のために、出来事のビデオを含む、付加的情報を生成してもよい。例えば、出来事
が、ドアのノックである場合、付加的情報は、ドアの前に居る人物のビデオであってもよ
い。いくつかの実施形態では、付加的情報は、表示のために、ユーザの視野の前景面積に
対応する仮想現実環境（例えば、仮想現実環境１０４または２０４）の部分に生成され、
したがって、ユーザに付加的情報が容易に見える。いくつかの実施形態では、付加的情報
は、出来事の前に表示のために生成された付加的情報に取って代わる。
【０１７９】
　いくつかの実施形態では、ユーザの物理的周囲内の出来事は、１つまたはそれを上回る
センサ（例えば、音センサ、温度センサ等）によって検出される。例えば、温度センサは
、部屋内の増加した熱を検出することによって、ユーザが位置する部屋の中に入って来る
人物を検出してもよい。１つまたはそれを上回るセンサが、ユーザ機器デバイス６００の
中に統合されてもよい、またはユーザ機器デバイス６００の外部にあってもよく、その場
合、１つまたはそれを上回るセンサ６００は、例えば、無線ネットワークを経由して、感
知された情報をユーザ機器デバイス６００に伝送するように構成される。
【０１８０】
　いくつかの実施形態では、制御回路６０４は、ユーザの視線の中心の移動に応答して、
視野（例えば、第２の視野１２６）を判定するように構成される。いくつかの実施形態で
は、制御回路６０４は、ユーザの新しい視線の中心を判定する（例えば、視線点検出コン
ポーネント８００または頭部移動検出コンポーネント９００を使用して）。ユーザの視野
は、新しい視線の中心の左右に対して第１の度数内、視線の中心の上方に第２の度数内、
および視線の中心の下方に第３の度数内の面積を包含する。
【０１８１】
　いくつかの実施形態では、第１の度数は、９５度に等しいかまたはそれを上回り、例え
ば、９５度、１００度、１０５度、１１０度、１１５度、１２０度、＞１２０度、または
任意の好適な度数である。いくつかの実施形態では、第１の度数は、９５度未満であり、
例えば、９０度、８５度、８０度、７５度、７０度、＜７０度、または任意の好適な度数
である。いくつかの実施形態では、第２の度数は、６０度に等しいかまたはそれを上回り
、例えば、６５度、７０度、７５度、８０度、８５度、＞８５度、または任意の好適な度
数である。いくつかの実施形態では、第２の度数は、６０度未満であり、例えば、５５度
、５０度、４５度、４０度、＜４０度、または任意の好適な度数である。いくつかの実施
形態では、第３の度数は、７０度に等しいかまたはそれを上回り、例えば、７５度、８０
度、８５度、９０度、＞９０度、または任意の好適な度数である。いくつかの実施形態で
は、第３の度数は、７０度未満であり、例えば、６５度、６０度、５５度、＜５５度、ま
たは任意の好適な度数である。
【０１８２】
　いくつかの実施形態では、制御回路６０４は、視野の少なくとも１つの前景面積と、視
野の少なくとも１つの周辺面積とを判定するように構成される。制御回路６０４は、ユー
ザの視線の中心の左右に対して第４の度数内、ユーザの視線の中心の上方に第５の度数内
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、およびユーザの視線の中心の上方に第６の度数内の前景面積を判定してもよい。第４、
第５、および第６の数は、それぞれ、第１、第２、および第３の数より小さくてもよい。
いくつかの実施形態では、第４、第５、および第６の度数は、１８度に等しいかまたはそ
れを上回り、例えば、２０度、２５度、３０度、３５度、＞３５度、または任意の好適な
度数である。いくつかの実施形態では、第４、第５、および第６の度数は、１８度未満で
あり、例えば、１５度、１０度、５度、＜５度、または任意の好適な度数である。
【０１８３】
　いくつかの実装では、制御回路６０４は、ユーザの視野、前景面積、および／または周
辺面積を判定する際、ユーザの視力障害を考慮するように構成される。例えば、ユーザの
片眼が、失明している、片眼に視力障害を有する場合、制御回路６０４は、障害のない眼
のある度数内にのみ延在するように、視野、前景面積、および周辺面積を判定してもよい
。別の実施例として、ユーザの周辺視に障害がある場合、制御回路６０４は、障害のある
周辺視を伴わないユーザより小さいユーザの周辺面積を判定してもよい。制御回路６０４
は、各ユーザに特有のパラメータを使用して、各ユーザの視野、前景面積、および周辺面
積を判定してもよい。例えば、制御回路６０４は、視野、前景面積、および周辺面積を判
定する際、ユーザの眼内の盲点を考慮してもよい。
【０１８４】
　いくつかの実装では、ユーザ入力インターフェース６１０は、入力をユーザから受信す
るように構成され、入力に応答して、制御回路６０４は、表示のために、付加的コンテン
ツをユーザの視野の前景面積に対応する仮想現実環境の部分に生成するように構成される
。例えば、図２では、ユーザからの入力の受信に応じて、制御回路６０４は、表示のため
に、付加的コンテンツ１２２を第２の視野１２６の前景面積１３０に対応する仮想現実環
境１０４の部分（例えば、第２の部分１１０）に生成してもよい。ユーザ入力は、遠隔制
御、マウス、トラックボール、キーパッド、キーボード、タッチスクリーン、タッチパッ
ド、スタイラス入力、ジョイスティック、音声認識インターフェース、または任意の他の
ユーザ入力インターフェースを介した入力等、任意のタイプの入力であってもよい。例え
ば、ユーザ入力は、「さらにコンテンツを見せて」と述べるユーザの発言または類似陳述
から成ってもよい。本特徴は、例えば、ユーザが、ユーザの視野の前景面積における付加
的コンテンツが容易に見えることを所望し、付加的コンテンツが主要コンテンツのユーザ
の視認に干渉することを懸念しない場合、有益であり得る。
【０１８５】
　いくつかの実装では、ユーザ機器デバイス６００はさらに、タイマから成る。タイマは
、その間にユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった、ユーザの視線の中心の移動
後の期間を測定するように構成されてもよい。例えば、ユーザの視線の中心の移動後、タ
イマは、その間にユーザの視線の中心が１ｍｍ、５ｍｍ、１ｃｍ、１０ｃｍ、１００ｃｍ
、＞１００ｃｍ、または任意の他の好適な距離を上回って移動されなかった時間を測定す
るように構成されてもよい。制御回路６０４はさらに、期間と閾値期間を比較するように
構成されてもよい。例えば、閾値期間は、１ミリ秒、１０ミリ秒、１００ミリ秒、１秒、
５秒、１０秒、＞１０秒、または任意の好適な期間であってもよい。タイマによって測定
された期間が閾値期間を上回ることの判定に応答して、制御回路６０４は、表示のために
、付加的コンテンツ（例えば、付加的コンテンツ１２２）をユーザの視野の周辺面積（例
えば、第２の視野１２６の周辺面積１３２）に対応する仮想現実環境（例えば、仮想現実
環境１０４）の部分（例えば、第２の部分１１０）に生成するように構成されてもよい。
タイマによって測定された期間が閾値期間未満であることの判定に応答して、制御回路６
０４は、付加的コンテンツの位置を変化させないように構成されてもよい。ユーザの視線
の中心の移動後、その間にユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった期間を測定す
ることは、制御回路６０４が、ユーザの視線の中心が急速に移動している場合、付加的コ
ンテンツを移動させないことを可能にする。例えば、ユーザの視線の中心が急速に移動し
ている場合、付加的コンテンツもまた、視線の中心の高速移動に応答して、急速に移動す
る場合、ユーザを混乱させ、および／または気を逸らし得る。別の実施例として、ユーザ
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は、付加的コンテンツを短期間（例えば、１ミリ秒、１０ミリ秒、１００ミリ秒、１秒、
５秒、１０秒、＞１０秒等）にわたって主視で見て、次いで、仮想現実環境上の主要コン
テンツに戻ることを所望し得る。例えば、付加的コンテンツが、ユーザの物理的周囲のビ
デオを示す場合、ユーザは、近傍の子供等の物理的周囲内の何らかのものを迅速にチェッ
クし、次いで、主要コンテンツ上に再び合焦することを所望し得る。そのような状況では
、ユーザの視線の中心が付加的コンテンツを見るために移動し、次いで、主要コンテンツ
に迅速に戻るとき、付加的コンテンツが、移動するのではなく、定位置に留まることが有
用であり得る。
【０１８６】
　いくつかの実施形態では、付加的コンテンツが、表示のために、ユーザの視野の周辺面
積に対応する仮想現実環境の部分に生成されると、付加的コンテンツは、表示のために、
仮想現実環境によって示される主要コンテンツより低い画像品質および／またはビデオ品
質（例えば、より低い分解能、フレームレート等）で生成される。これは、仮想現実環境
を示す、ヘッドアップディスプレイ（例えば、ヘッドアップディスプレイ１０２）の電力
、メモリ、帯域幅等を節約することに役立ち得る。加えて、表示のために、より低い画像
品質および／またはビデオ品質で付加的コンテンツを生成することは、ユーザが、ユーザ
の視野の周辺面積内で視認される高品質および低品質の画像および／またはビデオ間を区
別不可能であり得るため、ユーザの視認体験に有害となり得ない。ユーザの視線の中心が
、付加的コンテンツがユーザの視野の前景面積に対応する場所にあるよううに、短期間に
わたって、付加的コンテンツを見るために移動すると、付加的コンテンツの画像品質およ
び／またはビデオ品質は、増加され得る。ユーザは、ユーザの視野の前景面積内で視認さ
れる高品質および低品質画像および／またはビデオ間を区別可能となり得る。表示のため
に、付加的コンテンツをより高い画像品質および／またはビデオ品質で生成することによ
って、付加的コンテンツのユーザの視認が（例えば、ユーザが付加的コンテンツの低品質
バージョンを視認する必要があることによって）損なわれないことを確実にされる。ユー
ザの視線の中心が、付加的コンテンツから主要コンテンツに戻ると、付加的コンテンツの
画像品質および／またはビデオ品質は、再び、減少されてもよい。
【０１８７】
　いくつかの実装では、ユーザ入力インターフェース６１０は、入力をユーザから受信す
るように構成され、入力に応答して、制御回路６０４は、付加的コンテンツをヘッドアッ
プディスプレイから除去するように構成される。例えば、図４では、入力に応答して、制
御回路６０４は、付加的コンテンツ２２２をヘッドアップディスプレイ２２２から除去し
てもよい。ユーザ入力は、遠隔制御、マウス、トラックボール、キーパッド、キーボード
、タッチスクリーン、タッチパッド、スタイラス入力、ジョイスティック、音声認識イン
ターフェース、または任意の他のユーザ入力インターフェースを介した入力等、任意のタ
イプの入力であってもよい。例えば、ユーザ入力は、「さらにコンテンツを除去して」と
述べるユーザの発言または類似陳述から成ってもよい。本特徴は、例えば、ユーザが、全
身移動を行う際、付加的コンテンツからの補助を要求せず、付加的コンテンツからの干渉
なく、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツを視認することを好む場合、有益であり
得る。いくつかの実装では、入力に応答して、制御回路６０４は、付加的コンテンツをユ
ーザの視野の周辺面積に対応する仮想現実環境の部分に移動させてもよい。
【０１８８】
　いくつかの実装では、ユーザ入力インターフェース６１０は、ユーザに、ヘッドアップ
ディスプレイ上に表示されている主要コンテンツの再生を停止するオプションを提示する
ように構成される。オプションは、ディスプレイまたはスピーカを介した出力等、任意の
タイプの出力であってもよい。例えば、オプションは、「ビデオの再生を停止しますか？
」と述べるディスプレイ上のテキストまたは類似陳述から成ってもよい。本特徴は、例え
ば、ユーザが、全身移動を行うことに集中することを所望し、ヘッドアップディスプレイ
上に表示されているコンテンツを見逃したくない場合、有益であり得る。したがって、特
徴は、例えば、ユーザに、メディアアセットまたは任意の他のタイプのコンテンツの再生
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を一時停止し、次いで、いったんユーザが全身移動を完了すると、再生を再開するオプシ
ョンを提供する。主要コンテンツの再生は、いったんユーザが全身移動を完了したことが
検出されると、自動的に再開してもよい、またはユーザ入力インターフェース６１０は、
ユーザに、主要コンテンツの再生を再開する別のオプションを提示してもよい。
【０１８９】
　図１３は、主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドア
ップディスプレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するための例証的ステッ
プのフローチャートである。
【０１９０】
　主要コンテンツは、ユーザの主焦点のオブジェクトであることが意図される、任意のコ
ンテンツであってもよい。例えば、主要コンテンツは、映画、テレビ番組、ビデオゲーム
、または仮想現実世界等のメディアアセットであってもよい。別の実施例として、主要コ
ンテンツは、メディアガイド画面であってもよい。
【０１９１】
　付加的コンテンツは、主要コンテンツではない、任意のコンテンツであってもよい。付
加的コンテンツは、主要コンテンツに関連しない、または主要コンテンツに関連してもよ
い。例えば、付加的コンテンツは、ユーザの物理的周囲のビデオ、株価情報、スポーツス
コア情報、ニュース情報、気象情報、時計、またはイベントのスケジュールであってもよ
い。
【０１９２】
　仮想現実環境は、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザに現れるよう
にユーザに表示される、非物理的コンテンツであってもよい。例えば、仮想現実環境は、
ユーザが位置する世界であるようにユーザに現れる、仮想世界（例えば、ゲーム内の仮想
世界）であってもよい。別の実施例として、仮想現実環境は、物理的世界上に重畳される
ようにユーザに現れる、非物理的コンテンツであってもよい。例えば、仮想現実環境は、
ユーザに自身の車のフロントガラス（または任意の他の透明表面）を通して見えるものの
上に重畳される、スピードメータディスプレイ（または任意の他のディスプレイ）であっ
てもよい。別の実施例として、仮想現実環境は、メディアアセットのディスプレイがユー
ザの視野を完全に包含するようにユーザに提示される、メディアアセット（例えば、テレ
ビ番組または映画）であってもよい。
【０１９３】
　ヘッドアップディスプレイは、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザ
に現れるように、非物理的コンテンツをユーザに表示することが可能な任意のディスプレ
イであってもよい。例えば、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの眼を完全に被覆する
、頭部搭載型ディスプレイであってもよい。頭部搭載型ディスプレイは、眼鏡、双眼鏡、
ヘルメット等として構成されてもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは
、ユーザにヘッドアップディスプレイを通して見える物理的世界のビュー上に非物理的コ
ンテンツを重畳する、ディスプレイ（例えば、フロントガラスまたは眼鏡と統合されるデ
ィスプレイ）であってもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは、ユーザ
が位置する部屋であってもよく、部屋は、ディスプレイ画面内に被覆される。
【０１９４】
　プロセス１１００またはその任意のステップは、図８－１２に示されるデバイスのいず
れか上で生じる、またはそれによって提供され得ることに留意されたい。例えば、プロセ
ス１１００は、制御回路６０４（図８）によって実行されてもよい。
【０１９５】
　ステップ１１０２では、第１の主要コンテンツが、表示のために、ヘッドアップディス
プレイ内の仮想現実環境の第１の部分に生成される。第１の部分は、ユーザの第１の視野
の前景面積に対応する。
【０１９６】
　第１の主要コンテンツは、主要コンテンツの任意の部分であってもよい。第１の主要コ
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ンテンツは、主要コンテンツのサブセットであってもよい。例えば、第１の主要コンテン
ツは、メディアアセット内の１つまたはそれを上回るオブジェクトまたは文字であっても
よい。別の実施例として、第１の主要コンテンツは、仮想世界内の特定の面積であっても
よい。別の実施例として、第１の主要コンテンツは、メディアガイド画面の特定の部分で
あってもよい。
【０１９７】
　仮想現実環境の第１の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第１の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の上、下、
右、または左部分であってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近
似的小部分であってもよい。
【０１９８】
　ユーザの視野は、ユーザが特定の位置に居るときにユーザに見える任意のものであって
もよい。例えば、視野は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施
例として、視野は、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、
ユーザの視野は、ユーザの視線の中心の左右に対して第１の度数内、視線の中心の上方に
第２の度数内、および視線の中心の下方に第３の度数内の面積を包含してもよい。例えば
、第１の度数は、９５度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、９５度、１０
０度、１０５度、１１０度、１１５度、１２０度、＞１２０度、または任意の好適な度数
であってもよい。代替として、第１の度数は、９５度未満であってもよく、例えば、９０
度、８５度、８０度、７５度、７０度、＜７０度、または任意の好適な度数であってもよ
い。例えば、第２の度数は、６０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、６
５度、７０度、７５度、８０度、８５度、＞８５度、または任意の好適な度数であっても
よい。代替として、第２の度数は、６０度未満であってもよく、例えば、５５度、５０度
、４５度、４０度、＜４０度、または任意の好適な度数であってもよい。例えば、第３の
度数は、７０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、７５度、８０度、８５
度、９０度、＞９０度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第３の度
数は、７０度未満であってもよく、例えば、６５度、６０度、５５度、＜５５度、または
任意の好適な度数であってもよい。視野は、ユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画
面の部分であってもよい。ユーザの視野は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力
障害に依存し得る。
【０１９９】
　ユーザの視野の前景面積は、正視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であって
もよい。前景面積は、視野のサブセットを包含してもよい。前景面積は、実質的にユーザ
の視野の中心にある視野の面積を包含してもよい。前景面積は、ユーザの頭部の移動に基
づいて、判定されてもよい。別の実施例として、前景面積は、ユーザの視線の中心の移動
に基づいて、判定されてもよい。例えば、前景面積は、ユーザの視線の中心の左右に対し
て第４の度数内、ユーザの視線の中心の上方に第５の度数内、およびユーザの視線の中心
の下方に第６の度数内にあってもよい。例えば、第４、第５、および第６の度数は、１８
度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、２０度、２５度、３０度、３５度、
＞３５度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第４、第５、および第
６の度数は、１８度未満であってもよく、例えば、１５度、１０度、５度、＜５度、また
は任意の好適な度数であってもよい。前景面積は、主視でユーザに見える頭部搭載型ディ
スプレイの画面の部分であってもよい。前景面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特
有の視力障害に依存し得る。
【０２００】
　ステップ１１０４では、第２の主要コンテンツおよび付加的コンテンツが、表示のため
に、ヘッドアップディスプレイ内の仮想現実環境の第２の部分に生成される。第２の部分
は、ユーザの第１の視野の周辺面積に対応する。
【０２０１】
　仮想現実環境の第２の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第２の部分
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は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第２の部分は、第１の部分と異なっても
よい。第２の部分は、仮想現実環境の上、下、右、または左部分であってもよい。第２の
部分は、仮想現実環境の境界または角の近傍にあってもよいかまたはそこにあってもよい
。第２の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近似的小部分であってもよい。
【０２０２】
　第２の主要コンテンツは、主要コンテンツの任意の部分であってもよい。第２の主要コ
ンテンツは、主要コンテンツのサブセットであってもよい。例えば、第２の主要コンテン
ツは、メディアアセット内の１つまたはそれを上回るオブジェクトまたは文字であっても
よい。別の実施例として、第２の主要コンテンツは、仮想世界内の特定の面積であっても
よい。別の実施例として、第２の主要コンテンツは、メディアガイド画面の特定の部分で
あってもよい。
【０２０３】
　ユーザの視野の周辺面積は、周辺視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であっ
てもよい。周辺面積は、実質的にユーザの視野の縁にある面積であってもよい。周辺面積
は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施例として、周辺視野は
、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、周辺面積は、前景
面積ではない視野の任意の部分であってもよい。例えば、周辺面積は、視野の外側境界の
ある度数内の視野の面積を包含してもよい。周辺面積は、周辺視でユーザに見える頭部搭
載型ディスプレイの画面の部分であってもよい。周辺面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユ
ーザに特有の視力障害に依存し得る。
【０２０４】
　ステップ１１０６では、ユーザの視線の中心の移動が、検出される。視線の中心は、ユ
ーザの視線が実質的に集束される、ユーザの視野の任意の面積であってもよい。視線の中
心は、ユーザに見えるものの中心部分であってもよい。視線の中心は、ユーザの各眼の視
線点間の中央点であってもよい。片眼に視力障害を伴うユーザでは、視線の中心は、障害
のない眼の視線点であってもよい。視線の中心の移動は、光を使用して、ユーザの各眼の
視線点を検出することによって、検出されてもよい。視線の中心の移動は、ユーザの頭部
の移動を検出することによって、検出されてもよい。視線の中心の移動は、ユーザに物理
的に結合されるカメラを用いた捕捉に伴うユーザの物理的周囲のビデオの変化を検出する
ことによって、検出されてもよい。
【０２０５】
　ステップ１１０８では、ユーザの第２の視野が、ユーザの視線の中心の移動に基づいて
、判定される。例えば、制御回路は、新しい視線の中心を判定することによって、第２の
視野を判定してもよい。例えば、制御回路は、ユーザの頭部の移動を検出することによっ
て、第２の視野を判定してもよい。
【０２０６】
　ステップ１１１０では、第２の部分が、第２の視野の前景面積に対応することが判定さ
れる。例えば、第２の部分は、第１の視野の角に対応するが、第２の視野の中心に対応し
てもよい。
【０２０７】
　ステップ１１１２では、第２の部分が第２の視野の前景面積に対応することの判定に応
答して、付加的コンテンツが、表示のために、仮想現実環境の第３の部分に生成され、第
３の部分は、第２の視野の周辺面積に対応する。仮想現実環境の第３の部分は、仮想現実
環境の任意の部分であってもよい。第３の部分は、仮想現実環境のサブセットであっても
よい。第３の部分は、第１および第２の部分と異なってもよい。第３の部分は、仮想現実
環境の上、下、右、または左部分であってもよい。第３の部分は、仮想現実環境の境界ま
たは角の近傍にあってもよいかまたはそこにあってもよい。第３の部分は、仮想現実環境
の近似的大部分または近似的小部分であってもよい。
【０２０８】
　いくつかの実施形態では、視線の中心の移動を検出するステップは、ユーザの視線の中
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心を検出するステップを含む。ある実施形態では、ユーザの視線の中心を検出するステッ
プは、光をユーザの各眼に伝送するステップと、ユーザの各眼の画像を収集するステップ
と、各画像内において、ユーザの眼の中の反射の場所を検出するステップと、ユーザの各
瞳孔の場所を判定するステップと、各瞳孔の場所と各反射の場所を比較するステップと、
各瞳孔の場所と各反射の場所の比較に基づいて、ユーザの各眼の視線点を判定するステッ
プと、ユーザの各眼の視線点間の中央点を判定することによって、視線の中心を判定する
ステップとを含む。
【０２０９】
　ある実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合される
頭部搭載型ディスプレイであって、頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、ユーザ
の視線の中心の移動を検出するステップは、加速度計によって、ユーザの頭部の加速を検
出するステップを含む。
【０２１０】
　いくつかの実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合
される頭部搭載型ディスプレイであって、頭部搭載型ディスプレイは、ユーザの物理的周
囲のビデオをディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、付加的コンテン
ツを生成するステップは、表示のために、ユーザの物理的周囲のビデオを生成するステッ
プを含む。
【０２１１】
　ある実施形態では、表示のために、付加的コンテンツを生成するステップは、表示のた
めに、付加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するステップを含む。
【０２１２】
　いくつかの実施形態では、視線の中心の移動に基づくユーザの第２の視野を判定するス
テップは、視線の中心の移動に基づいて、新しい視線の中心を判定するステップと、新し
い視線の中心の左右に対して第１の度数内、新しい視線の中心の上方に第２の度数内、お
よび新しい視線の中心の下方に第３の度数内にある面積を判定するステップとを含む。
【０２１３】
　ある実施形態では、第２の部分が第２の視野の前景面積に対応することを判定するステ
ップは、第２の視野の前景面積を判定するステップを含み、第２の視野の前景面積を判定
するステップは、新しい視線の中心の左右に対して第４の度数内、新しい視線の上方に第
５の度数内、および新しい視線の下方に第６の度数内の面積を判定するステップを含み、
第４の数は、第１の数より小さく、第５の数は、第２の数より小さく、第６の数は、第３
の数より小さい。
【０２１４】
　いくつかの実施形態では、プロセスはさらに、入力をユーザから受信するステップと、
入力に応答して、表示のために、付加的コンテンツを第２の視野の前景面積に対応する仮
想現実環境の部分に生成するステップとを含む。
【０２１５】
　ある実施形態では、表示のために、付加的コンテンツを生成するステップは、その間に
ユーザの視線の中心が実質的に移動されなかった、ユーザの視線の中心の移動後の期間を
測定するステップと、期間が閾値期間を上回ることを判定するステップと、期間が閾値期
間を上回ることの判定に応答して、表示のために、付加的コンテンツを生成するステップ
とを含む。
【０２１６】
　図１４は、ヘッドアップディスプレイ上のコンテンツの視認に干渉せず、ユーザがヘッ
ドアップディスプレイ上の仮想現実環境を視認しながら、全身移動を行うことを可能にす
るための例証的ステップのフローチャートである。仮想現実環境は、非物理的コンテンツ
が物質的外観を有するようにユーザに現れるようにユーザに表示される、非物理的コンテ
ンツであってもよい。例えば、仮想現実環境は、ユーザが位置する世界であるようにユー
ザに現れる、仮想世界（例えば、ゲーム内の仮想世界）であってもよい。別の実施例とし
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て、仮想現実環境は、物理的世界上に重畳されるようにユーザに現れる、非物理的コンテ
ンツであってもよい。例えば、仮想現実環境は、ユーザに自身の車のフロントガラス（ま
たは任意の他の透明表面）を通して見えるものの上に重畳される、スピードメータディス
プレイ（または任意の他のディスプレイ）であってもよい。別の実施例として、仮想現実
環境は、メディアアセットのディスプレイがユーザの視野を完全に包含するようにユーザ
に提示される、メディアアセット（例えば、テレビ番組または映画）であってもよい。
【０２１７】
　ヘッドアップディスプレイは、非物理的コンテンツが物質的外観を有するようにユーザ
に現れるように、非物理的コンテンツをユーザに表示することが可能な任意のディスプレ
イであってもよい。例えば、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの眼を完全に被覆する
、頭部搭載型ディスプレイであってもよい。頭部搭載型ディスプレイは、眼鏡、双眼鏡、
ヘルメット等として構成されてもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは
、ユーザにヘッドアップディスプレイを通して見える物理的世界のビュー上に非物理的コ
ンテンツを重畳する、ディスプレイ（例えば、フロントガラスまたは眼鏡と統合されるデ
ィスプレイ）であってもよい。別の実施例として、ヘッドアップディスプレイは、ユーザ
が位置する部屋であってもよく、部屋は、ディスプレイ画面内に被覆される。
【０２１８】
　全身移動は、ユーザの身体全体の実質的部分の移動を要求する、ユーザによる任意の物
理的移動であってもよい。例えば、全身移動は、歩行、ジャンプ、起立、着座、その身体
の回転等であってもよい。
【０２１９】
　プロセス１２００またはその任意のステップは、図８－１２に示されるデバイスのいず
れか上で生じる、またはそれによって提供され得ることに留意されたい。例えば、プロセ
ス１２００は、制御回路６０４（図８）によって実行されてもよい。
【０２２０】
　ステップ１２０２では、主要コンテンツが、表示のために、ヘッドアップディスプレイ
内の仮想現実環境の第１の部分に生成される。第１の部分は、ユーザの視野の前景面積に
対応する。
【０２２１】
　仮想現実環境の第１の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第１の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の上、下、
右、または左部分であってもよい。第１の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近
似的小部分であってもよい。
【０２２２】
　主要コンテンツは、ユーザの主焦点のオブジェクトであることが意図される、コンテン
ツであってもよい。例えば、主要コンテンツは、映画、テレビ番組、ビデオゲーム、また
は仮想現実世界等のメディアアセットであってもよい。別の実施例として、主要コンテン
ツは、メディアガイド画面であってもよい。
【０２２３】
　ユーザの視野は、ユーザが特定の位置に居るときにユーザに見える任意のものであって
もよい。例えば、視野は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施
例として、視野は、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、
ユーザの視野は、ユーザの視線の中心の左右に対して第１の度数内、視線の中心の上方に
第２の度数内、および視線の中心の下方に第３の度数内の面積を包含してもよい。例えば
、第１の度数は、９５度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、９５度、１０
０度、１０５度、１１０度、１１５度、１２０度、＞１２０度、または任意の好適な度数
であってもよい。代替として、第１の度数は、９５度未満であってもよく、例えば、９０
度、８５度、８０度、７５度、７０度、＜７０度、または任意の好適な度数であってもよ
い。例えば、第２の度数は、６０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、６
５度、７０度、７５度、８０度、８５度、＞８５度、または任意の好適な度数であっても
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よい。代替として、第２の度数は、６０度未満であってもよく、例えば、５５度、５０度
、４５度、４０度、＜４０度、または任意の好適な度数であってもよい。例えば、第３の
度数は、７０度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、７５度、８０度、８５
度、９０度、＞９０度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第３の度
数は、７０度未満であってもよく、例えば、６５度、６０度、５５度、＜５５度、または
任意の好適な度数であってもよい。視野は、ユーザに見える頭部搭載型ディスプレイの画
面の部分であってもよい。視野は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特有の視力障害に依
存し得る。
【０２２４】
　ユーザの視野の前景面積は、正視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であって
もよい。前景面積は、視野のサブセットを包含してもよい。前景面積は、実質的にユーザ
の視野の中心にある視野の面積を包含してもよい。前景面積は、ユーザの頭部の移動に基
づいて、判定されてもよい。別の実施例として、前景面積は、ユーザの視線の中心の移動
に基づいて、判定されてもよい。例えば、前景面積は、ユーザの視線の中心の左右に対し
て第４の度数内、ユーザの視線の中心の上方に第５の度数内、およびユーザの視線の中心
の下方に第６の度数内にあってもよい。例えば、第４、第５、および第６の度数は、１８
度に等しいかまたはそれを上回ってもよく、例えば、２０度、２５度、３０度、３５度、
＞３５度、または任意の好適な度数であってもよい。代替として、第４、第５、および第
６の度数は、１８度未満であってもよく、例えば、１５度、１０度、５度、＜５度、また
は任意の好適な度数であってもよい。前景面積は、主視でユーザに見える頭部搭載型ディ
スプレイの画面の部分であってもよい。前景面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユーザに特
有の視力障害に依存し得る。
【０２２５】
　ステップ１２０４では、付加的コンテンツが、表示のために、ヘッドアップディスプレ
イ内の仮想現実環境の第２の部分に生成される。第２の部分は、ユーザの視野の周辺面積
に対応する。
【０２２６】
　仮想現実環境の第２の部分は、仮想現実環境の任意の部分であってもよい。第２の部分
は、仮想現実環境のサブセットであってもよい。第２の部分は、第１の部分と異なっても
よい。第２の部分は、仮想現実環境の上、下、右、または左部分であってもよい。第２の
部分は、仮想現実環境の境界または角の近傍にあってもよいかまたはそこにあってもよい
。第２の部分は、仮想現実環境の近似的大部分または近似的小部分であってもよい。
【０２２７】
　付加的コンテンツは、ユーザが全身移動を行うことを補助する。例えば、付加的コンテ
ンツは、ユーザの物理的周囲のビデオであってもよい。別の実施例として、付加的コンテ
ンツは、ユーザの物理的周囲のマップであってもよい。
【０２２８】
　ユーザの視野の周辺面積は、周辺視でユーザに見えるユーザの視野の任意の部分であっ
てもよい。周辺面積は、実質的にユーザの視野の縁にある面積であってもよい。周辺面積
は、ユーザの頭部の移動に基づいて、判定されてもよい。別の実施例として、周辺視野は
、ユーザの視線の中心の移動に基づいて、判定されてもよい。例えば、周辺面積は、前景
面積ではない視野の任意の部分であってもよい。例えば、周辺面積は、視野の外側境界の
ある度数内の視野の面積を包含してもよい。周辺面積は、周辺視でユーザに見える頭部搭
載型ディスプレイの画面の部分であってもよい。周辺面積は、ユーザ毎に変動し得、各ユ
ーザに特有の視力障害に依存し得る。
【０２２９】
　ステップ１２０６では、ユーザの全身移動が、検出される。例えば、全身移動は、ユー
ザの身体の一部の加速を検出することによって、検出されてもよい。例えば、検出モジュ
ールは、歩みを検出することによって、検出されてもよい。別の実施例として、全身移動
は、ユーザに物理的に結合されるカメラを用いて捕捉されたユーザの物理的周囲のビデオ
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の変化を検出することによって、検出されてもよい。
【０２３０】
　ステップ１２０８では、ユーザの全身移動の検出に応答して、付加的コンテンツが、表
示のために、仮想現実環境の第１の部分に生成される。付加的コンテンツは、ユーザが全
身移動を行うことを補助する。例えば、付加的コンテンツは、ユーザの物理的周囲のビデ
オであってもよい。別の実施例として、付加的コンテンツは、ユーザの物理的周囲のマッ
プであってもよい。
【０２３１】
　いくつかの実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合
される頭部搭載型ディスプレイであって、頭部搭載型ディスプレイは、ユーザの物理的周
囲のビデオをディスプレイにフィードするカメラを含み、表示のために、付加的コンテン
ツを生成するステップは、表示のために、ユーザの物理的周囲のビデオを生成するステッ
プを含む。
【０２３２】
　ある実施形態では、表示のために、付加的コンテンツを生成するステップは、表示のた
めに、付加的コンテンツをピクチャインピクチャとして生成するステップを含む。
【０２３３】
　いくつかの実施形態では、ヘッドアップディスプレイは、ユーザの頭部に物理的に結合
される頭部搭載型ディスプレイであって、頭部搭載型ディスプレイは、加速度計を含み、
ユーザの全身移動を検出するステップは、加速度計によって、ユーザによって行われる第
１の歩みを検出するステップを含む。
【０２３４】
　ある実施形態では、プロセス１３００はさらに、ユーザによって行われる第２の歩みを
検出するステップと、第２の歩みの検出に応答して、付加的コンテンツを拡大するステッ
プとを含む。
【０２３５】
　いくつかの実施形態では、プロセス１３００はさらに、ユーザによって行われる第２の
歩みを検出するステップと、第２の歩みの検出に応答して、主要コンテンツの不透明度を
減少させるステップおよび付加的コンテンツの不透明度を増加させるステップのうちの少
なくとも１つを行うステップとを含む。
【０２３６】
　ある実施形態では、プロセス１３００はさらに、入力をユーザから受信するステップと
、入力に応答して、付加的コンテンツをヘッドアップディスプレイから除去するステップ
とを含む。
【０２３７】
　いくつかの実施形態では、ユーザの全身移動を検出するステップは、ユーザの物理的周
囲のビデオの変化を検出するステップを含む。
【０２３８】
　ある実施形態では、プロセス１３００はさらに、ユーザが実質的に定常であることを検
出するステップと、ユーザが実質的に定常であることの検出に応答して、表示のために、
付加的コンテンツをディスプレイの第３の部分に生成するステップとを含む。
【０２３９】
　いくつかの実施形態では、プロセス１３００はさらに、ユーザに、主要コンテンツの再
生を停止するオプションを提示するステップを含む。
【０２４０】
　図１５および１６は、本開示のいくつかの実施形態による、制御回路（例えば、制御回
路６０４）が、主要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッド
アップディスプレイ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示するためのプロセスを
提示する。いくつかの実施形態では、本アルゴリズムは、処理回路（例えば、処理回路６
０６）によってデコードおよび実行されるための命令のセットとして非一過性記憶媒体（
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例えば、記憶デバイス６０８）上にエンコードされてもよい。処理回路は、順に、同調、
ビデオ生成、エンコード、デコード、暗号化、解読、スケーリング、アナログ／デジタル
変換回路、および同等物等の命令を、制御回路６０４内に含有される他のサブ回路に提供
してもよい。
【０２４１】
　図１５におけるフローチャートは、本開示のいくつかの実施形態による、主要コンテン
ツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディスプレイ上の仮想
現実環境内に付加的コンテンツを提示するために制御回路（例えば、制御回路６０４）上
に実装されるプロセス１３００を説明する。
【０２４２】
　ステップ１３０２では、制御回路６０４は、ユーザの視線の中心の移動を検出すること
を開始するであろう。いくつかの実施形態では、これは、直接的または間接的にのいずれ
かにおいて、（例えば、制御回路６０４、ユーザ入力インターフェース６１０、または検
出モジュール６１６によって受信された信号からの）ユーザアクションまたは入力に応答
して行われてもよい。例えば、プロセスは、直接、制御回路６０４が検出モジュール６１
６から信号を受信することに応答して開始してもよい。
【０２４３】
　ステップ１３０４では、制御回路６０４は、視線の中心の移動に基づいて、ユーザの視
野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値を判定すること
に進む。
【０２４４】
　ステップ１３０６では、制御回路６０４は、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コン
テンツの場所を記述する値の現在のインスタンスを読み出すことに進む。いくつかの実施
形態では、制御回路６０４は、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所を
表す、単一プリミティブデータ構造を受信してもよい。いくつかの実施形態では、ヘッド
アップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所を記述する値は、より大きいデータ構造
の一部として記憶されてもよく、制御回路６０４は、適切なアクセッサメソッドを実行し
、値をより大きいデータ構造から読み出すことによって、値を読み出してもよい。
【０２４５】
　ステップ１３０８では、制御回路６０４は、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッド
アップディスプレイ上の場所を記述する値とヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテ
ンツの場所を記述する値を比較することに進む。いくつかの実施形態では、制御回路６０
４は、それぞれ、値にアクセスし、値比較を行うことによって、直接、ユーザの視野の前
景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値とヘッドアップディス
プレイ上の付加的コンテンツの場所を記述する値を比較してもよい。いくつかのインスタ
ンスでは、制御回路６０４は、比較関数（例えば、オブジェクト間比較のため）を呼び出
し、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値
とヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所を記述する値を比較してもよい
。
【０２４６】
　ステップ１３１０では、制御回路６０４は、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッド
アップディスプレイ上の場所を記述する値とヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテ
ンツの場所を記述する値を比較し、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場
所が、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所内にあるか
どうかを判定する。条件が満たされない場合、アルゴリズムは、ステップ１３０２に戻っ
てもよい。条件が満たされる場合、アルゴリズムは、代わりに、ステップ１３１２に進ん
でもよい。
【０２４７】
　ステップ１３１２では、制御回路６０４は、サブルーチンを実行し、表示のために、付
加的コンテンツをユーザの視野の周辺面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所
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に生成する。サブルーチンが実行された後、アルゴリズムは、ステップ１３０２に戻って
もよい。
【０２４８】
　図１５の説明は、本開示の任意の他の実施形態とともに使用され得ることが考慮される
。加えて、図１５のアルゴリズムに関して説明される説明は、本開示の目的を促進するよ
うに、代替的な順序で、または並行して行われてもよい。例えば、１３１０におけるもの
ような条件文ならびに論理評価は、システムまたは方法の遅延を低減させる、もしくは速
度を増加させるように、任意の順序で、または並行して、もしくは同時に行われてもよい
。さらに、図１５のプロセスは、適切に構成されたソフトウェアおよびハードウェアの組
み合わせ上に実装されてもよく、プロセスのうちの１つまたはそれを上回る部分を実装す
るために、図８－１２に関して議論されるデバイスまたは機器のいずれかが使用され得る
ことに留意されたい。
【０２４９】
　図１６における擬似コードは、本開示のいくつかの実施形態による、主要コンテンツの
ユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディスプレイ上の仮想現実
環境内に付加的コンテンツを提示するプロセス１４００を説明する。図１６における擬似
コードによって説明されるプロセスは、任意の数のプログラミング言語および種々の異な
るハードウェアで実装され得、スタイルおよび形式は、限定的として解釈されるべきでは
なく、むしろ、本開示のいくつかの実施形態を実装するために使用されるコードと一致す
るであろうステップおよびプロシージャの一般的テンプレートであることが当業者に明白
となるであろう。
【０２５０】
　ライン１４０１では、制御回路６０４は、サブルーチンを起動し、変数を初期化し、主
要コンテンツのユーザの視認に干渉せず、主要コンテンツを示すヘッドアップディスプレ
イ上の仮想現実環境内に付加的コンテンツを提示する準備を行う。例えば、いくつかの実
施形態では、制御回路６０４は、初期化段階の間、命令を非一過性の記憶媒体（例えば、
記憶デバイス６０８）からＲＡＭまたは処理回路６０６のためのキャッシュの中へコピー
してもよい。加えて、いくつかの実施形態では、比較のために使用されるユーザの視野の
前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値、または、２つの値
が本質的に等価であるかどうかを判定するための公差レベルが、１４０１において読み出
され、設定され、記憶されてもよい。
【０２５１】
　ライン１４０５では、制御回路６０４は、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドア
ップディスプレイ上の場所のインスタンスを受信する。制御回路６０４は、例えば、ユー
ザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値のアレイ
へのポインタを受信することによって、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップ
ディスプレイ上の場所のインスタンスを受信してもよい。別の実施例では、制御回路６０
４は、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する
値の要素を含有するイテレータオブジェクト等のクラスのオブジェクトを受信してもよい
。
【０２５２】
　ライン１４０７では、制御回路６０４は、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドア
ップディスプレイ上の場所を記述する値を一時的変数「Ａ」の中に記憶する。いくつかの
実施形態では、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を
記述する値は、より大きいデータ構造またはクラスの一部として記憶され、ユーザの視野
の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値は、適切なアクセ
ッサメソッドを通して得られてもよい。いくつかの実施形態では、ユーザの視野の前景面
積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値は、適切なハッシュアルゴ
リズムを用いて、ストリングまたは他の非数値データタイプから数値データタイプに変換
されてもよい。いくつかの実施形態では、制御回路６０４は、関数を呼び出し、ユーザの
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視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値とヘッドアッ
プディスプレイ上の付加的コンテンツの場所を記述する値の比較を行ってもよい。いくつ
かの実施形態では、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場
所を記述する値は、プリミティブデータ構造としてエンコードされてもよく、一時的変数
を使用するのではなく、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上
の場所を記述する値は、直接、ライン１４０９における比較において使用されてもよい。
【０２５３】
　ライン１４０８では、制御回路６０４は、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテ
ンツの場所を記述する値を一時的変数「Ｂ」の中に記憶する。ユーザの視野の前景面積に
対応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値と同様に、いくつかの実施形態
では、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所を記述する値は、より大き
いデータ構造またはクラスの一部として記憶され、ヘッドアップディスプレイ上の付加的
コンテンツの場所を記述する値は、アクセッサメソッドを通して得られてもよい。いくつ
かの実施形態では、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所を記述する値
は、適切なハッシュアルゴリズムを用いて、ストリングまたは他の非数値データタイプか
ら数値データタイプに変換されてもよい、またはヘッドアップディスプレイ上の付加的コ
ンテンツの場所を記述する値は、プリミティブデータ構造であってもよく、直接、ライン
１４０９における比較において使用されてもよい。
【０２５４】
　ライン１４０９では、制御回路６０４は、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドア
ップディスプレイ上の場所を記述する値とヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテン
ツの場所を記述する値を比較し、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所
が、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所内にあるかど
うかを判定する。ヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値が、ヘッドアップディ
スプレイ上の場所の上、下、左右境界を記述する場合、境界が左から右および下から上に
進むにつれて、値が増加する場合、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場
所が、ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所内にあるか
どうかを判定するステップは、以下のように達成される。ヘッドアップディスプレイ上の
付加的コンテンツの場所の右境界を記述する値は、ユーザの視野の前景面積に対応するヘ
ッドアップディスプレイ上の場所の右境界を記述する値から減算される。ヘッドアップデ
ィスプレイ上の付加的コンテンツの場所の上境界を記述する値は、ユーザの視野の前景面
積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所の上境界を記述する値から減算される。
ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所の左境界を記述す
る値は、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所の左境界を記述する値か
ら減算される。ユーザの視野の前景面積に対応するヘッドアップディスプレイ上の場所の
下境界を記述する値は、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの場所の下境界
を記述する値から減算される。各差異の値が、計算され、各差異の値は、所定の公差レベ
ルと比較される。いくつかの実施形態では、公差レベルは、ユーザの視野の前景面積に対
応するヘッドアップディスプレイ上の場所を記述する値またはヘッドアップディスプレイ
上の付加的コンテンツの場所を記述する値のいずれかの設定パーセンテージであってもよ
い。いくつかの実施形態では、公差レベルは、固定数であってもよい。例えば、公差レベ
ルを計算機イプシロンの設定倍数に設定することは、アルゴリズムが、浮動小数点演算の
使用から生じ得るわずかな丸め誤差を考慮することを可能にし得る。いくつかの実施形態
では、公差レベルは、ゼロに設定されてもよい。
【０２５５】
　ライン１４１０では、制御回路６０４は、サブルーチンを実行し、各差異の値のいずれ
かが所定の公差レベルを上回る場合、ヘッドアップディスプレイ上の付加的コンテンツの
場所を変化させる。いくつかの実施形態では、これは、処理回路６０６が適切な信号をデ
ィスプレイ６１２に送信することによって達成されてもよい。
【０２５６】
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　ライン１４１２では、制御回路６０４は、アルゴリズムがその関数を行った後、終了サ
ブルーチンを起動する。例えば、いくつかの実施形態では、制御回路６０４は、変数を破
棄する、ガーベッジコレクションを行う、処理回路６０６のメモリを解放する、またはキ
ャッシュをクリアしてもよい。
【０２５７】
　図１６における擬似コードによって説明されるプロセス１４００は、任意の数のプログ
ラミング言語および種々の異なるハードウェアで実装され得、プリミティブ関数、論理均
等物、および機能均等物の特定の選択肢および場所は、限定的として解釈されるべきでは
ないことが当業者に明白となるであろう。また、コードは、リファクタリングされ、また
は書き換えられ、種々の論理評価の順序を操作する、いくつかの反復を単一反復ループで
はなく、並行して行う、または別様に、入力もしくは最終出力を基本的に変更することな
く、ランタイムおよび性能メトリックを操作および最適化してもよいことが明白となるで
あろう。例えば、いくつかの実施形態ではブレーク条件が、演算を加速するために、ある
ライン後に設置されてもよい、または条件文が、ｃａｓｅ－ｓｗｉｔｃｈ文と置換されて
もよい。
【０２５８】
　本開示の前述の実施形態は、限定ではなく、例証目的のために提示され、本開示は、続
く請求項によってのみ限定される。さらに、いずれか１つの実施形態で説明される特徴お
よび制限は、本明細書の任意の他の実施形態に適用され得、一実施形態に関するフローチ
ャートまたは実施例は、好適な様式で任意の他の実施形態と組み合わせられ、異なる順序
で行われ、または並行して行われ得ることに留意されたい。加えて、本明細書で説明され
るシステムおよび方法は、リアルタイムで行われてもよい。また、上記で説明されるシス
テムおよび／または方法は、他のシステムならびに／もしくは方法に適用され、またはそ
れらに従って使用され得ることにも留意されたい。

【図１】 【図２】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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